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｢中尾佐助文献・資料総目」の千Ｉ行にあたって

中尾佐助先生の最終講義は1980年２月に本学農学部で行われた。その記録を見ると、照

葉樹林文化の着想は1952年の最初のネパール行の終わり近く、眼下の夕闇迫るカトマンズ

盆地奥に、黒々と浮かぶ森を認めてからであるという。常緑カンの照葉樹林帯であったが、

これが東ヒマラヤに続き、中国南部から日本南部まで続く東アジア温帯の大構造であると

いう認識に、即座に思い至ったという。このエピソードは、中尾史観の雄大さと足腰の確

かさを物語っている。しかしまた同時に、中尾先生はその照葉樹林帯に共通するさまざま

な食文化要素などにも精織な観察の目を注ぎ、エッセイスト・クラブ賞にも示された筆力

をもって、学会やジャーナリズムを賑わせたのである。今日、中尾先生の照葉樹林文化論

は日本や東アジアの基層文化の重要なセクターとしての地位を獲得している。

本目録すなわち『中尾佐助文献・資料総目一照葉樹林文化論の源流」は、多方面にわた

る中尾先生の知的世界を証言する著書・論文等や各種オリジナル資料、研究用資料その他

を、生前の先生ご自身がなされた仕分けの大綱を踏まえて、作成したものである。

植物分類学者でもあった先生晩年の著書『分類の発想」は、生物が繁殖や栄養摂取の上

で自他を区別する機構を内蔵することに着目して、そういう機構に基づく生理的分類が生

物個体のアイデンティティに関係するという、きわめて意欲的な見方を提示している。と

りわけ人間は複雑なアイデンティティを発達させて、中尾先生流にいえば頭脳的分類機能

をもつようになったのである。かつてフランシス・ベーコンが全学問の基礎に博物学を据

えたのも、博物学の手法である分類という思想が人間のもっとも根源的な知的行為になっ

ているのを見抜いたためだが、それも中尾先生にいわせればきっと人間の知も生理的分類

機構を引き継いで発達したためであると付記するだろう。もともと類に「分ける」という

行為の「分」は刀で切り分ける象形文字でもある。その結果、人間には「分別」が生じ、

知を持つようになったといえるのである。

中尾先生はそういう分別をもってしても、なお図書分類一般の困難さは十分認識してい

たようである。数百万種程度である生物の種類にくらべて、図書の種（これを中尾先生は

タクソンという分類単位で呼んでいる）は数千万のオーダーで－桁は多いはずだとしてい

る。生態学とか植物学とか、伝記、小説とか類型区分を紙かくして区分を数字化するのが

１０進法の分類方法だが、まだ類型分類である限り、生物分類学でいう「本草学の段階」に

あると書いている。つまり中国の『本草綱目」の体系だといわれたら、異議を唱えるライ

ブラリアンも出てくるであろう。この小さな目録は、期せずして中尾式類型分類を踏襲し

た一例になっている。われわれは中尾先生のスライド分類のコード化にも興味をもった。

連想で時間的に記’億を甦らせやすいように、たとえば「N76-26-23」という番号をふってい

るのである。ＮはNAMO、７６は1976,26はその年のフイルム番号、２３は36枚撮りのコマ数な

のである。中尾先生の合理性は見事にこうした細部にも現れている。

本目録は中尾先生の仕事の種目や範囲を十分に伝えてくれるであろうが、これを手引き

にして直接先生の書かれたものをぜひ読んでもらいたい。その上でなお中尾佐助という人

の息づかいを聞こうと思ったら、本学総合情報センター地下１階にある中尾佐助コーナー

に足を運んで頂きたい。陳列台には、いくつかの胎葉標本、博士論文とともに、探検先の

３



ブータンから、もう旅費もなくなってお土産は買えない、などというような家人に宛てた

手紙も並んでいる。探検地域の地図もあるから、それをなぞることもできる。なによりも

中尾文化論の知のマシーンになった全蔵書が、ここに総記・哲学などと分類されて配架さ

れているのである。どの１冊でも自由に手にとってみられるし、一般図書同様、借りるこ

ともできる。しばらくここで知的散歩をしてみれば、書斎における１人の知的営みの全容

を支えた資料が、一見カオスのようでありながら秩序あるコスモスを創っていたのだ、と

いうことが実感できるだろう。

本学としても最初の書誌・目録となるこの『中尾佐助文献・資料総目」の刊行に至るま

でには、多くの人々のご協力とご好意に与ってきた。まず先生のご遺族で本学総合科学部

におられる平木康平教授のお申し出により、貴重な中尾先生の学術的な遺品の一切が総合

情報センターに寄贈されたのが始まりである。研究資料などの多くについては、農学部の

保田淑郎名誉教授が率先して仕分けに協力して頂いた。本学主催の講演会では、前国立民

族学博物館長の梅棹忠夫先生に貴重な講演をして頂いた。先生のご好意で、本目録に「中

尾佐助との交遊」が掲載されている。またスライド映写を含むコレクション展は、多くの

見学者を集め、マスコミにも大きく報道され、このような世間の強い関心が当総合`情報セ

ンターの整理作業を支えてくれた。とりわけ村田製作所の３年にわたる研究奨励寄付金が

この作業を現実に推進する力になっている。またこれがはずみになって、学内に照葉樹林

文化研究会が組織された。すでに２回の研究発表会が行われ、またこれがきっかけになっ

て日本生命財団の援助による新たな共同研究も展開中である。学問的なコレクションにな

るためには、十分な研究の裏打ちがなければならないが、この願いも叶えられるであろう。

そのためにも今後の一層の研究の深化が期待されている。

本目録はそのような流れの中で纏められたものである。著書を除く雑誌・新聞その他の

フルテキストを全６部だけ製本した『中尾佐助著述彙編』は純粋な内部資料であったが、

今回の『中尾佐助文献・資料総則は広く流布して活用して頂くのが狙いである。スライ

ド資料等の電子メディア化も現在検討が進められている。これまでの関係各位のご好意に

深く感謝するとともに、本学としてもさらに一層の努力を重ねて、より充実したコレクシ

ョンにするようにしていきたいものである。

平成９年３月

大阪府立大学総合`情報センター

所長金子務
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略年譜

(年齢は満年齢による）

８月１２日愛知県豊川市金屋町に生まれる

４月１日第八高等学校（理科甲類）入学

３月３１日第八高等学校（理科甲類）卒業

４月１日京都帝国大学農学部（農林生物学科）入学

大正５年(1916）

19歳昭和１０年(1935）

13年(1938） 2２

14年(1939） 2３

12月３１日京都帝国大学農学部（農林生物学科）卒業，農学士

京都帝国大学農学部（応用植物学講座）副手

16年(1941） 2５

臨時召集（陸軍中部62部隊）

召集解除（歩兵二等兵）

財団法人木原生物学研究所嘱託

17年(1942） ２月１日

５月１１日

５月１５日

2６

７月２５日善隣協会西北研究所所員兼務19年(1944） 2８

臨時召集（陸軍15604部隊）

復員（歩兵一等兵）

善隣協会西北研究所所員辞職

財団法人木原生物学研究所副所員

20年(1945） ４月２５日

10月１０日

１０月３１日

2９

１０月１９日稲垣和子と結婚23年(1948） 3２

京都大学農学部副手辞職

浪速大学農学部（遺伝育種学講座）講師

長女百合子誕生

24年(1949） ５月３１日3３

10月１日

４月１日浪速大学農学部助教授26年(1951） 3５

３月６日次女麻里子誕生27年(1952） 3６

４月１日浪速大学大学院農学研究科修士課程（園芸学）

授業分担

30年(1955） 3９

６月20日著書『秘境ブータン』について日本エッセイストク

ラブより第８回エッセイスト・クラブ賞受賞

35年(1960） 4４

４月１日大阪府立大学農学部教授（浪速大学は昭和30年

９月より大阪府立大学に名称変更される）

36年(1961） 4５

７



昭和３７年(1962） 46歳 主論文「Studiesonthetaxonomy，originsand

transmittanceofthecropsintheSino-

Himalayanrange」により京都大学から農学博士の学

位を授与される

昭和37年度なにわ賞受賞（文化振興につくした業績）

３月３１日

11月３日

40年(1965） 大阪府立大学農学部附属農場長（兼務）

大阪府立大学農学部大学院農学研究科博士課程授業

分担および同修士課程担当

４月１日4９

44年(1969） ３月３１日大阪府立大学農学部附属農場長（兼務）辞任5３

45年(1970） ４月１日大阪府立大学農学部大学院農学研究科博士課程担当

（兼務）

5４

49年(1974） ３月６日妻和子逝去5８

51年(1976） ８月１日大阪府立大学評議員

９月１５日国立民族学博物館評議員

6０

53年(1978） 6２

55年(1980） 大阪府立大学農学部教授を停年退職

鹿児島大学教授（水産学部附属水産実験所）

鹿児島大学南方地域総合研究センターに配置換

鹿児島大学南方地域総合研究センター長

３月３１日

４月２日

6４

鹿児島大学南方海域総合研究センター配置換

鹿児島大学南方海域総合研究センター長事務取扱

鹿児島大学南方海域総合研究センター長

56年(1981） ４月１日6５

８月１日

４月１日鹿児島大学南方海域総合研究センター教授を停年退官57年(1982） 6６

４月１日著書『花と木の文化史』について毎日新聞社出版文化

化賞受賞

62年(1987） 7１

11月３日正四位勲三等旭日中綬章受章平成元年(1989） 7３

３月１２日第26回秩父宮記念学術賞受賞（栽培植物と農耕の起源

に関する文化複合の民族植物学的研究）

2年(1990） 7４

京都市北区紫野西野町に残す

京都嵯峨野天龍寺三秀院墓地に眠る

法名樹学佐助居士

5年(1993） １１月２０日7７

８



海外探検調査歴

西部小興安嶺［京都大学旅行部］

朝鮮北部狼林山脈［京都大学旅行部］

カラフト［京都大学旅行部］

23歳

２４

14年(1939）７～８月

15年(1940）７～８月

15年(1940）12月～

16年(1941)１月

16年(1941）７～10月

18年(1943）９～11月

19年(1944）９月～

２０年(1945)２月

27年(1952）８～12月

28年(1953）２～９月

30年(1955）４～９月

昭和

ミクロネシア［京都大学探検地理学会］

東部小興安嶺［満州国軍小興安嶺調査隊］

内蒙古［蒙古善隣協会西北研究所］

５
７
８

２
２
２

ネパール［日本山岳会マナスル踏査隊］

ネパール［日本山岳会マナスル登山隊科学班］

パキスタン［京都大学カラコルム・ヒンズークシ探検

隊］

ブータン［個人調査］

シッキム，アッサム［ロックフェラー財団助成］

東ネパール［大阪府立大学東北ネパール学術調査隊］

西アフリカ［京都大学大サハラ学術探検隊］

（ガーナ，象牙海岸，マリー，ニジェール，ダホメイ，

ナイジェリア、カメルーン，チャド，スーダン，エ

チオピア）

西ヨーロッパ［個人調査］

（フランス，スイス，ドイツ，オランダ，連合王国）

東南アジア［日本科学協会助成］

（タイ，マレーシア，シンガポール，インドネシア）

地中海地域［個人調査］

（スペイン、イタリア，ギリシャ，トルコ）

中国［中国政府招待］

ソビエト連邦［国際遺伝学会］

東南アジア［文部省科学研究費］

（タイ，マレーシア，インドネシア）

パプア・ニューギニア,ソロモン［文部省科学研究費］

インド，ネパール［個人調査］

南太平洋［個人調査］

（ハヮィフィジー，パプア・ニューギニア）

ブータン［個人調査］

フィジー［鹿児島大学南方海域研究センター・オセア

ニア海域における水陸総合学術調査隊］

中国雲南省麗江［個人調査］

６
７
９

３
３
３

33年(1958）

34年(1959）

37年(1962）

43年(1968）

6～１１月

9～12月

4～９月

1～３月

２
３
６
２

４
４
４
５

51年(1976）５月 6０

51年(1976）１２月～

５２年(1977)１月

52年(1977）３月 6１

５月

53年(1978）８～９月

１１～12月

6２

ｊ
ｊ

０
１
８
８

９
９

Ｉ
く

１
１

年
年

５
６
５
５

8～９月

l～２月

3～４月

6４

６５

１０月

56年(1981）１２月～

５７年(1982)１月

59年(1984）８月 6８

９



ゴ
ー
■
１
口
ｌ

》》》『託）巾》Ｍ凋手》町

DqL鴇1Mし
一一一一一へ－‐－０－．－－－－

､iの他
一一｡｡￣－－￣￣￣￣

ii三i:jii舂冤 歓ソィレレ

タハ。、

ルーＬＬへ△Ｐ，
’

こ
すンずし－０

'二二二=ｺﾞiｒ 、
トレＢＬｵZＭＪ
－－－一一一一

』

葉樹林帯の分布原図

1０



９

Ｌ

中尾佐助文献。資料総目

鶇
識（

『.!

Ｉ

鱗 郷
辮繍

；

H鍼１

灘

蕊．
iii1rlll/Nｉ

職

Ｌ
、
⑪

霞
WPr,Ⅷ,Mﾛｰ

蝋幻

1曲

砧IF餌;

四

illiiilliii ■
叩

1

勘

露
l9u:鰯

#

【､蕊》 蝿蝿

Ⅱ等瑚

'Ｙ-.瀞

!』蝋iｌ
；；

穗蝋ゥ
⑪紗

囚

蕊繍`｛鰍

!#閥

採集した植物標本を整理中の中尾先生。単独でブータンに

入る直前に滞在したシッキムのカーリンポンlこて。（1958）





凡例

1．収録範囲

1997年２月末日までに確認できた中尾佐助先生の全文献、および総合情報センタ

ーに寄贈された研究関連の資料類を収録した。ただし、本学図書館システムに登録

済みの中尾先生旧蔵書（図書約3,500冊･雑誌約60誌）は、本目録からは除いた。

２．収録件数

文献658件、オリジナル資料121件、研究用資料273件、参照資料118件、
計1,170件

3．目録の構成と排列

（１）第１部文献目録

①「中尾佐助教授退官記念号目録集：略歴・海外探検調査歴・著作目録」（「鹿児島
大学南海研紀要」３巻２号１９８３pp3-22）の編成法に準拠して、著書、分担執筆、

新聞・雑誌・その他の３つのカテゴリーに区分し、文献の発表年順にまとめた。

（２）第２部オリジナル資料

①スライド、フィールドノートなど探検・調査で収集された研究の原資料を収録した。
②資料形態別に区分し、記録された年代順で排列した。

（３）第３部研究用資料

①手稿、メモ、原図、講演要旨など研究の記録となる資料および研究に使用された関
連文献・資料等を収録した。

②研究活動の種類別または資料形態別に区分し、整理順に排列した。

（４）第４部参照資料

①中尾先生が研究過程で参照されたと思われる資料を収録した。
②関連分野別に区分し、整理１１頂に排列した。
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４．記載事項

目録の記載事項は下記の順とした。

(a)タイトル（b)共著者一(c)収載資料一(｡)巻号（e)収載資料の著者
(f)出版者一(9)出版年一(h)頁・数量
(i)注記

(j)請求記号

（１）第１部文献目録

①新聞記事等で中尾先生が付けられたタイトル以外に、出版者による包括的な見出し

がある場合は、タイトルの後に、丸括弧を付けて記載した。

②共著者がある場合には、「中尾佐助箸」も記載した。

③現時点で未入手の文献（４点）については、（j)請求記号の位置に「＊」を付した。

（２）第２部オリジナル資料

①（a)タイトル、（h)頁・数量（冊数）、（i)注記、（j)請求記号を記載した。

（３）第３部研究用資料、第４部参照資料

①（a)タイトル、（i)注記、（j)請求記号を記載した。

②タイトルについては、資料の整理単位ごとに当センターで付与した。その単位に含

まれる各資料についての情報は、注記に記載した。

５．タイトル索引

①文献および資料のタイトル、サブタイトル（主題を表すもの）、収載資料のタイト

ルを収録した。また、注記からも中尾先生の文献タイトルを抽出した。

②索引の排列は、タイトルの読みの五十音順とした。数字・アルファベットで表記さ

れるタイトルは、数字・アルファベット順とした。

③索引中の表記で、《サ》はサブタイトル、《収》は収載資料、《オ》はオリジナル

資料、《研》は研究用資料、《参》は参照資料を表す。また、頁数の前の②等は、

その頁に含まれる同タイトルの文献・資料数を表す。

頁

↓

１

②lｏ

＜記入例＞タイトル

↓

照葉樹林文化その周辺《サ》

秘境ブータン
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１著書

(単著及び共著）

Ｌ『秘境ブータン」毎日新聞社ｌ９５９３１５ｐ
第８回エッセイスト・クラブ賞授賞1960
292.58/N4１

2．『ヒマラヤの花：LivingHimalayanFlowers』毎曰新聞社ｌ９６４１９４ｐ
470.3/N4１

3．「栽培植物と農耕の起源」
612/N4１

(岩波新書青版583）岩波書店ｌ９６６１９２ｐ

4．『アジア文化探検」
302.2/N4１

(講談社現代新書139）講談社ｌ９６８１７１ｐ

5．『ニジエールからナイルへ：農業起源の旅」講談社ｌ９６９２００ｐ
612.4/N41

6．『照葉樹林文化：日本文化の深層』上山春平編（中公新書201）中央公論社
ｌ９６９２０８ｐ

シンポジウムの参加者：中尾佐助，吉良竜夫，岡崎敬，岩田慶治，上山春平（司会）
210.2/U5１

7．『秘境ブータン』（現代教養文庫
もとの出版は毎日新聞社(1959）
292.58/N4１

727）社会思想社ｌ９７１２８９ｐ

8．「料理の起源』（NHKブツクス173）日本放送出版協会ｌ９７２２２５ｐ
596/N4１

9．『続・照葉樹林文化：東アジア文化の源流」上山春平，佐々木高明，中尾佐助箸
（中公新書438）中央公論社ｌ９７６２３８ｐ

389.2/U5１

10．『栽培植物の世界』
615/N4１

(自然選書）中央公論社ｌ９７６２５０ｐ

11．『現代文明ふたつの源流：照葉樹林文化・硬葉樹林文化』
朝日新聞社ｌ９７８２２８ｐ
290.1/N4１

(朝日選書１１０）

12．『日本文化の系譜：照葉樹林文化とその周辺』
徳間書店l982271p
210.04/N4１

中尾佐助，上山春平箸（対論３）
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1．著書

13．『ブータンの花：FIowersofBhutan』中尾佐助，西岡京治著朝日新聞社１９８４
l４５ｐ

４７２２５/N4１

14．「稲作文化：照葉樹林文化の展開』上山春平，渡部忠世編（中公新書752）
中央公論社1985230ｐ

シンポジウム参加者：中尾佐助，渡部忠世，佐々木高明，谷泰，上山春平（司会）
612.2/U5１

黄版357）岩波書店ｌ９８６２１６ｐ15．『花と木の文化史』（岩波新書
毎日新聞社出版文化賞授賞1987
627/N4１

16．『分類の発想：思考のルールをつくる』（朝日選書409）朝日新聞社１９９０
331ｐ

116.5/N4１

17．『照葉樹林文化と日本』中尾佐助，佐々木高明著（フィールド・ワークの記録３）
くもん出版ｌ９９２２４１ｐ

612.2/1４

150）(同時代ライブラリー

1969）の改題

『農業起源をたずねる旅：ニジェールからナイルへ』

岩波書店ｌ９９３２２６ｐ

『ニジェールからナイルへ：農業起源の旅』（講談社
612.4/N4１

1８．
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2．分担執筆

２分矛主旦幸丸雪蘆
（図書の一部分担）

Ｌ「採種及び種子貯蔵」「農学講座』第5巻柏葉書院l949pPl51-205

2．「Ｅｃｏｌｏｇｉｃａｌｎｏｔｅｓ」『ＦａｕｎａａｎｄｆｌｏｒａｏｆＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａ：
ｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｓｔｏＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａｌ９５２－ｌ９５３』
（ed.）FaunaandFloraResearchSociety，KyotoUniversity
図版22枚

462.258/KIl7

ＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＲｅｓｕｌｔｓ

ＶｏＬ２ＨＫｉｈａｒａ

ｌ９５５ｐｐ２７８－２９０

3．「植物個体群の変異について」中尾佐助，山下孝介著『集団遺伝学』駒井卓，
酒井寛一編培風館l956pp246-259

4．カラコラム（中尾佐助撮影写真13枚）『世界大百科事典」Vol､６平凡社１９５６
031/HE4

5．「ＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌＰｒａｃｔｉｃｅ」 『ＬａｎｄａｎｄｃｒｏｐｓｏｆＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａ:ＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＲｅ－
ｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｓｔｏＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａｌ９52-1953』ＶＯＬⅡ
HKihara(ed.）FaunaandFloraResearchSociety，KyotoUniversityl956
pp95-lO7

グラビア29ｐ（写真58枚）

6．「Agriculturelmprovement」 『LandandcropsofNepalHimalaya:Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ
ＲｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅExpeditionstoNepalHimalayal952-1953』ＶＯＬⅡ
HKihara(ｅｄ）FaunaandFIoraResearchSociety，KyotoUniversityl956
pp」０９－１１３

7．「GrainAmaranths」（withLSauer）『LandandcropsofNepalHimalaya:Ｓｃｉ－
ｅｎｔｉｆｉｃＲｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｓｔｏＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａｌ９５2-1953』
ＶＯＬⅡHKihara(ｅｄ）FaunaandFloraResearchSociety，KyotoUniversity
l956pp141-l46

8．「Ｃｈｉｌｌｉ」 『ＬａｎｄａｎｄｃｒｏｐｓｏｆＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａ:Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ
ａｎｅｓｅＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｓｔｏＮｅpalHimalayal952-l953』Vol．Ⅱ

ＦａｕｎａａｎｄＦｌｏｒａＲｅｓｅａｒｃｈＳｏｃｉｅｔｙ，ＫｙｏｔｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｌ９５６

ＲｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅＪａｐ－

ＨＫｉｈａｒａ(ed.）

ｐｐｌ９１－ｌ９２

9．「Barley」 『ＬａｎｄａｎｄｃｒｏｐｓｏｆＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａ:Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ
ａｎｅｓｅＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｓｔｏＮｅpalHimalayal952-l953』Vol．Ⅱ

FaunaandFloraResearchSociety，ＫｙｏｔｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｌ９５６

ＲｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅＪａｐ－

ＨＫｉｈａｒａ(ed.）

ｐｐ３１３－３４３

１０．「Wheat」 『ＬａｎｄａｎｄｃｒｏｐｓｏｆＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａ:Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ
ａｎｅｓｅＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｓｔｏＮｅpalHimalayal952-l953』Vol．Ⅱ

FaunaandFIoraResearchSociety，ＫｙｏｔｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｌ９５６
グラビア5Ｐ（写真10枚）

ＲｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅＪａｐ－

ＨＫｉｈａｒａ(ed.）

pp345-353

1Ｌ「Oats」（withSNori）『LandandcropsofNepalHimalaya:ScientificResults
oftheJapaneｓｅＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｓｔｏＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａｌ９52-1953』ＶＯＬⅡＨＫｉｈａｒａ

（ed.）FaunaandFloraResearchSociety，KyotoUniversityl956pp355-361
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2．分担執筆

（withlYabuno）『LandandcropsofNepall2．「HordeumbrevisubuatumLink」

Ｈｉｍａｌａｙａ:Ｓｃｉｅｎｔｉ（ｉｃＲｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅＥｘｐｅｄｉｔｉonsloNepalHimalaya
l952-l953』VollHKihara(ｅｄ）FaunaandFloraResearchSociety，Ｋｙｏｔｏ
Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙｌ９５６ｐｐ､363-364

「ＴｒａｎｓｍｉｔｔａｎｃｅｏｆＣｕｌｔｉｖａｔｅｄＰＩａｎｔｓｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅＳｉｎｏ－ＨｉｍａｌａｙａｎＲｏｕｔｅ」

『ＰｅｏｐｌｅｓｏｆＮｅｐａｌＨｉｍａｌａｙａ:ＳｃｉｅｎｔｉｎｃＲｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅＥｘＤｅｄｉｔｉｏｎｓ
ｔｏＮｅｐａⅢimalayal952-l953』VolHHKihara(ｅｄ）
FaunaandFloraResearchSociety，ＫｙｏｔｏＵｎｉｖｅｒｓｌｔｙｌ９５６ｐｐ３９７－４２０

●

（叩“、⑪）
●
■
Ⅱ
■
＆

『世界文化地理体系８中央アジア』平凡社１９５８14．「中央アジアの植物界」

ｐｐｌ２－ｌ６

290/SE4９

『世界文化地理体系８中央アジア』平凡社１９５８15．「ヒマラヤの植物」

ｐｐｌ６－ｌ８

290/SE4９

｢世界文化地理体系８中央アジア』16．「中央アジアとヒマラヤの栽培植物」

平凡社ｌ９５８ｐｌ８

290/SE4９

『世界文化地理体系８中央アジア」平凡社］95817．「中央アジアの動物」

ｐｐｌ８－ｌ９

290/SE4９

18．「ネパール」（「ブータン」部分）『世界文化地理体系８中央アジア』
平凡社ｌ９５８ｐｐ６８－７１

290/SE4９

『世界の旅ＶｏＬ２インドから熱砂の国へ」中央公論社19．「秘境ブータン」

ｌ９６２ｐｐ２２１－２５０

290.9/094

20．「稲・麦の起源」『古代史講座」ＶｏＬ２学生社l962pp242-251
209.3/178

『世界地理風俗体系ＶｏＬｌｌインド半島』誠文堂新光社21．「アッサム地方」

ｌ９６３ｐｐ」２５－１３３

290.8/SE49/1１

｢世界地理風俗体系ＶｏＬｌｌインド半島』誠文堂新光社22．「ヒマラヤの生物」

ｌ９６３ｐ３２５

２９０８/SE49/11

『世界地理風俗体系ＶｏＬｌｌインド半島』誠文堂新光社１９６３23．「ネパール」

pp326-347

290.8/SE49/11
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2．分担執筆

24．「ブータン」

ｐＰ３４８－３６１

290.8/SE4Ml

『世界地理風俗体系VolⅡインド半島」誠文堂新光社１９６３

25．「生物学」『アジア・アフリカ地域研究のあり方についてのシンポジウム
リ語地域を中心に）記録」日本学術会議アジア・アフリカ研究特別委員会
ｐｐ４－５

開催：於大阪外国語大学，1962.9.29

(スワヒ

１９６３

26．「MaizefromAfghanistanandKarakoram」（withYSofue）『ＲｅｓｕｌｔｓｏｆＫｙｏｔｏ
Ｕｎｉｖ・Ｓｃｉ・ＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｔｏｔｈｅＫａｒａｋｏｒａｍａｎｄＨｉｎdukushl955』ＶｏＬｌ

ＴｈｅＣｏｍｍｉｔｔｅｅｏｆｔｈｅＫｙｏｔｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｔｏｔｈｅＫａｒａｋｏｒａｍ
ａｎｄＨｉｎｄｕｋｕｓｈｌ９６５ｐｐｌ７６－１８２

27．「ＭｉｌｌｅｌｆｒｏｍＡｆｇｈａｎｉｓｔａｎａｎｄＫａｒａｋｏram」

「ＲｅｓｕｌｔｓｏｆＫｙｏｔｏＵｎｉｖ・ＳｃＬＥｘｐｅｄｉｔｉｏｎｔｏ
ＶｏＬＩｌ９６５ｐｐｌ８３－ｌ８６

（withTNatsumoto＆Ｔ・Tanaka）

theKarakoramandHindukushl955』

28．「農業起源論」『自然：生態学的研究』
ｌ９６７ｐｐ３２９－４９４

今西錦司博士還暦記念論文集
612/145

森下正明，吉良竜夫編中央公論社

29．「人類生活とイネ」 『大日本百科事典」２小学館l968pp245-246
「イネ」の一部を分担

30．「秘境ブータン」

ｐｐｌ２７－２３９

290.9/F3２

(部分収載）「世界冒険シリーズ」ｌ山王書房１９６８

31．「米，酒，すし：食生活」上山春平司会，篠田統，中尾佐助対談
『シンポジウム日本と東洋文化』新潮社l969pp195-208

１２２．０４/U5１

３２「スーダンの農耕文化とヤム・ベルト」『大サハラ』山下孝介編講談社ｌ９６９
ｐｐｌＯ４－ｌｌ５

内4Pグラビア

294.35/Y4４

33．「MeconopsisVig，メコノプシス属」『最新園芸大辞典』ＶｏＬ４誠文堂新光社
ｌ９６９ｐｐｌ６５０－ｌ６５２

６２０３/SA22/４

34．「RhododendronLシャクナゲ属」 『最新園芸大辞典」ＶｏＬ５誠文堂新光社
ｌ９７０ｐｐ２３２０－２３３３

620.3/SA22/５
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2．分担執筆

佐竹義輔，35．「高山の花」『高山の花：高山植物写真図譜』青山富士夫写真
中尾佐助，亘理俊次文毎日新聞社l971pp201-216
471.7/５

中尾佐助，梅棹忠夫，佐々木高明
l９７２ｐｐ３５－７４

36．「インド亜大陸の人びとと文化：討論会第二部」
（まとめ）『探検と冒険』２巻朝日新聞社

290.9/A82/２

37．「ヒマラヤとその周辺：討論会第三部」中尾佐助，梅棹忠夫，谷秦，佐々木高明
（まとめ）『探検と冒険」２巻朝日新聞社ｌ９７２ｐｐ７５－ｌＯ５

290.9/A82/２

『探検と冒険』38．「照葉樹林文化と稲作文化：植物栽培からみた東アジア文化論」
２巻朝日新聞社ｌ９７２ｐｐ」58-176

290.9/A82/２

『探検と冒険』２巻朝日新聞社197239．「雲南周辺の植物探検概史」

ｐｐ２６９－２８３

290.9/A82/２

40．座談会「探検組織論」中尾佐助（ゲスト），加納一郎，泉靖－，樋口敬二，
本多勝一，梅棹忠夫（司会とまとめ）『探検と冒険』３巻朝日新聞社ｌ９７２
ｐｐ４１１－４６３

290.9/A82/３

『探検と冒険」７巻朝日新聞社l972pplO7-ll641．「最後の秘境ニッポン」
290.9/A82/７

『わが思索わが風土」（朝日選書２３）朝日新聞社197242．「自然と人」

ｐｐ２３６－２５０

049/A8２

43．「栽培植物と農耕の起源」『第29回都市銀行研修会講義集』東京銀行協会ｌ９７４
ｐｐ５０－８９

44．講演「栽培植物の起源をたずねて」『昭和49年度理科研修会研究集録』私学研究
福祉会．私学教育研究所ｌ９７５ｐｐ８７－９７

45．「ブータン」『万有百科大事典10世界地理』小学館l975pp527-528
031/SH95

46．Editor，ｓＮｏｔｅ（『Tanaka'sCyclopediaofEdiblePlantsoftheWorld』）
byTyozaburoTanaka,ｅｄｂｙＳａｓｕｋｅＮａｋａｏＫｅｉｇａｋｕＰｕｈＣｏ.，Ｔｏｋｙｏｌ９７６

47．序にかえて（『山岳森林生態学』加藤泰安，中尾佐助，悔棹忠夫編）中央公論
社ｌ９７６ｐｐｌ－７

今西錦司博士古稀記念論文集ｌ
グラビアlｐ

468/KA86
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2．分担執筆

48．「自然と人間」「新編現代国語
ｌ９７６ｐｐｌｌ６－ｌ２３

「私たちの風景」より－部再録

2」（高等学校国語科用）学校図書株式会社

49．「日本の高山植物は亜高山帯にある」『自然と生態学者の目』（共立科学ブックス
３５）生態学講座編集委員会編共立出版l977ppl42-l45

50．「肉と魚の料理」『人生読本，たべもの』河出書房新社l978ppl42-l51
『料理の起源』より－部再録

596.04/TAl2

5Ｌ「世界のキク」「菊』（エナジー対話12）川添登，山田宗睦［箸］
エツソ・スタンダード石油株式会社l978pplO8-ll5
380/KA98

52．「食物と社会」座談会石毛直道（司会），中尾佐助，大塚滋対談『世界の食事文
化』ドメス出版l978ppl78-206
383.8/173

53．「田園都市には小植物園を数多くつくれ」

－ナリストの会ｌ９７９ｐｐ８８－８９
『田園都市構想と森林」日本林政ジャ

54．「東南アジア農耕文化試論」『東南アジアの農村における果樹を中心とした植物利
用の生態学的研究』（昭和53年度文部省科学研究費補助金による海外学術調査報告書）
小合龍夫編ｌ９８０ｐｐ８２－９７

内グラビア2Ｐ

625/Q2５

55．「文明の母胎となった農耕文化」『冬休み朝日科学教室第12回
朝日新聞社ｌ９８０ｐｐ２０－２６

開催：於第一生命ホール，1980.12.26-27

地球と人類の歴史』

56．「食物文化史：料理の起源について」

大阪府立大学ｌ９８０ｐｐ３３－３４
開催：1980.10.2

041/64/8０

『昭和55年度大阪府立大学府民講座テキスト』

57．「ダーウィン、今西錦司と並ぶ」（解説）『はみだし生物学」小松左京著
平凡社l980pp285-288

58．「料理の起源」

ｐｐ１３０－ｌ８７

383.8/U7３

『食事の文化」（世界の民族：ゼミナール）朝日新聞社1980

59．「食べるということ」

朝日ゼミナール講演集
383.8/TAl6

『食の文化」講談社ｌ９８０ｐｐ４７－７９
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2．分担執筆

60．「農耕の食」 『食の文化シンポジウム'８０人間.たべもの・文化』平凡社
ｌ９８０ｐｐｌ３９－１５０

３８３８/４

61．「歌垣考」（対談）中西進，中尾佐助「よみがえる平城京：天平の生活白書』
第５章坪井清足監修日本放送出版協会l980ppl80-l94

62．「天平のメニュー」（対談）中尾佐助ほか『よみがえる平城京：天平の生活白書』
第６章坪井清足監修日本放送出版協会l980pp200-258

討論「日本の茶・将来と伝播」『シンポジウム「茶」の文化：報告と討論の記録』
（国立民族学博物館共同研究「茶の文化に関する総合的研究」）シンポジウム「茶
の文化」事務局l980pp49-53

383B/MO72

●

一ｍ〃、叩）

ｎ町｜【叩〉

2.アジア農耕文化に思う）

畑地農業振興会1981
64．「照葉樹林のおもかげ」（ｌ農耕文化の源流を訪ねて

『歴史と文明：板倉康二郎対談集：農耕文化と共に」
ｐｐ」２８－１４６

610.4/H4１

:エッセイスト・クラブ賞受賞作
ｌ９８１ｐｐ２４９－２５５

65．「死の谷プナカ」『エッセンス・オブ・エッセイ
選文集』下日本エッセイスト・クラブ編ＰＨＰ
1960年，第８回受賞『秘境ブータン」より
914.6/N71/２

66．「作物と雑草」『野の草：人知れず咲きかおる季節のめぐみ」（自然読本）
河出書房新社l981pp184-l87

67．解説（『ニューギニア高地人』本多勝一箸）（本多勝一シリーズ）本多勝一箸
朝日新聞社l981pp269-278

389.73/H8４

日本油脂協会198268．「植物油の文明史」『これからの10年：食と健康』
ｐｐ７－ｌ５

日本油脂協会創立20周年記念シンポジウム
498.5/N7１

69．序（「オセアニア海域における水陸総合学術調査（NAV・’８１）Ｉ』）鹿児島大学南
方海域研究センター・オセアニア海域における水陸総合学術調査隊ｌ９８２ｐ１
文部省特定研究経費・昭和56年度研究経過報告書

70．「パプア・ニューギニアにおける半栽培植物群について」『東南アジア及びオセア
ニアの農村における果樹を中心とした植物利用の生態学的研究』（昭和55年度第２次
文部省科学研究費補助金による海外学術調査報告書）小合龍夫編ｌ９８２ｐｐ７－ｌ９
内グラビア5Ｐ

625/Q2５

71．「栽培植物の起源」『医科学大辞典』ＶｏＬｌ７講談社ｌ９８２ｐｐ､229-232
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2．分担執筆

72．「東アジアの農耕とムギ」『日本農耕文化の源流：日本文化の原像を求めて』
佐々木高明編日本放送出版協会l983ppl22-l48
『同書』（討論中尾佐助ほか）

①「討論イモ類と根栽農耕文化」ｐｐ４３－５７
②「討論雑穀の特性と農耕文化」pplO7-l20
③「討論半栽培とシベリア・ルートとツブ酒」ppl49-161
④「討論稲作の展開をめぐる諸問題」ppl95-210
⑤「討論大家畜の伝播とブタの家畜化」pp255-268
⑥「討論水田化をめぐる諸問題」pp333-345
⑦「討論非稲作から稲作へ」pp374-387
⑧「討論伝統的食事文化の系譜をめぐって」pp415-429
⑨「討論作物起源伝承の系譜と伝播」pp454-469
⑩「終章曰本農耕文化源流論の展望と課題」pM72-502

612.1/SA75

73．「個体と集団：生物の本性をさぐる」
テゴリーヘの招待』（ブルーバックス
ｌ９８４ｐｐ」２５－１５４

404/H4８

『あいまいさを科学する：トワイライト・力
556）林知己夫，坂本賢三ほか箸講談社

74．「日本の森林文化」
ｐＰ６４－６９

『森林浴のすすめ』講談社科学図書出版部編講談社1984

75．講演「調理とは何か」，質疑応答『食のワークシヨツプ／2001年の調理学：
セッション,，記録」味の素株式会社食文化・史料室ｌ９８５ｐｐ､10-37
開催：於パレスホテル，1985.9.13
596.04-A2７

"ブリ

76．「２１世紀農耕文化の発展方向」
ｌ９８６ｐｐ３８－６９

610.1/N96/４

『２１世紀と農業技術」４農林水産技術情報協会

77．「黄河流域の風土・文化そして生活」中尾佐助，小松左京対談『黄河物語』
旺文社編旺文社ｌ９８６ｐｐ６－ｌ８

78．「栽培植物：豊富だった古代のメニュー」『古代技術の復権：技術から見た古代人
の生活と知恵：森浩一対談集』中尾佐助，森浩一対談小学館l987pp246-269
210.02/MO45

「雲南に照葉樹林をたずねて」「中国の少数民族を語る：梅棹忠夫対談集」
中尾佐助（ゲスト），梅棹忠夫対談筑摩書房ｌ９８７ｐｐ､58-79
389.22/U7３

●

（叩汕】｜口〉

【”Ｊ■０

「先農耕段階とその類型：農耕起源論と関連して」，総合討論「縄文の畑作農耕とそ
の検証の可能性をめぐって」『畑作文化の誕生：縄文農耕論へのアプローチ』
佐々木高明，松山利夫編日本放送出版協会l988pp325-344，ｐｐ､345-383
612.1/SA75

80.
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2．分担執筆

8Ｌ特別講演「調理とは何か」『二○○一年の調理学』松元文子，石毛直道共編著
光生館ｌ９８８ｐｐ３－ｌｌ

596/MA81

82．「自己体験からみた花と緑の文化」特別講演『第１回花の万博国際シンポジウム・
花とひと：花と木の文化史」開隆堂出版ｌ９８８ｐｐ５２－５９
「花と木の文化史」特別講演

606.9/4/１

83．「朝市」，「石蒸し料理」「オセアニア物語』鹿大南海研センターめこん
ｌ９８９ｐｐ､90-91,ppl34-l35

302.7/KAl9

84．解説（「アジア食文化の旅」大村次郷著）（朝日文庫）朝曰新聞社l989
pp236-243

383.8/064

85．「自然と人」『史話日本の歴史ｌ日本の源流を探る：縄文弥生文化」作品社
ｌ９９１ｐｐｌ３２－ｌ４５

『わが思索わが風土』（朝日新聞社1972）より再録

86．「江戸期の花卉園芸文化」『史話日本の歴史１８元禄の美と粋：町人文化の勃興』
作品社l991ppl59-l64

『花と木の文化史』（岩波書店1986）より再録

87．鼎談「乳食文化の系譜」石毛直道，谷泰，中尾佐助，和仁晧明司会「乳利用の民
族誌』石毛直道，和仁晧明編著中央法規出版l992pp267-293
648.1/Y9７

『海外の学術調査１アジアの自然と文化」中尾佐助
ｌ９９３ｐｐ」－１４

88．「民族植物学と文化複合」

ほか箸日本学術振興会
292/N4１
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3．新聞・雑誌・その他

３宗斤田ヨー条佳言志一そｏつ化１
（記事、エッセイ、書評、対談、講演等）

1．「ゴビとマンハ」 「学芸」No.３０秋田屋ｌ９４７ｐｐ３８－４０

２．「骨うらなひ：蒙古族の奇習」 「学芸」No.３４秋田屋l947pp10-ll

3．「中国周辺山岳地帯の農耕文化類型について：被麦とそのなかまの穀物」『学芸」
No.３７秋田屋ｌ９４７ｐｐ５－ｌＯ

4．「ダルハン・オーラ」『岳人』No.３岳人社ｌ９４７ｐｐｌ８-21,33(とびページ）

5．「日本とチベットの大麦」『Saiensu』No.３秋田屋ｌ９４７ｐＰｌ－５
本文はローマ字表記

6．「大麦の概念のうつりかわり」『遺伝』Vol､２，Ｎ0.4北隆館ｌ９４８ｐｐ９－１１

７．「作物と雑草」『人文地理』1巻3号人文地理学会ｌ９４９ｐｐ２７－３２

8．「小興安嶺湯旺河紀行」（上・下）『岳人』No.１５(1949.5),No.１６岳人社
ｌ９４９ｐｐ､８－１１，ｐｐ２１－２５

9．「大陸の花の憶い出」『日本花卉園芸協会会報」No.７１９５０ｐｐ３５－３９

10．「集団遺伝学」『生物の変異集団と環境」ＶｏＬ２３(科学文献抄）岩波書店ｌ９５０
ｐｐ４１－５２

11．「彼麦文化圏：穀類の品種群から見た東北アジアに於ける新しい－つの文化類型」
「自然と文化』No.ｌ自然史学会l950ppl63-l86

12．「糯大麦について」「生研時報』ＮＯ４木原生物学研究所l950ppUl-ll4

13．「近畿４府県の大麦変種の分布：大麦採集報告Ⅱ」『生研時報』No.４木原生物
学研究所１９５０ｐｐ」49-152

１４．「ＯｎｔｈｅＭｏｎｇｏｌｉａｎｎａｋｅｄｏａｔｓ，ｗｉｔｈｓｐｅｃｉａｌｒｅｆｅｒｅｎｃｅｔｏｔｈｅｉｒｏｒｉｇｉｎｓ」
『Sci・Rep・Fac・ＡｇｒＮａｎｉｗａＵｎｉｖ.」Ｎｏ．Ｉｌ９５０ｐｐ､７－２４

１５．「ＮｏｔｅｓｏｎｔｈｅＭｏｎｇｏｌｉａｎｖｅｇｅｔａｔｉｏｍ
ＶｏＬｌ５,Ｎｏ．ｌｌ９５１ｐｐ」３－２２

｢BulLBiogeographSocJapan」

「CytologicalandecologicalstudiesonJapanesebarnyardmillet(Echinochloa
frumentacea(Roxh）Link.）anditswildrelatives、LClassificationofJapa-

neseindiｇｅｎｏｕｓｓｐｅｃｉｅｓｉｎｒｅｌａｔｉｏｎｔｏｃｙｌｏｌｏｇｙａｎｄｅｃｏｌｏｇｙ.」
withTomosaburoYabuno『SeikenZiho」No.５木原生物学研究所l952
pp58-64

内グラビアlｐ

●

へ呵困皿叩〉

二
で
■
■
■
ユ

17．「ヒマラヤの植物」『スポーツ毎日』1953.2.211953
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3．新聞・雑誌・その他

18．「生物の変異集団」『生物の変異性』ＶｏＬ２５(科学文献抄）岩波書店ｌ９５３
ｐｐ」-13

19．「ヒマラヤの春の花」『毎日新聞』1954.2.241954

20．「ガネシュ・ヒマールの神秘」『毎日新聞』1954.5.5(夕刊）1954

21．「ヒマラヤの自然を見る」『少年写真ニュース』No.８(1954.6.8号）少年写真新
聞社1954

写真

22．「科学班の旅」『山岳』第49年日本山岳会ｌ９５４ｐｐ５５－７３
抜き刷りのタイトル：「マナスル1953年科学班の旅」

23．「カラコルムの印象」『大阪府立大学新聞』1955.1051955

２４「カラコラムの氷河」中尾佐助，藤田和夫，松下進撮影『科学朝日』1955.12
月号１９５５

25．「カラコラム探検隊の食糧」『イカリニユース』Vol､４，Ｎo」０イカリニユース
社ｌ９５５ｐｐ６－７

26．「カラコラムの印象上」 『岳人』No.９３１９５６ppl2-l8

27．「カラコラムの印象下」 『岳人」Ｎｑ９４１９５６ｐｐ・’6-20

28．「マナスル登山によせて：ヒマラヤの高山植物の生態」 『郵政』ＶＯＬ８，Ｎ0.8

l９５６ｐｐ３６－４１

29．「ヒマラヤ，カラコルムを写す」『マミヤクラブ』ＶＯＬ４，Ｎ0.6マミヤカメラク
ラブｌ９５６ｐｐｌ４－ｌ７

30．「InformationofNorinwheatvarietiesinJapan」（withTKawase）
『ＷｈｅａｔｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｅｒｖｉｃｅ」No.３１９５６ｐ３５

31．「資料写真の撮り方」『探検』Vol､１京大探検部ｌ９５７ｐｐ､29-31

『ＰｒｏｏＳｅｖｅｎｔｈＰａｃｉｆｉｃＳｃｉ、32．「ＢｒｅａｄｆｒｕｉＬｙａｍｓａｎｄｔａｒｏｓｏｆＰｏｎａｐｅlsland」
Cong・Ｗｅｌｌｉｎｇｔｏｎ」ｌ９５７ｐｐ」５９－１７０

『東洋史研究』ＶＯＬ16,Ｎ0.3195733．「河南省洛陽漢墓出土のコメについて」

ｐｐ９３－９６

グラビアｌｐ

(1.出発２.山ヒル地帯を行く３.豊かな二
５.チベット国境へ）『毎日新聞』

34．「秘境ブータン：中尾助教授の探検記」
千メートルの山国４.チョモラリヘの道
１９５８．８．１８－８．２４１９５８

タイトルの異なるゲラあり
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3．新聞・雑誌・その他

35．「VeronicapersicainHiroshima」（withKYamashita）「Ｒｅｓｅａｒｃｈｉｎｔｈｅｅｆ－
ｆｅｃｔｓａｎｄｉｎｆｌｕｅｎｃｅｏｆｔｈｅｎｕｃｌｅａｒｂｏｍｂｔｅｓｔｅｘｐｌｏｓｉｏｎ」ｌ９５８ｐｐ６４３－６４４

36．特別ルポ「世界の秘境ブータンをゆく」 『毎曰グラフ』1959.1月ｌ９５９
ｐｐ２４－２９

「秘境ブータン：中尾助教授の探検記」（1.離宮パロ・ゾン２.ニュースの辺境３．
ハ郡の統治者４.大名行列とともに５.かくし妻６．日かげの谷７.テス・ラさんの
恋８.氷河期の足あと９.農家への招待10.進化が眼前に１１.大まき狩り12.ネ
ール首相の道13.のんびりした囚人１４.士・農・工・商１５.王様にお目見え１６．
奥地への希望１７.すばらしい食事18.危機19.ヤクの牧人たち２０.ヒマラヤの屋
根２１.雪男２２.温泉と悪夢と２３.古都プナカ２４.ミタンという牛２５.地酒２６．
農夫たち２７.まぼろしの山２８.妻どい２９.怪物探検３０.近代化する国３１.密林
32.自然児たちの生活３３.高山の草や木３４.青いケシ３５.大弓コンテスト３６.漆
の国３７.生活のリズム３８.バターとチーズ３９.服地４０.男女のスタイル４１.住
まい４２マチヤンの中の恋４３.麦４４.稲４５.遷都４６.七人の王様４７.ことば
48.民族の感情４９・かかあ天下５０.さようなら）『毎曰新聞」1959.1.4-3.23
(夕刊）１９５９

■

【》〃’。。

（叩く、叩）

38．「ヒマラヤの花」「毎日新聞』1959.48(東京版），４．１２（大阪版）1959

39．「ブータンを旅して」『大阪府立大学新聞』４９号(1959.4.30）１９５９

40．特別寄稿「ヒマラヤのシャクナゲ」『曰本つつじ協会報』ＶｏＬ２１９５９
ｐｐ２０－２７

41．「ヒマラヤの蕎麦：ブータン王国に招かれて」中尾佐助，稲田伝左衛門ほか対談
『そば』No.ｌ蕎麦のれん社ｌ９５９ｐｐ８－ｌ５

４２「ブータン西北の旅：タカコンのことなど」『THAKTO』No.２大阪府立大学山岳
部ｌ９５９ｐｐ４－８

４３．「ブータンの旅」『れいえん』No.９東洋レーヨン滋賀工場ｌ９５９ｐｐ２６－２８

44．「ＢｈｕｔａｎＨｉｍａｌａｙａ」
ｌ９５９ｐｐ２４４－２４５

｢AmericanAIpineJournal』ＴｈｅＡｍｅｒｉｃａｎＡｌｐｉｎｅＣｌｕｂ

45．「雪男は存在するか」
ｐｐ４－５

アンケート

｢モンキー』No.２３曰本モンキーセンター１９５９

46．「ＢｈｕｔａｎＨｉｍａｌａｙａ」
ｌ９５９ｐｐ７－８

『ＥｓｔｒａｔｔｏｄｅｌｌａＲｉｖｉｓｔａｄｅｌＣｌｕｂＡｌｐｉｎｑｌｔａｌｉａｎｏ』

47．「龍国（ブータン）王に招かれて」中尾佐助，小泉啓三ほか対談『今橋ニュース』
Ｎｑ８６１９５９ｐｐ４－２１
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3．新聞・雑誌・その他

48．「ヒマラヤの高山植物」『遺伝」Vol､13,Ｎ0.81959ｐｐ２５－２８
グラビアｌｐ

特集夏休みの生物学習

49．「ブータンの山山」『岳人」No.132(1959.4月号）岳人社１９５９グラビア3ｐ

50．「なぜ“イネの起源”をさぐるか」中尾佐助，木原均，山下孝介対談『毎日新聞』
１９５９．１０．３１９５９

51．「対馬へ大麦の採取旅行に」「産業経済新聞』1960.6.17(夕刊）１９６０

「稲のふるさと：シッキム・アッサム調査記」（1.国境を越えて２．消えゆくチベッ
ト人３.レプチヤ族４・ミスター・ラクスム５.血をとる日本人６.山かげのオレン
ジ７.歌声の民族８.カシアの丘９.カイコの話１０.はるかなる道）『毎日新聞」
1960.2.11-2.24(夕刊）1960

８のゲラは別のタイトル：オリザ・ペレニス（野生稲）

52.

53．「“稲の祖先”をさぐる」『毎日新聞』1960.2.291960

54．「謎の国ブータン探検」中尾佐助，小学生対談『少年画報』1960年４月号
l960pp104-lll

55．「稲の祖先を訪ねて：シッキム・アッサム探検紀行」中尾佐助，木村音吉ほか対談
『今橋ニュース』Ｎｑ９９１９６０ｐｐ､4-15

56．「ヒマラヤの植物帯」『曰本人の記録による大ヒマラヤ展パンフレット』1960
［pp7-8］

57．アンケート「私の好きな旅行家と旅行記」『文芸春秋』第38巻,第８号(1960夏の
増刊）ｌ９６０ｐｌ３１

５８．「北満に似た植物」「朝日新聞』（北海道版）1960.8.31(夕刊）1960

59．「ネパール産の新野生型大麦について」『育種学雑誌』ＶＯＬ10,Ｎ0.4日本育種
学会ｌ９６０ｐ６０

日本育種学会第18回講演会講演要旨，昭和35年８月29日-30日

６０．「受賞式に孤独の出席」「日本エッセイスト・クラブ会報』No.ｌ２１９６０
ｐｐ３－４

グラビアlｐ

『Jap・OrchidSoc・ＢｕｌＬ』Ｖｏｌ、６，Ｎo」ｌ９６０ｐｐｌ－８６１．「ヒマラヤの蘭」

『一水会会報』Vol､３，Ｎ0.7196062．「植物遺伝学より見た秘境ブータン」
ｐｐｌ３６－ｌ４１

６３．「ＴｈｅｒｉｃｅｐｌａｎｔｉｎＳｉｋｋｉｍ：ａｒｅｐｏｒｔｏｆｔｈｅＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＭｉｓｓｉｏｎ」ＨＫｉｈａｒａ
ａｎｄＳ・Nakao『SeikenZiho』ＮＣ」ｌ木原生物学研究所ｌ９６０ｐｐ､46-54
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3．新聞・雑誌・その他

「食べる食物史」（1.すべての文化はバナナから２.私のラバさんのイモ３.タロー
イモとズイキ４.ヤムイモとトロロ５.サトウキビ６.コンゴをつくった根栽文化
7.パンの木のはんらん８.余暇を生むサゴヤシ９.石器時代からのクズ10.コンニ
ャク談議１１.ヤクも食べぬワラビの芽１２照葉樹林の文化１３.レーペットという
お茶１４.宜昌柑（イーチヤンカン）を求めて15.アゼマメのひろがり16.石ケン
の代用品17.純日本産のヤサイ１１８.純日本産のヤサイ２１９.マラソンのひけつ
20.雑草のような穀物２Ｌキビとアワの始まり２２.ニゼル川の雑穀文化２３.不思議
なシコクビエ２４果物でないスイカ２５.ソバの味２６.ハトムギとモチ２７.タマリ
ンドの木陰２８.パルミラヤシ２９.ピーナッツのような豆３０.マメの国インド３１
水湿地の雑穀３２.アフリカ産のイネ３３.アジアの野生イネ３４.バラバラ落ちる野
生イネ３５.ムギと雑草３６.ピラミッドをつくったムギ３７.パンコムギの秘密３８．
コムギと粉食３９.二次作物とは？４０.四つの農業起源）『朝日新聞』（大阪版）
'９６１．１２９－１２．１４１９６１

64.

65．「ヒマラヤの花」「朝曰新聞』（大阪版）1961.4.201961

66．「花の王しゃくなげ」『産業経済新聞』（大阪版）1961.5.131961

67．「茶は末代養生の仙薬なり」木村康－，中尾佐助，森鹿三対談『淡交』１９６１．
１０月号l961pp78-86

68．「ヒマラヤを越えながら運ぶ」（運ぶNo.１２）『文芸春秋』ＶＯＬ39,Ｎ0．１２
１９６１

６９．書評（『集団遺伝学概論」木村資生著）『生物科学』ＶＯＬ13,Ｎ0.2岩波書店
ｌ９６１ｐ９６

70．「ＢｈｕｔａｎＨｉｍａｌａｙａ」
グラビアlｐ

『Sangaku』No.５５日本山岳会ｌ９６１ｐｐｌ７－ｌ９

71．「ヒマラヤにかおる野生のバラ」『ばら』No.７０朝日バラ協会ｌ９６１ｐｐ６－７

７２．「料理の材料」『日本経済新聞』（大阪版）1962.1.311962

73．「探検する学者７」談「東京新聞』1962.4.7(夕刊）1962

74．「ヒマラヤと日本人」『国際文化』No.９２国際文化振興会ｌ９６２ｐｐ」4-16

75．「ヒマラヤの結婚式」『三和家庭グラフ』No.７O三和銀行ｌ９６２ｐ４

７６．「ヒマラヤの奥深く」（1.文化の秘境２.おそい山の春３.テルテル坊主４.キャン
プ５.チベット人の知恵６.神々の座に祈る７.青いケシ８.国境の村９.植物帯の
きずな10.竹ガサ文化ｌＬ旅の終わりに）「毎曰新聞」（東京版）］９６２．１０．１－
１０．１７１９６２

（大阪版）９．のあとに１０.若奥さんがんばる11.地酒１２.日本製の化繊の３
編がプラスされて、計１４編になる
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3．新聞・雑誌・その他

『製鉄化学」No.117.9-10合併号(1962）製鉄化学工業株77．「ヌプチュー登頂記」

式会社１９６２
＊

78．「神秘的文化の秘境をたずねて」『今橋ニュース』No.１３１１９６２
＊

79．「東北ネパールの自然と民族」『新教育懇ﾎﾟﾛ会叢書』第33集新教育懇話会
ｌ９６２ｐｐ」-32

80．「照葉樹林文化」「朝日新聞』1963.1.41963

81．「日本人の起源はヒマラヤか」『有,恒』19631月号１９６３
＊

８２．「へんな制度」『東京新聞』1963.9.2(夕刊）１９６３

８３．「ブータン国の風俗」『被服文化』No.８１文化服装学院出版局ｌ９６３
ｐｐ３９－４７

グラビア4Ｐ

表紙の写真とその解説も中尾佐助

８４．「ヒマラヤの春」『おおさか』ＶＯＬ４，Ｎo」大阪PR協会ｌ９６３ｐｐ､22-24

８５．「ヒマラヤの花」『堺ロータリー・クラブ』ＮＣ」O９１９６３ｐｐ５－６

８６．「東北ネパール1962年：ヌプチユーの登頂その他」『山岳」第58年日本山岳会
ｌ９６３ｐｐ６３－８７

グラビア4p,地図2ｐ

８７．「パンの味メシの味」『東京新聞』1964.1201964

８８．「ヒマラヤの京都」（世界の旅25選９ポカラ）『神戸新聞』1964.5.17(夕刊）
1９６４

８９．追悼「西脇君をいたむ」『THAKTO』No.５大阪府立大学山岳部ｌ９６４ｐｌ４

９０．「ヒマラヤへの道」『THAKTO」No.５大阪府立大学山岳部ｌ９６４ｐｐ､131-132

９１．「アフガニスタンの植物」「太陽」1964.5月号ｌ９６４ｐ４０

９２．「Ａｓｃｅｎｔｏ［Nupchu」『Himalayan］ｏｕｒｎａｌ』ＶｏＬ２４０ｘｆｏｒｄＵｉｖ・Ｐｒｅｓｓｌ９６４
ｐｐｌ６－２０

グラビア2Ｐ

９３．特集「ヒマラヤの植物」『遺伝」Vol18,Ｎ０．７１９６４ｐｐ､7-10
グラビア3Ｐ

９４．「無償の満足：人はなぜ山へ登るか」『山と渓谷』1965.2月号ｌ９６５ｐｐ､28-30
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3．新聞・雑誌・その他

95．「モンゴルにまぼろしの大牧場：風車にいどんだ私」『毎日新聞』（大阪版）
1965.5.29(夕刊）１９６５

96．「味わおう近景の美：比叡山」（京を見なおす９６）『京都新聞」1965.8.12
（夕刊）１９６５

97．「農耕文化の要素とアレライゼーシヨン」
学研究所ｌ９６５ｐｐ５７－６４

社会人類学論集

｢人文学報』ＶｏＬ２１京都大学人文科

98．「長曰条件で起こる蘇包子の発芽および原糸体生長」衣川堅二郎，中尾佐助著
『蘇苔地衣雑報』ＶＯＬ３，Ｎ0.9服部植物研究所１９６５

99．「薬剤による禾穀類の集団交雑法の研究（予報）」中尾佐助，吉村徳彦著『日本
育種学会第27回講演会講演要旨・昭和40年４月6～7日』曰本育種学会１９６５
『育種学雑誌』ＶｏＬｌ５別冊

＊

100．「ＮｏｔｅｏｎＳｐｏｒｅＧｅｒｍｉｎａｔｉｏｎａｎｄＰｒｏｔｏｎｅｍａｌＧｒｏｗｔｈＣｏｎｔｒｏｌｌｅｄｂｙＤａｙＬｅｎｇth
inBryumpseudo-triquetrum」ＫＫｉｎｕｇａｗａａｎｄＳ・Nakao『BotMagTokyo』
ＶＯＬ78,Ｎ0.924ＴｈｅＢｏｔａｎｉｃａｌＳｏｃｉｅｔｙｏ［Ｊａｐａｎｌ９６５ｐｐ・’９４－１９７

101．「ヒマラヤにおける在来和紙の製造原料植物について」
ｌ９６５ｐｐ４１３－４２０

｢生活文化研究』ＶｏＬｌ３

102．書評（『北の稲」柳卯平著）「サンデー毎日』1966.Ｌ３０号ｌ９６６ｐ､７６

103．「アイ・アム・ソリーの精神：日本こそ世界最後の秘境である！」『文芸春秋』
1966.2月号ｌ９６６ｐｐ９６－ｌＯ４

104．「民族と植物学」『朝日新聞』（大阪版）１９６６．４１３(夕刊）１９６６

105．「探検をはばむ政治」中尾佐助，川村俊蔵対談『朝曰ジャーナル』ＶＯＬ８，Ｎ0.2
１９６６

106．「不老長生の国・フンザ」「からだの科学」No.７日本評論社ｌ９６６ｐ３３

107．「オウハリガネゴケ原糸体の培養的性質」衣川堅二郎，中尾佐助箸『蘇苔地衣雑
報」ＶＯＬ４，Ｎo」ｌ９６６ｐｐ７－９

108．「ヒマラヤの花」『日本山岳会関西支部報』Ｎｏｌ８日本山岳会関西支部ｌ９６６
ｐｐ３－４

109．「山と青少年」『青少年大阪』ＮＣ」０５大阪府青少年問題協議会１９６６
表紙に掲載

110．「すだちとライム」 『のれん』No.１７０甘辛のれん会１９６６
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111．「栽培植物の起源：イネのはじまり」『いずみ」Ｖ01.18,Ｎ０．７日本女性文化協
会ｌ９６６ｐｐ４４－５１

112．「ヒマラヤミツマタの染色体数」中尾佐助，渡部忠広『育種学雑誌』ＶＯＬ16,
Ｎ０．４１９６６ｐｐ６０－６６

113．書評（『モンゴル：遊牧民と人民委員』オーエン・ラテイモア箸，磯野富士子訳）
『日本読書新聞』No.1384(1966.1128）１９６６

114．「遭難への心がまえ」『THAKTO』Ｎｏ６大阪府立大学山岳部1966？ｐp､７－８

115．「ヒマラヤのロードデンドロン」 『新花卉」Ｎｏ７１１９６６ｐｐ､36-41

グラビアlｐ

116．「文化と花」（花を見る目第3回）『NHK婦人百科」1967.6月号ｌ９６７
ｐｐ７６－７７

117．書評（『森林・草原・氷河』加藤泰安著）『サンデー毎日』1967.1.81967
ｐ９６

118．書評（『ネパール・ヒマラヤ探検記録』川喜田二郎文，日高信六郎編）『読売新聞』
1９６７．５．２９１９６７

119．「ヒマラヤ植物の馴化」『神戸新聞』1967.6」５１９６７

120．「自然への復帰：つねに人跡未踏の地を求めて」『山と渓谷』1967.7月号ｌ９６７
ｐｐ」６０－１６１

121．「頭の痛い問題：コメと日本人」 『山陽新聞」1967.7.51967

122．「コメと曰本人」『新潟日報』1967.7.111967

『山陽新聞』掲載の記事と同文

123．「頭の痛い問題：コメと日本人」『徳島新聞』1967.7.17(夕刊）１９６７
「山陽新聞』・「新潟曰報』掲載の記事と同文

124．書評（『原始文化ノート」古野清人箸）「日本読書新聞』1967.7.171967

125．「コメと日本人」『東京タイムズ」1967.7.191967
『新潟曰報」掲載の記事とほぼ同文

126．「お米のうまさ」「世界』1967.9月号岩波書店l967ppl33-l38

127．「日本人の味覚を採点する」『世界』1967.11月号岩波書店ｌ９６７
ｐＰ２５７－２６１

128．「名月や.……..」 『文芸春秋』1967.11月号ｌ９６７ｐｐ８９－９０
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3．新聞・雑誌・その他

129．「ヒマラヤの植物」（要旨）「園芸春秋』No.１８京都園芸倶楽部１９６７

第515回例会

130．「山登りの極点」「大阪府立大学学生部だより」Ｎｑ２４大阪府立大学学生部

ｌ９６７ｐｐ２４－２５

131．巻頭言「探検雑話」『探検』No.１０京都大学探検部ｌ９６７ｐｐ」-2

132「日本の弟分くブータン＞」（旅情415）『朝日ジャーナル』ＶＯＬ19,Ｎ0.15

（1967.4.9）ｌ９６７ｐ５４

グラビア3Ｐ

133．「私の研究」『大阪国際サイエンスクラブ会報』Ｎｑ６１９６７ｐ､3

134．「ヒマラヤのカランセ」『京都園芸』ＶｏＬ５６(エビネ特集号）l967pp45-46

135．「アマチュア根性：河口慧海師の探検に思う」『朝日新聞」1968.5.81968

136．「日本雑食文化論：料理に絶対的権威はない」『朝日新聞』1968.6.271968

137．「アジアの酒，アフリカの酒」『松竹梅，ほろ酔い百科」No.３１９６８ｐｐ・’1-12

138．「アジア文化探検」中尾佐助（ゲスト）『今橋ニュース」No.２０３１９６８

ｐｐ４－２０

139．「アフリカ農業の起源」『大阪国際サイエンスクラブ会報』No.２６１９６８ｐ３

140．「ペチュニアとシロイヌナズナのγ線感受性」衣川堅二郎，辻本義宏，平松和子，

中尾佐助箸『育種学雑誌』18巻，別冊２日本育種学会ｌ９６８ｐｐ」－２

日本育種学会第34回講演会講演要旨，昭和43.11.3-4

141．「交配操作に関係したトウモロコシの若干の性質」衣川堅二郎，平松和子，

辻本義宏，中尾佐助著『育種学雑誌」１８巻，別冊２曰本育種学会ｌ９６８

ｐｐｌ８７－ｌ８８

日本育種学会第34回講演会講演要旨，昭和43.11.3-4

142．「シッキム・ヒマラヤの思い出」『ヒマラヤ名著全集』月報５あかね書房

ｌ９６８ｐｐｌ－３

143．図書紹介（「TheF1oraofEasternHimalaya』HHara）『山』No.280(1968.10
月号）日本山岳会1968Ｍ

144．「ブータン覚え書」「岩と雪』１４号(1969.4）山と渓谷社l969ppl84-191

145．「アフリカの旅から」『大阪府立大学学生部だより』l969ppl4-l5

146．「冒険とは」『読売新聞」1969.6.71969

147．書評（『日本登山史』山崎安治著）『読売新聞」1969.7.26(夕刊）１９６９
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148．「まだない世界の有用植物誌」『朝日新聞』（大阪版）1969.11.8(夕刊）1969

149．「有用植物の起源と進化」『遺伝」ＶＯＬ23,Ｎ０．２裳華房ｌ９６９ｐｐ３４－３９

150．「佐賀県梅坂遺跡出土古代米について」中尾佐助，松本豪著『九州考古学』
36.37合併号九州考古学会ｌ９６９ｐｐ２０－２２

151．「山へ行って、還らぬ若者たち」「THAKTO』No.７大阪府立大学山岳部ｌ９６９

ｐ５３

152．「Petuniaの胚珠培養に関する基礎的研究」中尾佐助，水本陽子箸『近畿作物・
育種談話会報』Ｎｏ１４１９６９ｐｐ９－ｌ６

153．「胚タンパクの電気泳動像に基づくトウモロコシの数種系統の比較」，「紫外線によ

るトウモロコシ胚乳遺伝子の突然変異について」辻本義宏，平松和子，衣川堅二郎，

中尾佐助箸『第11回近畿地区遺伝研究発表会』日本遺伝学会ｌ９６９ｐ５

第11集154．「人類文化史研究の立場からの栽培植物採集」「育種学最近の進歩』

日本育種学会編学術書出版会ｌ９７０ｐｐ３－９

第11回日本育種学会シンポジウム報告

第１部育種材料の諸問題：植物探索の戦略および戦術
１９６９．１０．２２－２３

155．「歴史意識と民族」『岩波講座世界歴史月報」９岩波書店ｌ９７０ｐｐ６－８

『岩波講座世界歴史』第３巻付録

156．「ヒョウタンの思い出」『朝日新聞」1970.4.51970

157．「北方からの農耕文化」『朝日新聞』1970.4.11(夕刊）1970

158．「ブータンの酒壺」『山と渓谷」1970.6月号ｌ９７０ｐ」5０

159．大阪市立自然科学博物館「第２回建設委員会（展示テーマ部会第2回）中尾佐助，
佐藤盤根，徳田御稔ほか「第２回建設委員会（展示テーマ部会第２回』審議記録
１９７０．６１９７０ｐｐｌ－ｌ６

開催：昭和45年６月１７日

160．「＜敵対的な自然＞それがほんものだ」『サンデー毎日』1970.8月１６日号ｌ９７０

ｐｌ３１

161．書評（『砂漠」スターカー・レオポルド箸奈須紀幸訳）「経済往来』1970.12

月号l970ppl94-l96

162．「照葉樹林文化小論」『ガーテンライフ』No.３５１９７０ｐｐ５７－５９

163．「ナットウ分布の大三角形」（東南アジア文化の基底部）中尾佐助報告，渡部忠世，
梅棹忠夫，石井米雄対談『Energy」ＶＯＬ７，Ｎ０．３エツソ・スタンダード石油株式
会社ｌ９７０ｐｐ３８－４０

4４－第１部



3．新聞・雑誌・その他

164．「ＰｅｒｐｅｔｕａｔｉｏｎｏｆＢｅｇｏｎｉａＲｅｘｂｙａｓｅｐｔｉｃｃｕｌｔｕｒｅｗｉｔｈｍｉｃｒｏ－ｌｅａｆｃｕｔｔｉｎｇｓ
ｕｎｄｅｒｖａｒｉｏｕｓｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓｏｆａｕｘｉｎａｎｄｃｙｔｏｋｉｎｉｎ」Ｙ・ＫＡｒｏｒａ，Ｓ・Nakao＆
TNakajima『JapanlBreeding」ＶｏＬ２０Ｎｏ､５１９７０ｐｐ３１－３７
付：和文要旨「小葉片の無菌培養によるベゴニアの再生」

165．書評（『農業文化の起源」工ミール・ヴエルト箸薮内芳彦，飯沼二郎訳）「季刊
人類学』ＶｏＬｌ,ＮＣ」社会思想社ｌ９７０ｐｐ」80-182

166．コメント（「シコクビエと早乙女：田畑の起源についての－仮説」佐々木高明箸）
『季刊人類学」ＶｏＬｌ,ＮＣ」社会思想社ｌ９７０ｐｐ､74-75

167．コメント（「タイにおける「モチ稲栽培圏」の成立：栽培稲の変遷過程からの考察」
渡部忠世著）『季刊人類学」ＶＯＬ1,Ｎ０．２社会思想社ｌ９７０ｐｐ､５４

168．「食べ物に見る共通の土壌」『神戸新聞」ｌ９７Ｌ1.31971

169．「生態学における日本：照葉樹林文化の位相」「伝統と現代』1971.8月号(No.９）
ｌ９７１ｐｐ５３－６２

小特集「日本学」を再検討する

170．書評（『ペルシアの農村』大野盛雄著）『世界』1971.9月号(310号）岩波書店
ｌ９７１ｐｐ２６２－２６３

171．「史前帰化植物」『遺伝」Vol､25,No.ｌ２１９７１ｐｐ､29-33
特集帰化植物

172．シンポジューム「自然と文明の調和を求めて：自然環境保全と都市開発」磯村英一，
上坂冬子，佐伯宗義，中尾佐助「心のふるさと金沢をめざして』金沢青年会議所
ｌ９７１ｐｐ２１－３３

173．コメント１（「エチオピアの栽培植物の呼称の分類とその史的考察：雑穀類をめぐっ
て」福井勝義箸）『季刊人類学」Ｖ０１．２，Ｎ0.1社会思想社ｌ９７１ｐｐ８３－８４

174．座談会「成長ゼロの経済社会を考える：“ズッコケ思想，,を見直そう」
会，松田達郎，中尾佐助，小松左京，北沢方邦対談『エコノミスト』
号ｌ９７２ｐｐ８８－９９

長洲一二司

１９７２．１．４日

175．「古代人にとって自然とは何であったか」
ｐｐｌＯ－ｌｌ

『Graphication』1972.2月号１９７２

176．「キブシの花」『毎日新聞』（東京版）］９７２４．５(夕刊）１９７２

177．「わが思索わが風土」（Ｌ自然への開眼：人間形成の原点に２.照葉樹林：東アジア
文化の源３.落葉樹林：欧州文明の中心帯４.サバンナ：無数の帝国が興亡５.草原
：戦争と略奪の過去）「朝日新聞』19724.18-4.221972

178．「ヒマラヤの情趣ダージリン」（思い出のまち）『エコノミスト』１９７２４２７曰
号（臨時増刊号）ｌ９７２ｐｌ７７
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179．「西瓜の歴史：種子食用から種なし果物へ」『毎日新聞』１９７２８．１６(夕刊）
１９７２

180．「半自然」 『文芸春秋」1972.8月号ｌ９７２ｐｐ７６－７７

181．「BreedingforSaline-resistantvarｉｅｔｉｅｓｏ［rice、ＬＶａｒｉａｂｉｌｉｔｙｆｏｒｓａｌｔ
ｔｏｌｅｒａｎｃｅａｍｏｎｇｓｏｍｅｒｉｃｅｖａｒｉｅｔｉｅｓ」ＭＡｋｂａｒ，Ｔ・Yabuno＆SNakao
「JapanLBreeding』ＶＯＬ22,Ｎ０．５１９７２ｐｐ・’７－２４
付：和文要旨「耐塩性イネ品種の育種Ｌイネ数品種間にみられる耐塩性に関する
変異性」

182．コメント（「栽培植物の起源：コムギを中心として」田中正武著）『季刊人類学』
Vol､３，Ｎ0.4社会思想社ｌ９７２ｐｐ」21-122

183．座談会「食物と社会」石毛直道，大塚滋，中尾佐助『Energy』Vol､９，Ｎ0.1
エッソ・スタンダード石油株式会社ｌ９７２ｐｐ３２－４５

184．「シトギ考」『朝日新聞』1973.2.3(夕刊）１９７３

185．座談会「焼畑の文化」中尾佐助，宮本常一，佐々木高明ほか対談『季刊人類学』
ＶＯＬ４，Ｎ０．２１９７３ｐｐ・’３３－１８５

186．「小麦の食べ方」『朝日新聞』1973.4.51973

187．「ヒマラヤの本」『毎日新聞」19736.181973

188．「ポナペ島のヤムのパン」（味覚大全）『旅」1973.7月号日本交通公社1973

189．「モンゴールの羊肉料理」（味覚大全）『旅』1973.8月号日本交通公社1973

190．「華北で味わう露店料理」（味覚大全）『旅」1973.9月号日本交通公社１９７３

191．「インドの味チヤパテイ」（味覚大全）『旅」1973.10月号日本交通公社
１９７３

192．「チベットのチュルピー」（味覚大全）「旅」1973.11月号日本交通公社
1９７３

193．「回教圏の米料理パラオ」（味覚大全）『旅』1973.12月号日本交通公社
１９７３

194．「人間とゴリラ」『PHP』Ｎｏ３０４１９７３ｐｐ､8-9

195．「食糧危機をもたらす集団農法」『諸君』1973.10月号ｌ９７３ｐｐ」36-146
特集是非とも言っておきたい

196．「どこへ行く日本人の嗜好」香川綾，中尾佐助対談『栄養と料理』1973.10月
号l973ppl62-l67
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197．「日本の高山植物は亜高山帯にある」「生態学講座」月報10共立出版ｌ９７３
ｐｐ４－６

198．「東西花卉の発達」「芸能史研究』No.４０別冊芸能史研究会l973ppl-l2

199．「ブータンのイラクサ布」『信濃路」No.ｌｌ９７３ｐ６４

200．「ヤルンカン遠征隊報告座談会」京都大学学士山岳会１９７４

開催：於京都ロイヤルホテル１９７４１２１

201．「粥」（食べ物と文化）『栄養と料理』1974.1月号ｌ９７４ｐｐ・’33-137

202．「妙り麦」（食べ物と文化）『栄養と料理』1974.2月号ｌ９７４ｐｐ・’25-129

203．「パン」（食べ物と文化）「栄養と料理」1974.3月号ｌ９７４ｐｐⅡ7-121

204．「菜」（食べ物と文化）『栄養と料理」1974.4月号ｌ９７４ｐｐ､65-69

205．「豆」（食べ物と文化）『栄養と料理』1974.5月号l974pp77-79

206．「芋」（食べ物と文化）『栄養と料理』1974.6月号l974ppl41-l45

207．「くだもの」（食べ物と文化）『栄養と料理』1974.7月号l974ppl55-l59

208．「野菜」（食べ物と文化）『栄養と料理』1974.8月号ｌ９７４ｐｐ」55-159

209．「食用油」（食べ物と文化）『栄養と料理」1974.9月号l974ppl52-l55

210．「乳」（食べ物と文化）『栄養と料理』1974.10月号ｌ９７４ｐｐ・l59-l63

21L「乳製品」（食べ物と文化）『栄養と料理」1974.11月号ｌ９７４ｐｐ・’41-145

212．「魚」（食べ物と文化）「栄養と料理』1974.12月号ｌ９７４ｐｐ」91-195

213．「自然の文化誌，栽培植物篇」（Ｌ雑草と栽培植物２.半栽培という段階３.禾本草
原と穀類４.主食としての果実５.イモ類の毒ぬき６.マメのローカル性７.雑穀の
世界８.油料作物９.花卉と庭木10.飼料作物１１．薬草はなぜ育ちにくいか］２
ナルコテイクス）『自然」1974.1月号-12月号中央公論社1974

214．「主食と副食：南北問題の－断面」「朝日新聞』1974.126(夕刊）1974

215．「カンツバキ」『毎日新聞』１９７４２．２２(夕刊）1974

216．「世界的にみたロードデンドロンの分布」『ガーデンライフ』1974.5月号ｌ９７４
ｐｐｌ５－ｌ７

連続特集ロードデンドロン２

217．「中国展にみる農業と手工芸上」『読売新聞』1974.7.191974
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3．新聞・雑誌・その他

218．「わが学術探検の楽しみ」（わたしの探検・冒険２）『月刊エコノミスト」

1974.8月号ｌ９７４ｐｐ４６－５１

219．「牛乳と乳酸醗酵」『栄養指導者のしおり」No.３５日本食生活協会ｌ９７４ｐ,9

220．「今西さんとの出会い」『今西錦司全集」月報第３号ｌ９７４ｐｐ３－６

221．「たべる」中尾佐助，石毛直道，栄久庵憲司対談「朝日放送』No.２朝日放送

ｌ９７４ｐｐ６－２５

222．書評（『中国食物誌』篠田統著）『経済往来」No.ｌｌｌ９７４ｐｐ､168-169

223．特別寄稿「自然保護と農業」『大阪農業」ＶｏＬｌｌ,No.４大阪府農林技術センタ
ーｌ９７４ｐｐ３９－４６

224．「人間と農業」『大学だより』Ｎｑ３２大阪府立大学ｌ９７４ｐｐ２７－３１

「創立25周年記念学術講演」特集号

225．書評（『焼畑のむら』福井勝義箸）『朝日ジャーナル』ＶＯＬ16,Ｎ０．４７１９７４

ｐＰ６２－６３

Ｙ､ＫＡｒｏｒａ，

pＰ９－ｌ２

ｓｙｓｔｅｍｉｎｔｈｅｎｏｒａｌｏｒｇａｎｓｏｆＢｅｇｏｎｉａｒｅｘＰｕｔｚ」

S・Nakao『JapanLBreeding』Ｖｏｌ，24,Ｎ０．１１９７４

｢Begoniarexの花器のパーオキシダーゼ系について」

226．「Peroxidase

YNomotani＆

付：和文要旨

227．「自然の文化誌，栽培植物篇」（13.モチとウルチ１４.コムギとオオムギ１５.香辛
料さまざま１６.繊維作物の食味１７.甘味の歴史18.野菜食いの国１９.緑蔭樹と風
致樹２０.洗濯用の植物２１ビガーと自動育種２２.栽培植物の変異２３.栽培植物の
年代２４.栽培植物の未来）『自然』1975.1月号-12月号中央公論社１９７５

228．「茶のはじまり」（茶雑抄３）『淡交』1975.3月号淡交社l975pP31-38

229．「オオイヌノフグリ」（日記から）『朝日新聞」1975.3.17(夕刊）1975

230．「菜の花」（日記から）『朝日新聞」1975.3.18(夕刊）1975

231．「食パン」（日記から）「朝日新聞』1975.3.19(夕刊）1975

232．「自動販売機」（日記から）『朝日新聞」1975.3.20(夕刊）1975

233．「常緑樹の落葉」（曰記から）『朝日新聞」1975.3.21(夕刊）1975

234．「ツバキとサクラ」（日記から）『朝日新聞』1975.3.24(夕刊）1975

235．「カタクリ」（日記から）『朝日新聞」1975.3.25(夕刊）1975

236．「牛乳」（日記から）『朝日新聞』1975.3.26(夕刊）1975

237．「庭へ来る鳥」（日記から）『朝日新聞」1975.3.27(夕刊）１９７５
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3．新聞・雑誌・その他

238．「心理の盲点」（日記から）『朝日新聞』1975.3.28(夕刊）1975

239．「大学の紀要」（日記から）『朝日新聞」1975.3.29(夕刊）１９７５

240．「絶景でなくても」（私たちの風景４，中尾佐助上）「毎曰新聞』1975.5.5
１９７５

241．「照葉樹林」（私たちの風景５，中尾佐助中）『毎日新聞」1975.5.131975

242．「生態系の保護」（私たちの風景６，中尾佐助下）「毎日新聞」1975.5.20
１９７５

243．「生態系から離脱する人間：ＳＦ小説の世界には，人間の未来のありかたにたいする，
無意識な願望が反映されている」「潮』1975.8月号l975ppl62-l69
特別企画人間に未来はあるか再考

244．「アジアの自然環境と文化複合」

ｌ９７５ｐｐｌｌ４－ｌ３０

アジア学の系譜連載第13回

中尾佐助，矢野暢対談「アジア」1975.8月号

245．「乳文化と日本人」 『毎日新聞』1975.10291975

246．ぷろむなあど「山を歩けばササばかり」『科学朝日』1975.11月号ｌ９７５
ｐｐｌ２６－ｌ２７

247．「子どもとナチュラル・ヒストリー」

Ｎｏ．ｌ７０１９７５ｐｐ・ｌＯＯ８－ｌＯｌＯ

教育課程研究協議会講演要旨

『会報（富山県小学校教育研究会）』

248．「文化財としての遺伝資源」『遺伝』ＶＯＬ29,Ｎo」Ｏ１９７５ｐｐ８－ｌ３
特大号遺伝資源としての植物

249．「縄文的自然から弥生的自然へ：照葉樹林文化論」中尾佐助，佐々木高明対談
『知の考古学』No.４１９７５ｐｐ２－２０

250．「牧野植物図鑑：小学生の時の決定的な出遇い」（農業と私，この－冊）「技術と
普及』1975.5月号ｌ９７５ｐ６３

２５Ｌ「Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅｏｒｉｇｉｎｏｆｗｅｅｄｏａｔｓｉｎ］apa､」HYamaguchi＆Ｓ・Nakao
「Japan・LBreeding」Ｖｏｌ、25,Ｎｏ．ｌｌ９７５ｐｐ,32-45
付：和文要旨「日本の雑草燕麦の起源に関する研究」

252「人はなぜ旅をするか」（旅に関するエッセー）『大学だより』大阪府立大学
ｌ９７５ｐｐ５－６

253．書評（『植物と文明』ハーバート.Ｇベイカー著阪本寧男，福田一郎訳）
『自然』1975.10月号l975pplO4-lO5
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3．新聞・雑誌・その他

254．書評（『杉のきた道：日本人の暮しを支えて」遠山富太郎箸）「自然』1976.4月
号中央公論社l976pplO5-lO6

255．「東アジア文化は照葉樹林帯から」 「読売新聞』1976.9181976

256．書評（『植物と文明』HGBaker箸阪本寧男，福田一郎訳）「生物科学ニュース』

No.５１曰本植物学会ｌ９７６ｐｐｌ７－ｌ８

『自然』掲載の同書書評と内容は異なる

257．「照葉樹林文化と日本」 「人と国士」1976.11月号l976pp29-35

258．「ドングリと鳥」 「アニマ」1976.11月号ｌ９７６ｐ５９

259．「柑橘学と食用植物学の田中長三郎博士逝く」「自然』1976.9月号中央公論社
１９７６

260．「イモの文化とイネの文化：岩波の文化講演会から」「沖縄タイムス」
１９７６」1１２１９７６

261．「イモの文化とイネの文化：岩波の文化講演会から2」『琉球新聞』1976.ｌＬｌ２
１９７６

262．「米への考え方」『食糧管理月報』２８巻11号食糧庁編ｌ９７６ｐＰ８－ｌ２

263．「ロードデンドロンの原種の分布と環境」『新花卉」ＶｏＬ９２１９７６ｐｐ､20-25

グラビアlｐ

264．対談「照葉樹林のおもかげｌ農耕文化の源流を訪ねて」『畑地農業』No.２１５
ｌ９７６ｐｐ２－ｌＯ

265．対談「照葉樹林のおもかげ２アジア・農耕文化に思う」「畑地農業』No.２１６
ｌ９７６ｐｐ２－ｌ４

266．コメント（「東アジアの雑草燕麦：その民族植物学的考察」山口裕文著）

『季刊人類学』ＶＯＬ７，Ｎ０．１講談社l976pplO3-lO4

阪本寧男，田中正武，中尾佐助，樋口隆康，

『季刊人類学」ＶＯＬ７，Ｎ０．２講談社
267．座談会「討論：栽培植物と農耕の起源」

堀田満，渡部忠世，佐々木高明（司会）

ｌ９７６ｐｎ３－７５

268．コメント（「醗酵法の故郷」徳井賢著）「季刊人類学』ＶＯＬ７，Ｎ０．４講談社

ｌ９７６ｐ７２

269．「合理と心情」 『地上』３０巻3号家の光協会ｌ９７６ｐｐ２８－３１

270．「国際農業情勢と日本」愛知県農業コンサルタント協会ｌ９７６ｐｐ」-19

講演記録
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3．新聞・雑誌・その他

27Ｌ「青いケシの咲く村」（特集シルクロード）「野生時代」Vol､３，Ｎ0.6角川書店
ｌ９７６ｐ２９３

272．「野菜の文化」『ポエカ」1976.夏号ポーラ化粧品会社ｌ９７６ｐｐ」1-17

273．書評（「食卓の文化誌」石毛直道著）『朝日ジャーナル』Ｖ０１．１８，Ｎｏ５１１９７６
ｐ６４

274「マイホームの木と草」 「花』208号フラワーソサイエテイｌ９７６ｐｌ

275．「ツツジ」 「週刊朝日百科世界の植物」No.２１１９７６pp506-508
内グラビアlｐ

276．「ヒマラヤのロードデンドロン」

ｐｐ５４１－５４４

内グラビア2Ｐ

｢週刊朝日百科世界の植物』No.２２１９７６

277．「農耕の起源と食生活」『育種学最近の進歩』
ｐｐ８３－８４

日本育種学会創立25周年記念講演

第17集日本育種学会１９７６

278「第１回洛北セミナー開かる」 『アニマ」1977.5月号ｌ９７７ｐｐ８２－８３

279．「日本人の来た道：体質は湖南型，言語はチベットービルマ語系，文化は照葉樹林文
化。これが日本人の原点だ」「歴史と人物』1977.6月号中央公論社ｌ９７７
ｐｐｌ２０－ｌ２９

特集日本人はどこから来たか

280．書評（『作物のなかの歴史」塩谷格著）『自然』1977.9月号中央公論社ｌ９７７
ｐｐｌＯ５－ｌＯ６

281．「日本人の来た道」（茶話会講演）『日本綿業倶楽部』月報Nｑ３０３１９７７
ＰｐｌＯ－ｌ８

282「インドの山と森の信仰」『どるめん』No.ｌ２ＪｌＣＣ出版ｌ９７７ｐｐ､９２－１０２
特集山と森のコスモロジー

283．「半栽培という段階について」

特集縄文の栽培・採集植物
｢どるめん』No.ｌ３ＪＩＣＣ出版ｌ９７７ｐｐ､６－１４

284．「ダージリン・ボタニカル・ガーテン」（世界の植物園巡り２）『園芸新知識』
夕キイ種苗会社ｌ９７７ｐｐ３２－３３

285．「植物栽培のはじまり」『学校放送」NHKラジオ１学期ｌ９７７ｐ４０

２８６・研究「分類の論理」『知の考古学』No.１１社会思想社l977pp2-21

287．「高山植物と私」『WithGreen』ＶＯＬ３，Ｎ０．２西武不動産ＫＫｌ９７７
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3．新聞・雑誌・その他

288．コメント（「ヒマラヤ三圃制の発見とその試論的展開」上野登著）『季刊人類学』

Ｖ01.8,Ｎ0.1(1977）講談社ｌ９７７ｐｐ,223-225

289．「ヒマラヤの青いケシ」『週刊朝日百科世界の植物』No.６３１９７７

ｐｐｌ４７２－ｌ４７４

290．「有用植物を求めて」『週刊朝日百科世界の植物』Ｎｑ７１１９７７

ｐｐ３１０５－３１０８

291．「文化を生んだ栽培植物」「週干１１朝日百科世界の植物」No.７２１９７７ｐ３１０９

292「四大農耕文化の系統」『週刊朝日百科世界の植物』Ｎｏ７２１９７７

ｐｐ３１１０－３１１８

293．「料理技術の起源」中尾佐助，石毛直道『週刊朝日百科世界の植物」No.８３
l９７７ｐｐ３１３８－３１４５

294．「作物のある風景」『週刊朝日百科世界の植物」No.８４１９７７ｐ3165

295．「雑草の文化史」『週刊朝日百科世界の植物」No.９５１９７７ｐ３１９３

296．「栽培からの脱出雑草」『週刊朝日百科世界の植物』Ｎｑ９５１９７７

ｐｐ３２１０－３２１３

297．フォーラム「飯沼氏のコメントに寄せて：リプライ」『民博通信』1977,No.ｌ
ｌ９７７ｐｐ４１－４２

298．「河口慧海と堺：探検と町人精神」「市民科学講演会」ｌ９７８１２ｐ
開催：於堺市立科学教育研究所1978.71

｢職員時報』1978.8月１日号大阪府１９７８299．「農業にみる日本文化の起源」

ｐｐ２２－２３

講演記録

300．「雨期のヒマラヤの花」「サンケイ新聞』1978.8.7(夕刊）１９７８

301．「私とササユリ」『週刊朝日百科世界の植物」No.1131978

標題の表示（誤植）：私とサユリ

302．「乳利用の歴史」曰本乳業協議会ｌ９７８ｐｐ・’-25

講演記録

303．春秋対談「米って，本当にすばらしい作物」『旅行春秋』No.１０日本交通公社
旅行クラブｌ９７８ｐｐ５－７

304．書評（『ニューギニア中央高地：京都大学西イリアン学術探検隊報告1963-1964』
京都大学生物誌研究会編）『季刊人類学』Vol､９，Ｎ０．２(1978）講談社ｌ９７８
ｐｐ２２５－２２７
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3．新聞・雑誌・その他

305．インタビュー「築かれるか“米と乳”の文化」『SNOW」ＮＣ」９３雪印乳業株式会
社Ｉ９７８ｐｐｌ６－ｌ７

306．「聖書と万葉集の植物」「週刊朝日百科世界の植物』ＮＣ」l91978

pp3323-3325

307．「タロイモは未来の重要な作物となるか」中尾佐助，堀田満，西山喜一，小西達夫，

吉田彰著『採集と飼育」第40巻3号日本科学協会l978ppl34-l38

308．「ホカホカ飯とスカスカ豆腐」（独り者の台所上）『朝日新聞』1978.3.13
１９７８

309．「野菜保存のコツ」（独り者の台所中）『朝日新聞』1978.3.141978

310．「冷凍庫レストラン」（独り者の台所下）『朝曰新聞』1978.3.151978

311．「ヒマラヤに魅せられた夫妻」『神秘の王国：ブータンに“日本のふるさと,，を見

た夫と妻11年の記録」西岡京治写真，西岡里子文学習研究社ｌ９７８ｐ８
西岡京治・里子夫妻の紹介文

標題の表示（誤植）：ヒマラヤに魅せらせた夫妻

312「菓子の起源とその定義をめぐって」（座談会菓子と食文化

今田美奈子，中尾佐助『タカラブネインフォメーション』

上）

No.I

林淳一，

l９７９ｐｐ７－ｌｌ

313．「文化としての酪農」『思う」No.１０麹町企画ｌ９７９ｐｐ３－４

314．「東アジアの酒文化」「食の科学」Ｎｑ４７１９７９ｐｐ､22-29

特別企画中国・東南アジアの酒

315．「乳の加工」 『長寿多満」No.８カルピス食品工業ＫＫｌ９７９ｐｐ」4-16

316．この人に聞く「食べ物と料理：民族の基層文化」『畑地農業』Ｎｑ２５０１９７９
ｐｐ２－２５

317．「照葉樹林文化の建築」 『建築雑誌』Vol､94,No.ll451979pp・’1-14

318．コメント（「第６王朝ペピオンク第２王子墳墓出土の真空状に保存されたエジプト菓

子」舟田詠子訳）『季刊人類学』Vol」0,Ｎ０．３講談社l979ppl26-l29

319．図書推薦文（『ヒマラヤ紀行」ＩＤ・フーカー箸薬師義美訳）白水社１９７９
オビの推薦文

292.58/H8５

320．「ＯｎｔｈｅｏｒｉｇｉｎｏｆＴｕｂｅｒ－ｇｒｏｗｉｎｇｃｕｌｔｕｒｅｃｏｍｐｌｅｘｉｎＥａｓｔｅｒｎＡｓｉａ」

『生物資源の活用：資源植物の進化・遺伝と生化学』講演要旨集ｌ９７９ｐｐ９－ｌＯ
開催：於名古屋市中日文化センター，１９７９．１２１５－１２１６
本文は英語
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3．新聞・雑誌・その他

321．対談「日本文化の源流を探る：照葉樹林文化との接点」中尾佐助，玉城哲対談

『エコノミスト」1980年]月１日号(新年特大号）ｌ９７９ｐｐ４４－５３

日本民族文化の源流の比

国立民族学博物館

322「東アジアのむぎ農耕論」「国立民族学博物館特別研究

較研究シンポジウムｌ農耕文化』プログラム抄録ｌ９８０ｌ

ｌ９８０ｐｌ９

開催：於国立民族学博物館，昭和55年１月28-31日

323．「植物の採集と栽培植物」（栽培植物と文化ｌ）「採集と飼育」第42巻1号

日本科学協会ｌ９８０ｐｐ５４－５７

324．「南太平洋の根栽農耕文化」（栽培植物と文化２）『採集と飼育』第42巻2号

日本科学協会l980ppllO-ll3

325．「ニジェール河のほとり：サバンナ農耕文化」（栽培植物と文化３）『採集と飼育』

第42巻3号日本科学協会l980ppl66-l69

326．「ムギとパンのふるさと：地中海農耕文化」（栽培植物と文化４）「採集と飼育」

第42巻4号日本科学協会l980pp222-225

327．「日本文化の母として：照葉樹林文化」（栽培植物と文化５）『採集と飼育』

第42巻5号日本科学協会l980pp278-281

328．「多彩な栽培植物を開発：新大陸の農耕文化」（栽培植物と文化６）『採集と飼育」
第42巻6号日本科学協会l980pp334-337

329．「優等生が多過ぎる」 「読売新聞」（大阪版）1980.3.301980

330．「小鳥や魚と遊ぶ」 『月刊教育の森」1980.4月号毎日新聞社ｌ９８０ｐｐ・’5-16

331．書評（「栽培植物発祥地の研究』Ｎ・ヴアヴイロフ箸中村英司訳）「自然』
1980.5月号中央公論社1980

19806月号中央公論社１９８０332．「探検と私：照葉樹林を認識するまで」『自然』

ｐｐ５４－６０

大阪府立大学農学部最終講義録，1980.220

スライド400枚を使用した後半部は割愛されている

333「雑草と人間文化」 『本』1980.7月号講談社ｌ９８０ｐＰ２６－２７

中尾佐助，石毛直道対談「国際

pｐ４－ｌ３

334．「“食生活，，をさぐる：われら第三の地球家族」

協力』No.303(1980.7）国際協力事業団１９８０

335．「南総研だより発干Ｉにあたり」「南総研だより」No.ｌ(1980.8）鹿児島大学南方
地域総合研究センター１９８０

No.１（1980.8）336．「東南アジア・オセアニアの農耕文化論」『南総研だより』

鹿児島大学南方地域総合研究センターｌ９８０ｐ３

開催：第１回南総研センター研究会，昭和55年６月２５日
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3．新聞・雑誌・その他

337．「南方地域総合研究センターの紀要の発刊にあたって」

No.ｌ鹿児島大学南方地域総合研究センター１９８０
｢南総研紀要』ＶｏＬｌ，

338．「菓子の発達とその周辺」（日本の大衆菓子の系譜２座談会菓子と食文化
中尾佐助，林淳一，今田美奈子「タカラブネインフォメーション』Ｎｏ２
Ｐｐ７－ｌｌ

下）

]９８０

339．「料理の国の高い農業生産力」『週刊朝日百科世界の食べものフランス２
パリの市場』ＮＯ２(1980」2/14）l980pp」/54-1/5６

340「雪男はいるか」『大阪府立大学附属図書館館報図書館だより」第６号(1980.1）
ｌ９８０ｐｐｌ－２

341．「農業時代の食べもの」（特集食文化３）『葵」No.６３ホテルオークラｌ９８０
ｐｐ４－８

342．「押し花の楽しみ」（みんばく・えつせい３５）『月刊みんばく」Vol､４，Ｎ０．９
国立民族学博物館ｌ９８０ｐ」

343．「わが文明論的人口・食糧論」 『朝日ジャーナル』ＶＯＬ22,Ｎ０．１７(1980.4.25）
ｌ９８０ｐｐ２８－３２

344．「日本文化の室町形成：花卉園芸の発達を中心に」
小学館ｌ９８０ｐｐ６－ｌ７

｢創造の世界』No.３３

345．シンポジウム「室町期：下剋上と地方の時代」上山春平，梅原猛，河合雅雄，
作田啓一，中尾佐助，林屋辰三郎対談『創造の世界』No.３３１９８０ｐｐｌ８－３７
1979年９月５日

346．「米食民族の食生活」 『健康と体力』ＶＯＬ12,Ｎ０．８(1980.8）ｌ９８０ｐｐ､９－１２

347．「照葉樹林文化の森林観」『無限大」No.５１日本アイ・ビー・エム株式会社
ｌ９８０ｐｐｌ６－２１

348．「インドのチヤパテイ」（風土記）「世界の旅」No.１１趣味と生活ｌ９８０
ｐｐ６９－７３

349．「人間の住居をながめて」（世界の住宅の質）「建築家』No.３５１９８０ｐｐ４－７

350「植物と文化」（1.サトイモ２.バナナ３.ヤムイモ（ヤマノイモの類）４.毒イモ
５.サトウキビ６.パンノキ７．２種類のイネ８.雑穀９.ムギ１０.パン11.米の食
べ方１２.モチ性デンプン１３.豆１４.果物とナッツ１５.野菜16.飼料作物１７.コ
ーヒー１８.雑草１９.緑陰樹２０東西の花の文化）『南日本新聞』1981.Ｌ４－５．
１７１９８１

351．「照葉樹林祖語が農耕文化と共にタルミにもパプアにも広がった！？」（日本人のル
ーツ連続対談３）大野晋，中尾佐助対談「週刊朝日』1981年２月１５日号増刊
ｌ９８１ｐｐｌ３０－ｌ３４
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3．新聞・雑誌・その他

352「近代化に揺れる秘境：ブータン課題抱える歩み」桑原武夫，中尾佐助泳松尾稔対
談『朝日新聞』1981.ｌＬ２４１９８１

353．「東南アジアの野生サトイモについて」谷本忠芳，松本豪，中尾佐助『近畿作物
・育種談話会報』２６号ｌ９８１ｐｐ４０－４３

354．「ヒマラヤのプリムラ」「新花卉』No.１０８日本花卉園芸協会ｌ９８１ｐｐ３８－４１

グラビア2ｐ

355．「足踏包丁と胸突包丁」『民博通信』No.１５国立民族学博物館ｌ９８１ｐｐ２－６

356．「樹木の博物誌」（対談文化資源としての樹）中尾佐助，吉田光邦対談「is』
ＶｏＬｌ５１９８１ｐｐ､２－７

357．「フィールドノート論」 『調査情報』No.271（1981.10）TBS調査局ｌ９８１

ｐｐ２８－２９

第22集日本育種学会１９８１358．「タローイモの起源と文化」「育種学最近の進歩」

ｐｐ７５－８５

第２２回曰本育種学会シンポジウム報告
第２部イモ類の起源と分化

昭和55.10.16-10.17

359．「人類は毒をうすめて食べてきた」「談』Ｎｑ２４たばこ総合研究センター
ｌ９８１ｐｐ２３－２７

VOL18,Ｎ0.1（l98Ll）360．「再論・米穀一万年貯蔵のすすめ」「技術と普及』
全国農業改良普及協会ｌ９８１ｐｐ４３－４６

特集日本農業の選択肢をさぐる３

『文明のクロスロード

pｐ４－８
361．「照葉樹林文化とナラ林文化」（文明のクロスロード４）

MuseumKyushu』ＶｏＬｌ,No.４博物館等建設推進会議1981

362．「黒アフリカの農耕と牧畜」『週刊朝日百科世界の食べものアフリカ２
黒アフリカの農耕文化」No.４６(1981.10/25）ｌ９８１ｐｐ､５/141-143

アフリカ３

ｐｐ５/195-196
363．「西アフリカのコーラ文化」『週刊朝日百科世界の食べもの

黒アフリカの狩猟・採集・牧畜文化』No.４７(l98Lll/l）１９８１

『週刊朝日百科世界の食べものインド亜大陸ｌ」364．「自然風土と食べ物の系譜」

No.４８１９８１ｐｐ５/197-201

｢週刊朝日百科世界の食べものインド亜大陸２」365．「台所に見るインドの食文化」
Ｎｏ４８１９８１ｐｐ５/202-205

366．「ヒマラヤの酒」 『週刊朝日百科世界の食べものヒマラヤ』No.５０(1981.11／
２２）ｌ９８１ｐｐ５/273-275
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3．新聞・雑誌・その他

367．特別講演「農耕文化史から見た東南アジア」

鹿児島大学南方地域総合研究センター１９８１

南総研シンポジウム（報告）

昭和55年10月18-21日

「南総研だより」Ｎｑ３(1981.2）

DB

368．「『南海研だより」と改名するにあたって」

改題No.Ｉ鹿児島大学南方海域研究センター

『南海研だより』No.４(1981.9）

1９８１

369．「照葉樹林文化と鹿児島」「南海研だより』No.５(l98LlO）

域研究センター１９８１

開催：南総研センター創立記念講演会，昭和55年９月20日

鹿児島大学南方海

370．「「南方海域研究センター』の発足にあたって」

鹿児島大学南方海域研究センター1981

｢南海研紀要』ＶＯＬ２，Ｎ0.1

371．「二十三年目のブータン」

１９８１．１２２(大阪版）１９８１

｢毎日新聞」1981.1130(東京版夕刊）

372．「東アジアの農耕文化の類型と縄文農耕」，「総合討論」「シンポジウム縄文農耕

の実証性」文部省科学研究費特定研究「古文化財」総括班編ｌ９８２
ｐｐ７８－８１，ｐｐ９０－ｌＯＯ

シンポジウム：於東京中野サンプラザ，昭和56年１月２０日
６１２１/MO31

373．「南海の自然と人：鹿大フイジー調査隊報告ｌ」 『南日本新聞』1982.2.26
１９８２

374．「人と花の世界史」『サンケイ新聞』1982.4.301982

講演要旨

375．座談会「世界の稲をめぐって：その歴史，文化的背景と望まれる国際協力」

中尾佐助，松尾孝嶺，末次勲対談『国際協力」No.327(19827月号）国際協力
事業団ｌ９８２ｐｐ」0-15

特集世界にひろがる稲づくり

376．「野生の花，栽培の花」 『サンケイ新聞」1982.12111982

377．「照葉樹林文化帯」 「NHK歴史への招待」Ｎｑ２０Ｉ９８２ｐｐ､42-44
210.6/N7１

378．座談会「料理の文化」中尾佐助，香川芳子，筑波常治対談『ぱいぷ』No.３４
日本専売公社ｌ９８２ｐｐｌ－６

379．「南方海域と鹿児島」会報『鵬南』第７号(1982春季）鵬南クラブ（鹿児島）
ｌ９８２ｐｐＢ－４

380．「ナットウとミソの来た道」（文化のルーツを探る６）『クロスロード』
ＶＯＬ１８，Ｎ０．２０１１９８２ｐｐ３６－４１
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3．新聞・雑誌・その他

381．「中国の風土と歴史を語る８」中尾佐助，藤堂明保対談「中国の古典」
付録学研ｌ９８２ｐｐ」-７

382．「人：仕事」（談）「日本経済新聞』1982.3.2(第２部）1982

383．「稲のルーツやはり雲南」（談話）『朝日新聞」（大阪版）１９８２１２１５１９８２

384．「中国の粉食」『週刊朝日百科世界の食べもの中国３山東，山西，東北』
No.６３１９８２ｐｐ７/80-84

385．「中国の米と粒食」『週刊朝日百科世界の食べもの中国５上海，湖南，湖北』
No.６５(19823/14）ｌ９８２ｐｐ７/118-120

『週刊朝日百科世界の食べもの東南アジアｌ食事文化，
ｌ９８２ｐｐ８/136-140

386．「東南アジアの野菜」

果物，野菜』No.７５

『週刊朝日百科世界の食べもの郷士の料理１６大分・
l982pp」0/163

387．「鹿児島の南方野菜」

宮崎・鹿児島』No.９６

388．「日本の野菜と果物」『週刊朝日百科世界の食べもの日本編２４野菜・果物』
ＮＣ」Ｏ４１９８２ｐｐｌｌ/85-86

389．「根栽農耕文化が地金」『読売新聞』1983.ＬｌＯ(夕刊）１９８３

390．「中尾佐助教授退官記念号目録集：略歴・海外探検調査歴・著作目録」『鹿児島大
学南海研紀要』３巻2号鹿児島大学南方海域研究センターｌ９８３ｐＰ３－２２

391．「民族・農耕文化・主食」『週刊朝日百科世界の食べものテーマ編ｌ米とイ
モの文化』No.l211983ppl3/1-4

392．「イモを食べる文化」『週刊朝日百科世界の食べものテーマ編ｌ米とイモの
文化」No.ｌ２１１９８３ｐｐ」3/20-23

393．「ムギ食の成立」「週刊朝日百科世界の食べものテーマ編２ムギの文化』
No.ｌ２２１９８３ｐｐ､１３/29-33

394．「アジア・中近東のムギ食」「週刊朝日百科世界の食べものテーマ編２ムギ
の文化』Ｎｏｌ２２１９８３ｐｐｌ３/40-47

395．「マメの料理文化」『週刊朝日百科世界の食べものテーマ編３雑穀とマメの
文化』No.ｌ２３１９８３ｐｐ」3/73-79

396．「民族と肉食」『週刊朝日百科世界の食べものテーマ編４肉食の文化」
No.ｌ２４ｌ９８３ｐ」3/104

397．「野菜と人間」「週刊朝日百科世界の食べものテーマ編７野菜の文化』
No.l271983ppl3/169-175
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398．「食べ物としての果物とナッツ」『週刊朝日百科世界の食べものテーマ編８
果物とナッツの文化」Ｎｏｌ２８１９８３ｐｐ」3/197-201

399．「ヤシの文化」「週刊朝日百科世界の食べものテーマ編８果物とナッツの文
化』Nol281983pp､１３/221-224

400．「油脂の起源と普及」『週刊朝曰百科世界の食べものテーマ編１１油脂の文化』
No.ｌ３１１９８３ｐｐｌ４/1－５

401．「麹酒の系譜」『週刊朝曰百科世界の食べものテーマ編１２世界の酒』
No.ｌ３２１９８３ｐｐｌ４/44-47

402．「蒸留酒のインド起源説」

世界の酒」No.１３２１９８３
『週刊朝日百科世界の食べものテーマ編ｌ２
ｐｌ４/5４

403．「共食器の文化，個人食器の文化」

食器と食卓の文化」No.1361983
『週刊朝曰百科世界の食べものテーマ編ｌ６
ｐｐ」4/141-143

404．「食器と素材」『週刊朝日百科世界の食べものテーマ編１６食器と食卓の文化』
No.ｌ３６１９８３ｐｐｌ４/144-146

405．「世界の台所と調理器具」

調理器具の文化」No.１３７
｢週刊朝日百科世界の食べものテーマ編１７台所と
ｌ９８３ｐｐｌ４/169-174

406．「食文化から世界を考える」座談会「週刊朝曰百科世界の食べもの索引』
Ｎｏ．ｌ４０１９８３ｐｐｌ－８

407．「稲作文化を見直す」「高校通信東書日本史世界史」
ｐｐ２－６

表紙は中尾佐助撮影の写真

No.８９東京書籍１９８３

408．「まかないの文化：調理と調理の場」
ｌ９８３ｐｐ３－５

『ＧＡガラス」1983.8月号綜建築研究所

409．鼎談「緑と人間」中尾佐助，稲本正，下河辺淳『月刊NIRA』ＶＯＬ５，Ｎ０．９
総合研究開発機構(NIRA）ｌ９８３ｐｐ２２－２８

410．「東アジアの食事文化」「ひらけゆく電気』1983.11月号ひらけゆく電気発行所
ｌ９８３ｐｐ３－５

411．対談「秋日、デイズニーランドをゆく」
1983.12月号(No.297）東京放送１９８３

中尾佐助，郡司正勝『調査情報」
pｐ４－ｌ２

412「食文化ｌ」

『看護展望」
(人間：その新しい臨床像２１）飯島衛，中尾佐助，筑波常治出席
8巻9号メヂカルフレンド社ｌ９８３ｐｐ４５－５２

413．「食文化２」

「看護展望』

(人間：その新しい臨床像２２）

8巻１０号メヂカルフレンド社
飯島衛，中尾佐助，筑波常治出席

l９８３ｐｐ４１－４６
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3．新聞・雑誌・その他

414．「手で皮のむける果物」『嗜好』487号明治屋ｌ９８３ｐｐ３－８

415．対談「稲作文化と調理ｌ」中尾佐助，奥村彪生対談『食生活研究』ＶｏＬ４
Ｎｏ」食生活研究会ｌ９８３ｐｐ２６－３５

416．対談「稲作文化と調理２」中尾佐助，奥村彪生対談『食生活研究』ＶＯＬ４，
Ｎ０．２食生活研究会ｌ９８３ｐｐ３６－３９

417．書評（「プラント・ハンター物語：植物を世界に求めて』Ｔ・ホイットル著
白幡洋三郎，白幡節子訳）『自然』1983.4月号l983pplO5-lO6

418．「船岡公園」（私のすきな京都）「京都新聞』1983.5.311983

419．「ホンマに好き勝手にやってきた」『リクルートNEWS関西」1983.6.101983

420．「暮らしと緑上・下」座談会中尾佐助，広沢真佐子，吉村元男対談『朝日新聞」
1983.6.8-6.9(朝刊）1983

42Ｌ「酒と料理とのかかわりについて」「新潟清酒研究会設立十周年記念誌：１０年のあ
ゆみ』新潟清酒研究会ｌ９８３ｐｐ２９－４４

記念文化講演会講演記録

開催：於新潟厚生年金会館，１９８２１０．１

422．「ササニシキとコシヒカリ」 「毎日新聞』1983.6.17(夕刊）1983

423．「－番列車の音とともに」 『週刊朝日』1983.7.81983

424．「欠乏段階の食，過剰段階の食」（シリーズ２１世紀の食を考える173）
『フジマーケティング・レポート食品シリーズ」No.５４６１９８３

425．「米の料理法さまざま：炊き方と炊飯器」『東書中学技術・家庭７１』
東京書籍ｌ９８３ｐ２２

426．「日中食文化比較考」（特集今も昔も複製文化暮らしのなかの中国）『太陽』
No.２５６１９８３ｐｐ９３－９５

427．「雨期の照葉樹林」（私のもう一度行ってみたい街Ｎｏ６５ブータン）『文芸春秋』
1983」１月号ｌ９８３ｐ３６９

428．「野菜・果物はなぜ不味くなった？」 『バンガード』1983.10月号ｌ９８３ｐ３６

429．「週刊誌の料理店紹介」「教育と情報」No.３０８文部省大臣官房情報処理課
ｌ９８３ｐｐ２０－２１

『ジャガイモ・根菜料理100選』（朝日材料別料理シリー430．「世界各地で選択利用」

ズ２）ｌ９８３ｐｐ２－３

431「東・西食文化の接点ヒマラヤ」『日本経済新聞』1983.ｌＬ２６(夕刊）１９８３
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3．新聞・雑誌・その他

『アーユルヴェーダ研究』432．「文化史的にみた医学：照葉樹林文化との関連」
第13号(1983年度版）l983pp34-40

『創造的市民』No.３(1984）京都市社433．対談「思想の冒険」中尾佐助，桑原武夫
会教育振興財団ｌ９８４ｐｐ２－７

1983.ｌＬ２於京都市社会教育総合センター

434「ムギ類と古代国家」 「UTAN」ＶｏＬ３(19848月号）学研ｌ９８４ｐｐ､94-97

435．「花の文化史」 「日本の美学』ＶＯＬ1,Ｎ0.3ペリかん社ｌ９８４ｐｐ」8-30

特集花

436．コメント１（「定住革命：新石器時代の人類史的意味」西田正規箸）『季刊人類学』

ＶＯＬ15,Ｎ０．１講談社ｌ９８４ｐｐ２７－２９

437．コメント（「アフリカの米」竹沢尚一郎著）『季刊人類学』ＶＯＬ15,Ｎ0.1

講談社l984ppll6-ll8

3.薄味の法則４.牛乳は完全食品か

『神戸新聞』1984.Ｌｌｌ－Ｍ４

438．「随想」（1.人間は肉食獣

５．「甘い」は「美味い」か

（夕刊）１９８４

2.味は脳できまる

6.食べ物の価格）

439．「コウシンバラの野生種」『新花卉』No.ｌ２１１９８４ｐ､２３

２．栽培植物）森浩一インタビュー

1９８４

440．「古代は語る」（1．照葉樹林文化

『サンケイ新聞』１９８４３」9－４１６

441．「完全種の基本条件を考える：生きている生物の社会から出発した概念規定」
『採集と飼育」1984.8号l984pp352-356

442．「消えゆく照葉樹林帯：中国・雲南省を旅して」『朝日新聞』1984.10.27(夕刊）
１９８４

443．「東アジアの酒」『日本醸造協会雑誌」ＶＯＬ79,No.ｌｌｌ９８４ｐｐ､791-795

444「少年時代の花作り」「朝日園芸百科８』ｌ９８４ｐ」

445．「食の周辺文化論：地域で異なる“包丁とまな板の文化”」『サンケイ新聞」
１９８４．１１．２９１９８４

446．「藤谷淳之介君の憶いで」『木原生研の思い出」木原生物学研究所ｌ９８４ｐ３２

４４７．「雲南の照葉樹林」『朝日新聞」（東京版）ｌ９８４１Ｌ７(夕刊）1984

448．「花と小鳥と星」「小学校学級担任』1984.8月号第一法規ｌ９８４ｐｐｌ４－ｌ５

449．コメント１（「混合樹林考」今西錦司著）『季刊人類学』ＶＯＬ16,Ｎ０．３１９８５

ｐｐｌ２－ｌ７
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3．新聞・雑誌・その他

450書評（『雲南の照葉樹のもとで」佐々木高明編著）

国立民族学博物館ｌ９８５ｐｐ３３－３４

｢民博通信』No.２７

451．「雲南に照葉樹林をたずねて」（館長対談８８）中尾佐助，梅棹忠夫

『月刊みんばく』1985.3月号国立民族学博物館ｌ９８５ｐｐ,２－７

452．「6000年前の作物栽培：縄文日本と外国」 「月刊NHKサラリーマンライフ』Vol」，

No.９１９８５ｐ・’２０

453．「油脂の歴史と文化」（特集食文化２４）『葵』No.８４ホテルオークラｌ９８５

ｐｐ４－８

454．「民族学者として出会ったことども」「アジアの無塩発酵大豆食品：アジア無塩発

酵大豆会議講演集』l985ppl79-l83

特別講演1985.7於筑波研究学園都市

455．コメント１（「照葉樹林文化をめぐって」）『民族学研究』４９巻4号l985

pp394-396

456．「人はなぜ小麦を選んだか？」（インタビュー１）「小麦粉博物誌』日清製粉

株式会社編文化出版局ｌ９８５ｐｐ６５－８０

『小麦粉博物誌２』（l986237p）は中尾佐助監修，（619.3/N87/2）

619.3/N87/1

457．新春座談会「食卓をめぐって：肉の食文化を語る」荻昌弘，中尾佐助，江上栄子対

談『ロータリー』ＶｏＬ２ＬＮｏ」日本ハム株式会社ｌ９８５ｐｐ,4-7,10-11

458．「東アジアの酒の源流を求めて」中尾佐助レポート，松本栄一写真「Liquor

Shop」Ｎｑ５８１９８５ｐｐ,21-27

459．「転ばぬ先の杖」『海外学術調査ニユースレター』No.４１９８５ｐ２

460．「味は文化なり」（シリーズ「現代文化を考える」５）中尾佐助，石毛直道，

中内功対談『サンケイ新聞』1985.5.301985

461．「照葉樹林との出あい」『グリーンパワー（森林文化）』朝日新聞社ｌ９８５

ｐｐ３８－４１

462「ヒマラヤの動物たち」 『どうぶつと動物園』ＶＯＬ37,Ｎ０．７１９８５ｐ」

463．「－番列車の音とともに」『朝日ブックレット５８日本の市場』朝日新聞社

ｌ９８５ｐ４６

464．書評（「ブナ帯文化』市川健夫，梅原猛ほか著）『正論」1985.9月号サンケイ

新聞社l985ppl96-l98

『食の文化フォーラム：食と微生物』第１回要旨味の素株465．「埋土醗酵加工法」

式会社ｌ９８５ｐ８

開催：1985.7.18
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3．新聞・雑誌・その他

(秘境特集/開かれたブータン・ヒマラヤ）

ｐ66-67

466．「緑なすアルプの彼方の白い峰々」

「岳人』No.460(1985」0）１９８５

『公開シンポジウム「ヒマラヤの生態系と環境」』467．「ヒマラヤの自然保護私見」

ｌ９８５ｐｐ４－５

講演原稿

468．「東南アジア：米と野菜と魚の食事体系」『朝日カルチャーブックス５２
アジアの食文化』周達生ほか著大阪書籍l985ppl51-l77
081.6/123/5２

469．「野菜と文化」（特集：食文化２５）『葵」No.８５ホテルオークラｌ９８６
ｐｐ４－８

470．「ヒマラヤの自然保護私見」『シンポジュウム・ネパール』ＶｏＬｌ４日本ネパー
ル協会ｌ９８６ｐｐ４９－５０

第３回公開シンポジウム「ヒマラヤの生態系と環境」（1985年）講演原稿の再録

『竹と建築：空間演出のパイ・プレイヤー』

pｐ４－６

471．「竹と文化：照葉樹林圏と重なって」

（lNAXBOOKLET）ＶＯＬ６，Ｎ０．４１９８６

472．コメント（「カビ発酵酒の起源：アッサムの酒」吉田集而著）『季刊人類学」
Ｖｏｌ」７，Ｎ０．４１９８６ｐｐ」０４－１０８

473．「植物の室町時代」 『週刊朝日百科日本の歴史」１９(通巻547)（1986.8.17）

ｌ９８６ｐｐ５/242-243

474「文明人が生肉を食べる時代に…」（肉の食文化１３）『ロータリー」1986.3
月号ｌ９８６ｐｐ２－３

475．「人間と自然生態系」（要旨）『第65回大学共同セミナー関西地区大学セミナーハ
ウス」１９８６

476．「木原均先生への追憶」『毎日新聞」1986(日付不明）(夕刊）1986

477．「探検と冒険」『中央公論」1986.9月号l986pp41-43

478．「ヒョウタンの旅」（談）「週刊朝日百科日本の歴史」No.３７１９８６ｐ128

479．「木原均先生の憶いで：追悼」「山』No.４９８１９８６ｐ8

480．「埋士醗酵加工法」『醗酵と食の文化』ドメス出版ｌ９８６ｐｐ５１－６１

588.51/３

481．「食の展望」『めんづくり味づくり：明星食品30年の歩み」エーシーシー編
明星食品l986pp492-495

482．「いけばなと花環：花を鑑賞する文化」『草月」171号(特集花）ｌ９８７

ｐｐｌ４－ｌ７
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3．新聞・雑誌・その他

483．座談会「AACKと山岳部の戦後」西堀栄三郎，中尾佐助，近藤良夫ほか『AACK時報」
No.10京都大学学士山岳会ｌ９８７ｐｐ８－２９

484．「私の三冊」 「図書』454号ｌ９８７ｐ６１

４８５．「生物学における基礎研究」 「精密工学会誌」５３巻1号l987pp42-44

486．「東の米、西の米」 『インペリアル』No.６７帝国ホテルｌ９８７ｐｌ７－ｌ９

487．「東南アジアの花」『国際協力』1987.2月号１９８７
表紙裏に記載

488．「中尾佐助，〈花と木〉の本を語る」『月刊ウイークス』1987.3月号日本放送
出版協会l987ppl22-l23

489．「ワインとチーズ」『農林水産図書資料月報」1987.3月号ｌ９８７ｐ７３

490．「栽培植物は気候風土というより、その国の文化が選択する」（談）（わたしの「季」
の文化３）『新．くらしの本』ＶｏＬ６(1987.5）ナショナル・パナホームｌ９８７
ｐｐ２８－２９

491．序（「雷龍の花園』森和男箸）東アジア野生植物研究会１９８７

492．「江戸の花狂い」（大江戸曼陀羅２１）『朝日ジャーナル』1987.5.29号ｌ９８７
ｐｐ６２－６６

493．「照葉樹林と私」（講演）l986-l987RI第260地区三河第１分区インターシテイ
ゼネラル・フォーラム報告書豊川ロータリークラブｌ９８７ｐｐ,30-34

494．「コムギとオームギ」『穀物科学」（関西穀物科学研究会設立10周年記念集）
関西穀物科学研究会曰清製粉神戸第二工場内ｌ９８７ｐ８４

495．「東南アジアの花卉文化」 「学士会会報』No.776(1987.3）ｌ９８７ｐｐ６８－７２

496．「石蒸し料理」（オセアニア物語：鹿大南海研ルポ２９）「南日本新聞』
１９８７．７．３１１９８７

497．「京都・紫野」（都市の遠近）『朝日新聞』1987.12.51987

498．「ドロボーの植物学：民族植物学の体系」（随想）『遺伝』４２巻7号ｌ９８８
ｐｐ２－３

499．コメント１（「ヒト：植物関係の実相一エチオピア西南部オモ系農耕民アリのエンセ

ーテ栽培と利用」重田眞義箸）『季刊人類学』Vol､19,No.ｌｌ９８８ｐｐ､272-277

500．書評（『お茶の文化誌：その民族学的研究』周達生著）『民族學研究』ＶＯＬ５３，
Ｎ０．３日本民族学会l988pp321-324

501．「門外漢の古典」「図書』No.４７４臨時増干Ｉ岩波書店ｌ９８８ｐｐ､８－１０
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3．新聞・雑誌・その他

502「ブナ林早春譜」（原生林讃歌）『ガーデンライフ』1988.4月号誠文堂新光社
ｌ９８８ｐ５

503．「屋久杉夢幻」（原生林讃歌）「ガーデンライフ」1988.5月号誠文堂新光社
ｌ９８８ｐ５

504．「黒潮の恵み：マングローブとサキシマスオウ」（原生林讃歌）「ガーデンライフ』
1988.6月号誠文堂新光社ｌ９８８ｐ､５

505．「永久凍土層を偲んで：阿寒国立公園の針葉樹林」（原生林讃歌）「ガーデンライ
フ』1988.7月号誠文堂新光社ｌ９８８ｐ５

506「原始の姿をとどめるヤンバルの森」（原生林讃歌）『ガーデンライフ』1988.8
月号誠文堂新光社ｌ９８８ｐ５

507．「亜高山帯針葉樹林」（原生林讃歌）『ガーデンライフ』1988.9月号誠文堂新
光社ｌ９８８ｐ５

508．「社寺林に残るその面影：奈良・春日山」（原生林讃歌）「ガーデンライフ』
１９８８１０月号誠文堂新光社ｌ９８８ｐ､５

509．「森林限界の樹林：日本アルプス」（原生林讃歌）「ガーデンライフ」1988.11
月号誠文堂新光社ｌ９８８ｐ５

510．「晩秋のブナ林：奥只見の紅葉」（原生林讃歌）『ガーデンライフ』1988.12月号
誠文堂新光社ｌ９８８ｐ５

511．「私の冷凍食生活」 「ニューフレーバー」Ｎｏ．ｌ９０１９８８ｐｐｌ８－２２

512．「朝市」（オセアニア物語：鹿大南海研ルポ８５）『南日本新聞』1988.1.25号
１９８８

513．書評（『植物文化史」北村四郎箸）『週刊読書人」1988.3.7号1988

514「沖縄の食から世界の食をみる」「日本の食生活全集』第47巻聞き書沖縄の食
事月報２０１９８８ｐｐｌ－７

515．「花と木の文化史」『花と緑』Vol､２，Ｎ０．４花の万博Expo'９０１９８８ｐｐｌ６－ｌ８

花の万博Expo'９０特別講演

『四国新聞』1988.6」7号，『山形新聞』1988.6.20号，

『京都新聞』1988.7.6号１９８８

516．「人間と薬用植物の歴史」

『中国新聞」1988.7.5号，

517．「花の美は人の心の中にある」（談）『LlghtupTheQualityMagazine』

１９８８．ｌＯｌ９８８ｐ５９

518．書評（『雑穀のきた道：ユーラシア民族植物誌から』阪本寧男著）『季刊人類学』

ＶＯＬ１９，Ｎ０．３１９８８ｐｐ２０８－２１５
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3．新聞・雑誌・その他

519．「儀礼尊ぶ“稲作文化圏”」「朝日新聞』198812.291988

520．「照葉樹林文化帯」『邪馬台国の謎』NHK編日本放送出版協会ｌ９８８

ｐｐ５５－６３

521．「雪の針葉樹林：大雪山」（原生林讃歌）『ガーデンライフ』1989.1月号

誠文堂新光社１９８９，５

522「霧氷舞い散るカラマツ林：信州」（原生林讃歌）『ガーデンライフ』1989.2月

号誠文堂新光社ｌ９８９ｐ５

523．「日本海の重い雪：蔵王のモンスター」（原生林讃歌）『ガーデンライフ」

1989.3月号誠文堂新光社ｌ９８９ｐ５

524．「クズの植物学的分類について」『民博通信』No.４３１９８９pp30-3l

525．「地球文明論」中尾佐助，遠藤恵大対談『流通経済』1989.1.5号ｌ９８９

ｐｐ２－ｌ７

526．「花文化の流れ」『生きる』ＶＯＬ６，No.ｌ安田火災海上保険株式会社ｌ９８９

ｐｐｌ４－２１

527．「花と民族文化」『園芸植物大事典』第３巻月報ｌ９８９ｐｐｌ－２

528．「アジア大峡谷地帯への憧れ：日中合同学術登山隊京大グループ雲南省．最後の秘境

に挑む」『産経新聞』1989.3.241989

雲南特集

座談会｢ベール脱ぐ？未踏の大峡谷｣（中尾佐助，乙藤洋一郎，左能典代，栗田靖之）

529．推薦文（『有用植物事典』（平凡社1989）の帯）１９８９

530．「食糧を求めて：栽培植物の風士」「週干|]朝日百科日本の歴史』２５(1989.5.14）

ｌ９８９ｐｐｌ３８－ｌ４１

531．「今西さんとの出会い」『今西錦司：その人と思想」川喜多二郎監修ぺりかん

社l989pp465-467

『今西錦司全集』第３巻月報（1974.11）の再録

４６０４/3８

532．巻頭言「一日三回の儀礼」「VESTA食文化を考える』第３号味の素食の文化セ

ンターｌ９９０ｐｐ２－３

533．「栽培植物のルーツを探る」中尾佐助，金田博夫対談『あなたとサンスター』

No.ｌＯ４サンスター広報室ｌ９９０ｐｐ６－ｌＯ

534．「厳冬のモンゴル高原」『梅棹忠夫著作集」第２巻月報７中央公論社ｌ９９０

ｐｐ６－８

535．「世界にひらく花文化」『日本農業新聞』1990.1.11990

6６－第１部



3．新聞・雑誌・その他

536．「考花学」（談）（Ｌ稲より桜，日本文化２.輸出１号はツバキ３.武家文化，名花
生む４.花文化も西洋化）『日本経済新聞」１９９０．４．５－４２６１９９０

537．「マトン料理は草原の香り」 「太陽」臨時増刊号No.353(1990.11月）ｌ９９０

ｐｐ６６

『ＫｉｈａｒａＭｅｍｏｒｉａｌＦｏｕｎ－

ｐｐｌＯ－ｌｌ

538．「分類の発想：思考のルールをつくる」（自著を語る）
dationNewsLetter」ＮＯ２木原生物学研究所１９９０

539．「人間は肉食動物である」「モノ誕生「いまの生活」』晶文社ｌ９９０
ｐｐ４９２－５００

「食の文化」（講談社1980）分担執筆「食べるということ」より部分再録
383.8/TAl6

540．「日本の原生林：水越武写真集』（本文執筆）岩波書店１９９０
『ガーデンライフ」（原生林讃歌）1988年連載の再録

748/3６

54Ｌ「紫野」「都市の遠近：大阪・兵庫・奈良・京都』築地仁写真朝日新聞大阪本
社学芸部編東方出版l990ppl90-l91

542．「ヒマラヤに日本文明の源流を見た：アジア“照葉樹林文化'，地帯を歩いた半生」
（私の生きかた256）『公研』Vol､39,Ｎ０．５公益産業研究調査会ｌ９９１

ｐｐ４２－５９

543．「民族植物学と文化複合」（学術研究の動向）『学術月報」Vol､44,No.ｌｌ９９１

ｐＰ６－ｌｌ

544．「乳食文化の原像：その原点と展開の諸相を探る」その１中尾佐助，谷泰，
石毛直道鼎談，和仁晧明司会『HealthDigest」ＶＯＬ６，Ｎ0.5雪印乳業株式会社
健康生活研究所ｌ９９１ｐｐ」-６

545．「乳食文化の原像：その原点と展開の諸相を探る」その２中尾佐助，谷泰，
石毛直道鼎談，和仁晧明司会『HealthDigest』Vol､６．Ｎ0.6雪印乳業株式会社
健康生活研究所ｌ９９１ｐｐｌ－６

546．「ニューギニア高地人」『本多勝一を解説する』中野美代子編著晩聲社l992

pp193-202

『ニューギニア高地人』本多勝一箸，中尾佐助解説（朝日新聞社1981）（389.73/Ｈ

８４）の解説再録

289.1/N3９

『朝日ジャーナルの時代：1959→1992』朝日新聞547．「わが文明論的人口・食糧論」

社l993pp948-952

304/A8２

｢VESTA食文化を考える」第14号味の素食の文化センタ548．「“噛み料”の文化」

一ｌ９９３ｐｐ４－ｌ８
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3．新聞・雑誌・その他

549．「山を歩けばササばかり」『富士竹類植物園報告」ＶｏＬ３７１９９３ｐｐ２０４－２０６

550．サライ・インタビュー「中尾佐助育種学・栽培植物学者」『サライ』1993」2.2
号小学館１９９３

551「士穴貯蔵へのコメント」生活技術の人類

録吉田集而編平凡社l995ppl50-l53
389.04/Y8６

生活技術の人類学：国立民族学博物館シンポジウムの記

「江戸の花狂い」『大江戸曼陀羅」朝日ジャーナル編
pp」８６－１９３

初出『朝日ジャーナル』1987.5.29号掲載
210.5/A8２

5５２ 朝曰新聞社１９９６

一一一一一一一一一一扉一一一一一一一

匿占i三二

円円

標本台帳「大麦起源ノ研究」（1944年４月）
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１フミラー「ド

Ｌ「カラコラム1955」２冊

Ｓ389/N41/５５(1-2）

2．「Bhutanl958」６冊

Ｓ389/N41/５８(1-6）

3．「シッキム・アッサム1959」３冊

Ｓ389/N41/59(1-3）

4．「ネパール1962」１冊

Ｓ389/N41/62(1)

5．「0.ＦＨＥ（Yasuda）1962」３冊

大阪府立大学東北ネパール学術調査隊

S389m41/62(2-4）

6．「アフリカ1968」５冊

Ｓ389/N41/68(1-5）

7．「沖縄1976,1983」１冊

Ｓ389/N41/7６

8．「ヨーロッパ1976」５冊

Ｓ389/N41/760-5）

9．「ヨーロッパセット1976」１冊

Ｓ389/N41/７６(6)

10．「東南アジア1976-1977」６冊

Ｓ389/Ｍ１/76-77(1-6）

11．「中国］977」８冊

Ｓ389/N41/77(1-8）

12．「地中海1977」８冊

Ｓ389/N41/７７(1-8）

13．「東南アジア1978」12冊

Ｓ389/N41/７８(1-12）

14．「ソビエート1978」７冊

Ｓ389/N41/７８(1-7）
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1．スライド

15．「パプア・ソロモン1980」８冊

Ｓ389/N41/80(1-8）

16．「南太平洋1981」２冊

Ｓ389/N41/810-2）

17．「ブータン1981」３冊

Ｓ389/N41/81（1-3）

18．「インド・ネパール1981」１０冊

Ｓ389/Ｍ１/81（l-lO）

19．「フイジー航海1981-1982」１冊

Ｓ389/N41/81-82

20．「八丈島1982」１冊

Ｓ389/N41/8２

21．「雲南1984」３冊

Ｓ389/N41/84(1-3）

２２「ヒマラヤの花」３冊

Ｓ389/N41／1-3

23．「サトイモ」１冊

Ｓ389/N4１

24．「雑1976-,1977-」３冊

Ｓ389/N4１

25．「マナスル」（毎日教育スライド）

Ｓ389/N4１

1冊

26．「ガーデン・フローラ」３冊

ｌ：１９７６－

２：1976-1979

３：l979-

S389/Ｍ１／1-3

27．「花卉・庭園1982」２冊

Ｓ389/N41／1－２

28．「東南アジア,東アフリカ（複写）」1冊

Ｓ389/N4１
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２スクラップブック

２うぐクラッープブック

Ｌ「年代別スクラップブックl954-l99ql990-」２７冊

SB389/N41/54-90

２「ヒマラヤの花」１１冊

SB389/N41／1－１１

3．「サトイモ1978」１冊

SB389/N41／1２

4．「山と花と:編集用白黒高山植物写真」

SB389/N41／13-14

2冊

5．「花と庭木」１冊

SB389/N41／1５

6．「植物と文化1981」（南日本新聞）1冊

SB389/N41／1６

7．「大江戸曼陀羅1987」（朝日ジャーナル）

SB389/N41／1７

1冊

8．「料理の起源1969（図版）」２冊

SB389/N41／18-19

9．「徳岡ヒマラヤ・日本人」１冊

SB389/N41/2０

10．「東南アジア’976-1977,1978」２冊

SB389/N41/21-22

11．「ヨーロッパ1976」１冊

SB389m41／2３

12．「地中海1977」１冊

SB389/N41/2４

13．「中国1977」１冊

SB389/N41／2５

14．「ソビエート１９７８」１冊

SB389/N41/2６

15．「大麦起源研究原図集」1冊

SB389/N41／2７
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2.スクラップブック

16．「盆栽1979-」１冊

SB389/N41/2８

17．「雑草」1冊

SB389/N41/2９

18．「考古学資料」１冊

SB389/N41/3０

19．「植物園」１冊

SB389/N41/3１

20．「0.ＦＨＥｌ９６２」１０冊

大阪府立大学東北ネパール学術調査隊

SB389/N41/32-41

2Ｌ「府大東北ネパール調査隊昆虫目録ほか」
０Ｆ・HE

SB389/N41/4２

1冊

２２「栽培定植」１冊

SB389/N41/4３

２３「庭園」２冊

SB389/N41/44-45

24．「フッカー．シッキムのシャクナゲ」２冊

SB389/N41/46-47

25．「フツカーヒマラヤンプランツ」１冊

SB389/N41/4８

26．「マードック．アフリカ」１冊

SB389/N41/4９

27．「麦（文献）」２冊

SB389/N41/50-51

28．「複写文献」２冊

SB389/N41／52-53

29．「探検・展示会写真」１冊

SB389/N41/5４

30．「植物」３冊

SB389/N41/55-57
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3．遠征アルバム

３五重了正フーノレノ、ユ塁

Ｌ「穂高・木曽駒1935-1937」１冊

PH389/N41／I

2．「日本中部山岳1935-1937」１冊

PH389/N41/２

3．「生態写真集1935-1937」１冊

PH389/N41/３

4．「西部小興安嶺1939」１冊

PH389/N41/４

5．「北鮮1940．樺太1940-1941」１冊

PH389/N41/５

6．「ポナペ島1941」２冊

PH389/N41/6-7

7．「北部大興安嶺幻影1942」１冊

PH389/N41/８

8．「東部小興安嶺1943」２冊

PH389/N41/9-10

9．「ネパール1952」２冊

PH389/N41／11-12

１０「ネパール1952-1953」１４冊

PH389/N41／13-26

11．「ネパール1953」３冊

PH389/N41/27-29

１２「ＫＵＳ・El955」５冊

京都大学カラコラム・ヒンズークシ探検隊

PH389/N41/30-34

13．「ブータン1958」１２冊

PH389/N41/35-46

１４「シッキム・アッサム1959」２冊

PH389/N41/47-48

15．「0.Ｆ､ＨＥｌ９６２」２冊

大阪府立大学東北ネパール学術調査隊

PH389/N41/49-50
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3．遠征アルバム

16．「OFHEEASTERNNepall962」２冊

大阪府立大学東北ネパール学術調査隊
PH389/N41／51-52

17．「展覧会写真（ＯＦＨ.Ｅ、1962）」 1冊

PH389/N41/5３

18．「Nukada」２冊

０.ＦＨＥｌ９６２の隊員アルバム

PH389/N41/54-55

19．「Tsubaki」３冊

０．Ｆ・ＨＥｌ９６２の隊員アルバム

PH389/N41/56-58

２０「Nishida」３冊

０．ＦＨ・El962の隊員アルバム

PH389/N41/59-61

21．「Hirano」２冊

０.ＦＨＥｌ９６２の隊員アルバム

PH389/N41/62-63

22．「Yasuda」２冊

０.ＦＨＥ・’962の隊員アルバム

PH389/N41/64-65

23．「Kano」３冊

０．Ｆ・ＨＥ，1962の隊員アルバム

PH389/N41/66-68

24．「写真」３冊

PH389/N41/69-71

25．「T､０.ｌＨＥ（ＭMori）1963」

PH389/N41/7２

1冊

26．「T0.ｌＨＥ（YJatsumi）1963-1964」

PH389/N41/7３

1冊

27．「遠征アルバムタイトルなし」４冊

PH389/N41/74-77
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4．記録ノート

４－言己金泉ノート

「記録ノート」116冊

･麦(大麦・小麦)：「大麦起源研究ＳＩ６－」など41冊(1941-1967）
･標本台帳(Seedcatalog)：「NEPALHIMALAYASeedcatalog（Ⅲ.Ｅ）1952-1953」

など16冊('948-1968）

･発芽試験:2冊

･生態学：「内蒙草原類型研究」など3冊(1946）

･米：「水稲系統台帳Ｉ～1000」など7冊(1956-1964）

･各種植物：「Veronical949」など20冊(1946-1962）

「HIROSHIMA」２冊(1950-1951）

･発送控：「NEPALHIMALAYAJHEl952PIanlspecimen＆Seeds発送控」
など3冊(1951-）

･その他：「ヒマラヤ植物雑記1952」など11冊(1946-1958）

･スライド台帳:１１冊

N615.21/N4１
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5．フィールドノート

５＝フィーノレドノート

1．「対馬1951」１冊

一部阿蘇クオードラートデータ(19/Ⅲ'５０）

Ｎ389/N41/5１

2．「J・ＨＥｌ９５３」1冊

日本山岳会マナスル踏査隊

Ｎ389/N41/5３

3．「ＬＨ・Ｅ（NEPALHIMALAYA）

日本山岳会マナスル踏査隊

Ｎ389/N41/５３(1-3）

1953」３冊

4．「ＫＵ.Ｓ・ELaggageMemo（Returning）1955」

京都大学カラコラム・ヒンズークシ探検隊

Ｎ389/N41/5５

1冊

5．「K・ＵＳ・El955」1冊

京都大学カラコラム・ヒンズークシ探検隊

Ｎ389/N41/5５

6．「ブータン1958」３冊

Ｎ389/N41/５８(1-3）

7．「シッキム・アッサム1959」１冊

Ｎ389/N41/5９

8．「0.Ｆ・ＨＥｌ９６２」1冊

大阪府立大学東北ネパール学術調査隊

Ｎ389/N41/6２

9．「AFRICAl968（ノートスケツチ）」１冊

Ｎ389/N41/6８

１０「パプア・ニューギニア,ソロモン1980」１冊

Ｎ389/N41/8０

11．「インド・ネパール１９８１」１冊

N38WN41/8１

12．「BHUTANl981」１冊

Ｎ389/N41/8１

13．「SouthPacificl981」１冊

Ｎ389/N41/8１
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5．フィールドノート

14．「Fijilds・’981-1982」１冊

Ｎ389/N41/8１

「麗江1984」１冊

N389/N41/8４

●

Ｆ‐へ叩）

■
■
Ⅱ
ロ
ユ

－－－－￣￣－－￣￣￣￣￣－－￣－－￣－－－￣－－￣

ＮＵＢＲ
－－ＲａしＩ<ルッL９ＫＷし…

「
、
、

７
【）

０

E～

)囮

〈ブニニ） 』

〆1

-」

Ⅲ

ク

アヨ

－－K9つ

、

全''１
心

、でａ

、‐／
、｡。／フィールドノート「AFRlCA」（1968）
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6．写真パネル

６正字ニェノ竜キニノレ

Ｌ「写真パネル」118枚

ブータンのパネル：８０枚ほか

PH389/N4１

｝
．
■

』
Ⅲ

雪111iii蕊11ｍ

鰯

露

濠
ｕ
旬

〆
』

｢秘境ブータン:中尾助教授の探検記」

（1959.1-3毎日新聞掲載）
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7．写真ネガ

７－写玉藝キミフブ

Ｌ「写真ネガ」２１箱

ｌ:Bhutanl958〈ネガ〉

２:ＬＨ.Ｅ､（日本山岳会マナスル踏査隊）１９５２〈ネガ〉

３:ｌＨＥ（日本山岳会マナスル登山隊科学班）１９５３〈ネガ〉

４:ＫＵＳ.Ｅ・（京都大学カラコラム・ヒンズークシ探検隊）1955〈〉
５:SikkimandAssaml959〈ネガ＞

６:0.Ｆ・ＨＥ.（大阪府立大学東北ネパール学術調査隊）１９６２〈ネガ＞

<ネガ＞

7:0.Ｆ・ＨＥ（保田）１９６２〈ネガ＞

8:0.Ｆ・ＨＥ.（平野）1962〈ネガ〉

9:Africal968〈ネガ＞

10:沖縄1976〈写真・ネガ＞

１１:文献複写ネガ

１２:雑<ネガ＞

13-14:PLATE(1-2）

15-18:写真(1-4）

１９:写真(麦）

20:写真（「ヒマラヤの花」）

21:写真(中尾佐助本人）

PH389/N4１

！
＃

）

Sho｢eambustaのスケッチ
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８．８ミリテープ

リラニープミＢ＿８

Ｌ「8ミリテープ」１４巻

映画リール14巻(直径8cmリール13巻,直径13cmリール1巻）

Ｆ389/N4１

PFr言

ＭＩＩ

鮒〃
Ｐ－℃□

プ

」L=壽二\二二Ｗ蟇

聖ｉｒｒ～

雛 乱し

llilliiiliriii

Ｆ
Ｊ
Ｊ

ざ隊

c-L宇一学.ｆ二一一＝－．－－－－ｴﾆｧｰLL2-QE＝ご=_=_ど書‐=ｻﾞﾉｰﾆｰｰ2-1--.-----－－－－－－－－ロー■･-－一一

栽培植物と農耕の起源に関する原図
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9．録音テープ

９金蒙音テープＰ

Ｌ「録音テープ」４巻

録音リール3巻：９．５cm/ｓ＋録音カセット1巻

畑作シンポジウムの要旨，録音印刷物(テープ起こししたもの)あり
ｌ:朝の風景(鳥の泣き声）

２:ＡｓｓａｍＡｇｒ、Ｃｏｌｌｅｇｅ

３:PaljorNamgyalGirrsHighschoolの女生徒の斉唱
MissHamiltonのメッセージその他

４:WeedSeedCoIlector(畑作シンポジウム1985）
Ｔ389/N4１

●
●

い
つ
』
や
、
Ｊ
・
匁
已
戸

５．

●
ｃ
●
●

み
、
）
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》

1０．

１１．

１２．

１３．

１４．

エZ．

～15．

YIPjin2:ｉ

1７．

南洋植物目録ノート（ポナベ島，１９４１ ）
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１０地図・計画書類

１０士也図一計-画書癸頁

1．「地図．東亜各地」ｌ袋

Ｃ290.38/N41/１

2．「地図．東亜百万分の一」５袋

Ｃ290.38/N41/2(1-5）

3．「地図．京阪神」ｌ袋

Ｃ29038/N41/３

4．「地図．ヒマラヤ」ｌ袋

Ｃ290.38/N41/４

5．「計画書」２袋

中国，インド，大サハラ等への学術調査探検計画書
Ｃ29038/N41/5(1-2）

6．「パッキングリスト（ヒマラヤ）」ｌ袋
Ｃ290.38/N41/６

7．「ヒマラヤ雑（計画書）」ｌ袋

ヒマラヤ，ネパールブータン等への学術調査探検計画書
Ｃ290.38/N41/７

8．「インド旅行案内」ｌ袋

Ｃ290.38/N41/８

9．「概要・案内書類」ｌ袋

農業事業概要，しおり等

Ｃ290.38/N41/９

10．「展覧会目録」ｌ袋

Ｃ290.38/N41／10

11．「KUARA,KUAPEKUASA京大アフリカ研究会」ｌ袋
調査計画内容，報告等
Ｃ290.38/N41／1１

12．「インデックス（アジア・ヒマラヤ）」ｌ袋
Ｃ290.38/N41／1２

13．「資料（HemerocallisDaylil1y,その他）」ｌ袋
主にHemerocallisやDaylillyなど花卉に関する洋雑誌，抜刷
Ｃ290.38/N41／1３

l袋１４．「ＬｉｓｔｏｆＲｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎｓｐｅｃｌｅｓｄｅｐｉｃｔｅｄａｎｄａｍｅｎｄｅｄｂｙＤＢ.Ｌeach」
Ｃ290.38/N41／1４
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10．地図・計画書類

15．「大麦研究用資料」２袋

Ｃ290.38/N41／１５(1-2）

「植物園」ｌ袋

植物園に関するパンフレット，目録等

●
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｢秘境ブータン』（毎日新聞社1959）手稿

オリジナル資料一８３



Ａ＿弓寶ｆＦＥ裏手高

(手書き、コピー、ゲラ、タイピング､原稿等）

1．「秘境ブータン」

毎日新聞連載原稿(手書き）

第１回～第50回までの本文と手書きの図表等
掲載：1959.1.4-3.25

Ａ-１

2．「秘境ブータン」

毎日新聞社版出版用のゲラ(初校)，図(1959）
「チョモラリ山群」手書き原稿9枚

Ａ-２

3．「秘境ブータン」

毎日新聞社版出版用のゲラ(再校）
ｌ９５９

Ａ－３

4．「ヒマラヤの花」

写真説明の原稿，割り付けノート，写真
「TheoriginanddistributionofHimalayanplants」（英文による説明原稿，
２３項目あり）

毎日新聞社ｌ９６４

Ａ－４

5．「栽培植物と農耕の起源」

手書き原稿，ゲラ刷り(再校）

岩波書店ｌ９６６

Ａ－５

6．「ニジェールからナイルへ」

手書き原稿

Ａ-６

7．「ブータンの花（１）」

編集用ノート，ゲラ刷り(英文)，原稿コピー(英文，和文共）
朝日新聞社ｌ９８４

Ａ－７

8．「ブータンの花（２）」

挿入写真のコピー，文章部分のゲラ，刷り取り，ゲラ刷り(和文)，
寄贈者リスト，刊行のお知らせ

朝日新聞社ｌ９８４
Ａ－８
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A、著作原稿

9．「花と木の文化史」

原稿の一部(手書き)，校正控(Ｍ１１０．２２）

メモ：花と緑でたどる文化文明，花の自然史と人間，花と木の文化の歴史ほか
岩波書店ｌ９８６

Ａ－９

１０．「分類の発想（１）」

原稿コピー：はじめに，あとがき，第I章分類の始まり－アイデンティティ
第2章タクソンとクライテリオン，第3章類型分類

朝日新聞社ｌ９９０

Ａ－ｌＯ

ｌＬ「分類の発想（２）」

原稿コピー：第３章の２類型分類の厳密化デイスクリプション

第３章の３分類以前一孤立タクソン練習問題一宗教の分類，第4章規格分類
Ａ－ｌｌ

12．「分類の発想（３）」

原稿コピー：第５章系譜分類，第6章動的分類，第7章総括と展望
Ａ－ｌ２

13．「分類の発想（４）」

ゲラ(再校）
Ａ－ｌ３

14．「照葉樹林文化と日本（１）」
ゲラ，補(原稿）
Ａ－ｌ４

15．「照葉樹林文化と日本（２）」

「照葉樹林文化とは」ゲラ(初校，再校）
「照葉樹林文化と日本」台割表(1984）

佐々木高明氏担当原稿のコピー「照葉樹林文化と日本文化の形成」
植生・古代日本文化・祭り等に関する資料，写真，構成案，メモ等
Ａ－ｌ５

16．「稲・麦の起源」

参考文献：「RicebrochureforAssam」LKHandique，Ｂ・ＮＤｕｒｒａ
手書き原稿：「EcoIogicalNotes」（1952,1953のネパール・ヒマラヤ探検隊調査記

録)，「稲の起源・麦の起源」，「アッサムの稲」，「研究の歴史」，
「稲の祖先とその研究」

大麦起源の研究雑書類
Ａ－ｌ６
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Ａ著作原稿

17．「麦に関する原稿」

「糯大麦について」，「NippontoTibetnoOmugi」（手書き)，
「大麦採集報告２」（手書き)，「日本，チベット共通裸麦に就いて」（手書き)，
「OntheMongoliannakedoatswithspecialreferencetoitsorigin」（手書き，

1947）

原図：Breadwheat，ユーマイ，Maize等の伝播
Ａ－ｌ７

18．「採種及種子貯蔵」

手書き原稿(原図含む)，メモ
Ａ－ｌ８

「動的分類系による大麦分類の試案」
論文：緒言１.大麦分類の歴史２.動的分類系による分類方式３.大麦の標準形質

（Criteria）４.標準形質系列(Criteriaset)組合せ及偽組合せ
５.特異系及副組合せ６．組合せ各論７．標準形質の地理の地理的分布８．考察
９.摘要

文献リスト，写真，図等
A-l9

1９．

20．「大麦の動的分類」

手書き原稿
Ａ－２０

21．「ネパール産野生大麦の研究」

「ネパール産野生大麦の研究：特にHorcleumagriocrithonの意義に就いて」，
「StudiesonthewildtypebarleyMromHimalaya」（和文，英文とも手書き)，
タイプ原稿(英文のみ）
「ThericeplantinSikkim(HKihara)」
図表4枚
Ａ-２１

22．「ＮｏｔｅｓｏｎＭｏｎｇｏｌｉａｎｖｅｇｅｔａｔｉｏｎ」

原稿(手書き，タイプ)，地図含む
ｌ９４６

Ａ－２２

23．「ＳｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅＣｒｏｐＴａｘｏｎｏｍｙａｎｄｔｈｅｉｒＯｒｉｇｉｎａｎｄＴｒａｎｓｍｉｔｔａｎｃｅ
ｉｎＳｉｎｏ－ＨｉｍａｌａｙａＲｏｕｔｅ」

チベット野生型大麦表(1935-39）

論文目録等を含む資料や手書き原稿，写真入りゲラ刷り
Ａ-23

24．「農耕文化の要素とアレライゼーシヨン」
手書き原稿

Ａ-24
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Ａ著作原稿

25．「分類の論理」

『知の考古学』１１号社会思想社
手書き原稿，原稿コピー，図版
Ａ-25

１９７７．４

26．「照葉樹林文化の建築」

『建築雑誌』Vol､94,Ｎ０．１１４５日本建築学会1979.1

手書き原稿，引用文献，引用文献(7)のコピー，図表，写真
Ａ-26

27．「植物個体群の変異について」

『集団遺伝学」培風館１９５６
手書き原稿，控用ゲラ

資料：ツバキに関するもの(写真含)，オオイヌノフグリに関するもの(写真含）
報告書：「つばきの変異」山下孝介，中尾佐助，中平幸助
旅費の請求書等
Ａ－２７

28．「日本の高山植物は亜高山帯にある」
手書き原稿

Ａ-28

29．「栽培植物の風土と歴史」
原稿コピー

Ａ-29

30．「ＥｔｈｎｏｂｏｔａｎｉｃａｌｓｔｕｄｙｏｎｔｈｅｓｔｅｍａｎｄｔｕｂｅｒｓｔａｒｃｈｃｏｌｌｅｃｔｉｎｇｉｎＯｃｅａｎｉａｗｉｔｈ
ｓｐｅｃｉａｌｒｅｆｅｒｅｎｃｅｔｏｔｈｅｐｒｅ－ｎａｔｕｒａｌａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ」

原稿：「Ethnobotanicalstudyonthestem・…agriculture」（手書き)ｊ
校正用,再校と思われる原稿

資料：Puerraria(クズ)に関するもの(標本写真，スライド，ネガ，メモ）
手書き原稿：「クズの植物学的分類について」（民博関連）
Ａ-30

31．「一日三回の儀礼」

『VESTA』巻頭言の原稿(19901)，原稿依頼文，メモ，原稿控用(2.21修正）
Ａ-３１

３２コメント１（「ヒト：植物関係の実相」）

『季刊人類学』１９巻1号(1988.2)の原稿コピー
資料(重田眞義：図，写真，表）
コメント用メモ

Ａ-32

33．「小興安嶺の旅」

含「狼林山脈」の3枚分
Ａ-33
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Ａ著作原稿

34．「ブータン旅行記」

原図（“秘境ブータン”に使用)，地図(手書き)，ＲｏｕｔｅＭａｐｏｆＢｈｕｔａｎ
ブータン(地図．吉沢一郎製図)1967

手書き原稿：“ヒマラヤの名花，，，“(神秘の)ブータン探検記”(1)，（２）
Ａ-34

35．「カラコラム・ヒンズークシにおけるMaize,Millet報告」
手書き原稿：「MaizefromKarakoramandAfghanistan」（1965)（タイプ混在)，

「ＢａｌｔｏｒｏＥｘｃｕｒｓｉｏｎ」，「KarakoramTeam」，「ＴｒａｖｅｌｔｏＳｋａｒｄｕａｎｄＨｕｎｚａ」
「ＴｒａｖｅｌｉｎＨｉｓｐａｒａｎｄＢｉａｆｏｇｌａｃｉｅｒ」，「IndusBranchParty」
「ＳｅｃｏｎｄＨｉｓｐｅｒＣｒｏｓｓｉｎｇ」

タイプ原稿：「Ｍｉｌｌｅｔ［romAfghanlstanandKarakoram」（1965）
資料：Table３．ComparisonofnumerouscriteriarelａｔｉｎｇｔｏｔｈＭｉｖｅｔｙｐｅｓｏｆ
ｍａｌｚｅ

Ａ－３５

36．「ＫＵＳＥ（1952-1953）報告書（１）」

タイプ原稿：「Agriculturallmprovement」（1956)，「GrainAmaranthus」（1956)，
「Barley」（1956)，「Wheat」（1956)，「Oats」（1956)，「A(ricanMillet」他

原図，写真等
Ａ－３６

報告書（２）」

｢Barley」等，タイプ原稿もあり
37．「ＫＵＳ・Ｅ（1952-1953）

手書き原稿：「Wheat」

植物採集リスト？含む
Ａ-37

38．「ＫＵ.Ｓ・Ｅ（1952-1953）報告書（３）」

手書き原稿：「EcoIogicalNotesbythecollector」，「Agriculturalpractice」
「Ｏａｔｓ」

Ａ-38

39．「探検雑話」

手書き原稿

岩波書店

Ａ-39

40．「生物の変異集団」

『科学文献抄』ＶｏＬ２５

手書き原稿

Ａ－４０

岩波書店1953

41．「ヒマラヤのシャクナゲ」

『日本つつじ協会報』Vol,２

手書き原稿，ゲラ刷り
Ａ-４１

1９５９
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Ａ著作原稿

４２「ヌプチュー登頂記」
「製鉄化学』No.ll79-lO

手書き原稿1-5

刊行された文献は未確認
Ａ-42

製鉄化学工業株式会社１９６２

43．「Ａｓｃｅｎｔｏｆ

「Ｈｉｍａｌａｙａｎ

原稿(手書き，
Ａ-43

Nupchu」

Ｊｏｕｒｎａｌ』ＶｏＬ２４１９６４

タイプ)，メモ，インド“TheHimalayanCIub”からの手紙

44．「農業起源論」

今西錦司博士還暦記念論文集『自然：生態学的研究」中央公論社１９６７
手書き原稿

原図あり

Ａ-44

45．「ポナペ島の食用植物」

手書き原稿，図版，手書き原図，関連資料，文献リスト図の焼き付け写真
論文に使用したと思われる写真

英文原稿「Bread-fruits，yamsandtarosofPonapeisland」（手書き，ﾀｲﾌﾟ原稿）
Ａ-45

46．「空白地帯を行く」

手書き原稿：(1)の一部と(2)

「ヒマラヤの奥深く」のボツ原稿と思われる
ヒマラヤ・ルート図
Ａ-46

47．「稲の祖先を求めて」
手書き原稿
Ａ-47

48．「ヒマラヤの奥深く」

毎日新聞(東京版，大阪版)連載記事の手書き原稿(初稿)15タイトル
調査隊ルート図

原稿No.1-9：記事1-9,原稿No.14-15：記事(東京版)10-11,原稿No.10-12：記事(大
阪版)10-12

原稿No.１３「荘園屋敷」は掲載なし
１９６２．１０．１－１７

Ａ-48

49．「人類文化史研究の立場からの栽培植物採集」
手書き原稿，写真，表の原版
Ａ-49

50．「東南アジア農耕文化試論」
手書き原稿
Ａ-50
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Ａ著作原稿

51．「ＷｅｓｔＡｆｒｉｃａｎｃｒｏｐｃｏｍｐｌｅｘｅｓａｎｄｔｈｅｌｒｏｒｉｇｉｎａｔｌｏｎｓ」

原稿(手書き，タイプ)，手紙等
Ａ-５１

５２「中国に関する手書き原稿」
「みちくさ」，「震縣(かくけん)」

「草原」，「雨ごい」，「黄牛」
（連載用1942頃？）
Ａ-52

「樹木とその生えてゐる場所」
｢潅木」，「夜獣」

｢黄土の岡」

｢行商人」，

53．「蒙古のマンナ：漂白地衣のはなし」
手書き原稿

Ａ-53

54．「日本人の探検」

手書き原稿

Ａ-54

55．「湯旺河紀行」

手書き原稿
Ａ-55

56．「土地利用の発展」

手書き原稿1946.71

Ａ-56

57．「歴史意識と民族」

『岩波世界歴史』１９７０

手書き原稿

Ａ-57

58．「未発表原稿ｌ」（1章海を渡ってきた植物と日本人２章万葉の世界の植物）
中尾佐助，中西進，山田宗睦，前川文夫［座談］
全体のタイトルは不明

NHKブックス用原稿用紙のコピー383枚，ただし全てではない
中尾先生の手書きの挿入原稿が４枚あり
内容の引用文献等により座談会の年は1982年あるいは'983年と推測できる
Ａ-58

59．「未発表原稿２」（オーストロネシアの花卉文化史）
手書き原稿（200字詰め原稿用紙89枚，ただし全てではない）
1993年頃の原稿？

研究用資料E-3にオーストロネシア関連のメモあり
Ａ-59
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８．著作関連資料

Ｂ＿老子ｆＦＢＥ]逼巨罎迂米三Ｉ
（メモ、資料、文献、写真等）

Ｌ「「科学朝日」『自然』連載関連」

メモ：石鹸・香油について，茶・コーヒー・コーラ・カカオ等連載に関するもの
資料：「山を歩けばササばかり」（『科学朝日」，’75.11)コピー，

「緑陰樹と風致樹」の章に関する図，「DareysBIumenbuch」，
「Ｄｉｓｐｅｒｓｉｏｎｍａｐｏｆｃｏｆｆｅａａｒａｂｉｃａ」コピー

中央公論社「自然」編集部よりの手紙
ｌ９７３－７５

Ｂ－ｌ

2．コメント（「第６王朝ペピオンク第２王子墳墓出土の真空状に保存されたエジプト菓
子」マックス･ヴェーレン箸，舟田詠子訳）
『季刊人類学』Vol」0,Ｎ０．３１９７９

原稿，資料，解説原稿(訳者舟田詠子氏による本文解説）
Ｂ-２

3．「酒・醗酵関連」

文献：「Languagesocialcontext」（1972)，「ShenandLiuS-5」，
「ＡＪ４ＴｉｂｅｔａｎｓＯＣＭ２７３」「AK55LepchaOCM273」，「Ｌａｕｐａｎｉａｎｄｉｄｅｎｔｉｔｙ
：anthnohistricalexerclse」，「アッサムおよびその周辺の酒：稲芽酒からカ
ビ発酵酒へ」

資料：「タイ国の酒類及び米に関する調査報告書」（沖縄国税事務所，1981.5)，
「アッサム及びその周辺の酒」（1986.6)，民博「HEAF室」よりの資料，
「発酵文化の起源」（『知の考古学」より)，「醗酵法の故郷」，「酒の道」，南

方酒に関する漢文文献

雑誌：『季刊どるめん」１１号，『食の科学』No.３６，４３
写真：ヒマラヤの酒に関するもの

覚書：「圏」（チャン)，皀人，麓人，苗族などに関する各書からの抜き書き，
「秬」（チュイorヂュイ)，黍に関する抜き書き

メモ：粥酒，粒酒の種類，ネパールのコージ，ジャワの粥酒，麦作文化(西アジア）
OuとSato

B-３

４「花の文化史関連」
『曰本の美学」ＶｏＬ３１９８４
依頼文

メモ：小題，古典園芸作物，盆栽，花札，造園
文献：『日本の美学」創刊のことば・目次内容
Ｂ-４

5．「食の写真館1-36」

ＮＨＫ「今日のお料理」の放送テキスト連載分と「酒櫻」（付け加え)の原稿，
「アジア食文化誌」（仮称)のためのメモ・ゲラ・編集者からの手紙

Ｂ－５
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B、著作関連資料

6．「花と木の文化史関連」

資料：花に関する本・雑誌からのコピー(自著含む)，
園芸植物分類学会研究集会要旨(1986)，「花』（1,2月号，1986)，
肥後花連，庭・畑・苑等に関する資料，日本，中国，地中海の庭に関する資料

メモ：中国の園芸作物，ヨーロッパの庭
書状葉書(著書送付リストあり）
メモ：花と庭木の美学，日本の花と庭木など
Ｂ-６

7．「噛み料の文化」

『VESTA』第14号１９９３

メモ

資料：『VESTA」第１４号初校
文献：「Speciesonlexusedfortea」，「ThepoIynesians:prehistoryofan

islandpeople」コピー，「MyconsoIateinSamoa」コピー
Ｂ-７

8．「東アジアの農耕文化」

表の版下，メモ，資料
Ｂ-８

9．「東アジアの酒文化」

文献：論文「東アジアの酒のスターターの分類とその発展」
月間「故宮文物』コピー

資料：酒文化に関するもの(主に麹・スターター）
書込用抜刷，執筆依頼
Ｂ-９

「分類の論理」

資料：種々の文献中から系統図・分類表などをピックアップしたもの，
植物・人種・原子の周期表，昆虫・民族・ケッペンの気候分類，DNA，
社会学，地質学，植物学等
（補)中国本草，真菌植物門，植物の命名法，分類法
（補)子のう菌，担子菌に関するメモ

メモ：野菜の分類，ビルトインアイデンティティ，系譜分類，水平思考，
孤立的タクソン，葬式儀礼，宗教の分類議案等，その他各種の分類本
法関連メモ，（雑)野菜の類型分類，覚書等

原稿：第７章l-a「分類学と分類論」（下書き或はボツ原稿？）
B-lO

10.

イネ，

その他各種の分類材料・分類方

11．「手紙類（『分類の発想」関係）」
１９９０１０．７朝日新聞書評，献本リスト，出版(編集)関係の手紙，謝礼文
Ｂ－ｌｌ

１２「麦関連」

調査ノートの一部？，採集メモ，大麦変種番号表，Himalayanoats
B-l2
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Ｂ著作関連資料

13．「乳製品関連（１）」

資料ｌ：ｌ「料理の起源」からのコピー，『Healthdigest」ＶＯＬ５，No.４
：２「モンゴルの乳製品とその製法」梅棹忠夫(ユーラシア学会研究報告３
内陸アジアの研究1955）

：３「齊民要術」－部コピー：6-9タイトルなし
資料２：『Healthdigest」ＶＯＬ６，Ｎ０．１－６

その他：TheamericanJournalof「ClinicalNutrition」（1998)他
Ｂ－ｌ３

14．「乳製品関連（２）」

主にチーズ関連

乳技協資料(1970,1971)，食の科学(1974)，栄養と料理，Milkhygiene(1962),Cheese
andcheesecookery他

Ｂ－ｌ４

15．「農耕や栽培植物の起源関連資料」

文献：「Enumerationofspecies」「LiteraturesonMaize」（遺伝育種関連？）
「ContributiontotheknowledgeofCitrusclassification」（田中長三郎教
授の最終講義，1961)，その他論文7本(R・WAIlard著など）

資料：「Thelndianjournalo［genetics＆plantbreeding」（1951)，
「AHistoryoftechnoIogy，Vol.’」（1954)，民族学的資料

メモ：柑橘類にかんする図表
Ｂ－ｌ５

16．「コムギ研究論文」

論文「栽培植物の起源：コムギを中心として」田中正武(京大農学部)の全文コピー
Ｂ－ｌ６

17．「雑草メロン」

府大藤下典之氏(当時助教授)の研究資料，雑草メロンの呼称
育種学会第48回講演要旨(197510）
Ｂ－ｌ７

18．「デンプン関連」

小冊子：デンプンの起源あれこれ，『食の科学』別刷(デンプン関係)，
『澱粉会報」

資料：DivisionPTERIDOPHYTA(シダ植物門）
Ｂ－ｌ８

19．「アフリカ」

資料：Cucurbitaceae，Ochnaceae，Sterculiaceae，Bombacaceae，Malvaceae，
Mimosaceae，Bignoniaceae，Ｐｅｄａｌｉａｃｅａｅ，Hypoxidaceae，Orchidaceae，
Cyperaceae，Gramineae

メモ：アフリカの穀物士穴貯蔵（「ニジェールからナイルへ」の資料？）
Ｂ－ｌ９
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B、著作関連資料

20．「パプアニューギニアの土器について」

「PotteryofPapuaNewGuinea」の一部，小林繁樹氏からの手紙
ｌ９８３

Ｂ－２０

21．「河口慧海」

写真：生家跡(1978.217）

資料：記者会見に使用したもの(市民科学後援会の件)，関係図書目録
その他各種文献，河口慧海講演記録「西蔵文化と我国との関係」

手紙など

Ｂ-21

22．「アフリカの栽培植物」ほか

Mannualofcultivatedplants(1949)よりのコピー

アフリカの栽培植物の資料：Vigna(ササゲ)，Portulaca(スベリヒユ)，

Hyphaene，ButyrospermunCola，Corchorus，EIaeis(アブラヤシ)，
Phoenix(ナツメヤシ）

Ｂ-22

23．「聖書と万葉集の植物」

資料：植物歌総番号

メモ：聖書の野菜，聖書に登場する重要植物(オリーブ，コムギ，イチジクetc）
ｌ９７８

Ｂ－２３

２４「米・食料問題関連」

文献：「米」浜田秀男(1969)，「農書雑記帖(3)」東畑精一，「餅」鈴木繁男
（重要とあり)，『食の科学』ＶｏＬ２４“微生物蛋白特集”

メモ：食料問題に関するメモ（『食の文化」ＶｏＬ２４の中の「蛋白問題への再認識」
関するもの？）

Ｂ－２４

に

25．「日本ハム『ロータリー』への執筆の為の資料」

資料：「肉の食文化」ｌ－ｌｌのコピー

メモ：生肉を食べる

手紙：執筆依頼
ｌ９６０

Ｂ－２５

26．「先農耕段階とその類型」

Ｓ､５７年度共同研究申請書(民博関係）「日本における作物栽培技術の成立と展開」
（代表佐々木高明）

資料：「東南アジアにおける農耕の成立をめぐって」佐々木高明
図「東アジアの農耕文化の層位」（1980)他
Ｂ－２６

－第ａ部9４



Ｂ著作関連資料

27．「大麦」

出版用原図等(木原生研と関係？），大麦写真・原図，図版(モンゴルの麦）
文献：Barley，大麦，小麦に関するもの
Ｂ-27

28．「オセアニア物語：鹿大南海研ルポ」

「南日本新聞』連載l～33(中尾佐助著「石蒸料理」含む）
記事コピー

Ｂ-28

29．「曰本文化の系譜」

資料：ナラ林文化，新石器文化，東南アジアの住居形式
メモ：図版の原案(Ａｇｅａｎｄａｒｅａ仮説による東アジアの農耕文化の整理)，
焼畑と雑穀，黄河文明

Ｂ-29

３０「サトイモ」

論文：「サトイモとオーストロネシア民族」ピーター･マシューズ
Ｂ－３０

31．「続照葉樹林文化」

資料：「NIJHOFFSELECT」，植物(おそらく照葉樹の枝数種)標本のコピー，
地図・図，宮中新嘗祭・平城京の食器，照葉樹林文化の図(スペア）

メモ：「列女伝」・「後漢書」からの書き抜き，照葉樹林文化論の総まとめメモ
（1976121)，インドの絹，送付リスト

Ｂ-３１

32．「世界地理風俗大系」出版関係資料
構成案，ゲラ，編集関係の通信
Ｂ-32

33．「ヒマラヤの花」

メモ，下書き，編集ノート

編集関係の通信

正誤表，発送名簿，礼状など
Ｂ-33

34．「民族植物学一般」

民族植物学基本文献リスト

メモ：民族植物学Ethnobotany(の体系）

JaneCobbiフランスにおける「民族植物学」の研究について(1983.7.22）
江戸の園芸書

Ｂ-34
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8．著作関連資料

35．「葛資料」

ManualofCultivatedPIantsl949(54,Pueraria）

ＰｕｅｒａｒｉａｅｄｕｌｉｓＰＡＭＰ，ＰｕｅｒａｒｌａｌｏｂａｔａＯＨＷＩ

ＰｕｅｒａｒｉａＴｈｕｎbergianaBENTH，PuerariamontanaMERR,ほか
論文Pueraria，Wealthoflndiaからのコピー，中満大辞典からのコピー
Ｂ-35

36．「いけばなと花環」

『草月』171号(1987.4）

英語の花利用単語例のメモ

Ｂ-36

37．「タロイモ開発研究調査案」

日本科学協会補助事業

計画書，予算メモ，支払明細書等
Ｂ-37

38．「中尾佐助自著文献カード目録」

1949年から1993年までの自著文献の手書きカード目録
Ｂ-38

キｌも作帥
」声一

上＜ラ」マの′ｃ

審日新向ﾌﾟﾏｪｰ１．１６１ 葵餌旱慮,小，
：義,〉iﾊﾟｮLｺﾞー

了

ＩＦ/ﾐ化ｆ１/７一

義電植翰些呉為の疋噂差/,0躯…

ＩＦ/ﾐ化暉ﾘﾉﾌ
蓑堵植翰些呉為
麩巍麦嶮罰iＷ

が
）

零℃
7６６

たえ仇目レ
ーシエーレハら十イレヘ

調7筌斥T二一． １９６１
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C・調査・学会関連資料

Ｃ討司査一学=会号雇g猫篁罎迂）Iﾐﾐﾄ

（調査資料、チャートノート類）

Ｌ「野生オオムギについて」

野生オオムギについての論文・原稿，「ＫＵＳ・EBarley」（1955-1956)原稿下書き
（アワについて)，「S,１８春期特性調査表」，卒論関係「キビ野帳」

（1958年卒業生田中稔)，「採集報告大麦の研究近畿四府県下」（S､17)，

「東北地方大麦採集報告」，「大麦起源ノ研究プレパラート控え」（S」9.4.20)，大
麦栽植地図(S2L22)，チヤートデータ
Ｃ－ｌ

2．「オオイヌフグリ調査（１）」
於広島

チャート：「Veronica5弁花頻度の分布」（広島全調査区，1950)，
「爆心からの距離とVeronicaの５弁花の頻度」（広島，1950)，
「Veronica広島調査(1950)概要」，「サンプリング」（広島，1951）

地図

調査ノート「HIROSHIMA(広島ノート)」は，オリジナル資料の部の記録ノートに整理
している(N615.21/N41）

「植物個体群の変異について」（1956)に使用
Ｃ-２

3．「オオイヌフグリ調査（２）」

調査データ，地図
Ｃ－３

4．「中国（チベット）の麦：大麦・エンバクに関する調査」

Ｓ､５７年度海外学術調査(現地調査)計画調書「チベット高原における栽培植物の調査」
文献・資料：「AnnualReportOfThelnstltuteOfGeneticsAcademiaSinica」，
「研究工作年報」（中国科学院遺伝研究所，1979)，

「日中科学技術交流協会第１回代表団訪中報告書’79.4-5」，
「SixthlnternationalWheatGeneticsSymposium’８３」，「西蔵野生大麦’８２」，
「大麦起源論’７９」，「NewSpeciesOfLeymusFromChina」その他
手紙

Ｃ-４

5．「エイジアン・オリエンタル・パプアニューギニアン“メジロ”の分布資料（種レベ
ル）」

移動・繁殖に関する図等

坂根隆治氏からのはがき

ｌ９７９

Ｃ－５

6．「植物の高度分布」

高度分布のデータ

落葉樹と気候に関するメモ
Ｃ-６
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C、調査・学会関連資料

7．「ビルマ学術探検計画資料」

ビルマ学術探検計画資料(生物誌研究会，1955.1）
「ＩｎｄｉａｎＦｏｒｅｓｔＲｅｃｏｒｄｓ，Ｐａｒｔ、１，Ｖ０１．３」

Ｃ-７

8．「アッサム地域の民族誌研究」

民博共同研究班，1985.5
Ｃ-８

9．「京大・日本植物学会関連及び学術論文メモ」

履歴書，手書き地図

メモ：「倍数体植物の棲み分け」

Ｃ-９

「学会発表関連」

調査資料：「浸透圧測定用細管番号表」ｌの41,「小麦殻粒乾燥量/水分量比」ｌの41,
「氷点降下測定値」ｌの４１

プリント類：「日本植物学会京都支部第２回集会」（1948)，「京大農学部農林生物
学科一覧」（1950)，自然史協会設立趣意書(1947)，「自然と文化」近刊予告ノート

1０．

：「種子含水量測定Ｉ」ｌの４６

C－ｌＯ

11「文部省科学研究費補助金関連（１）」
申請書('７５．９)，「食用植物のビブリオグラフイー」購入物品明細表(田中長三郎）
「食用植物のエスノボタニー」Ｍ２年度試験研究計画調書(中尾佐助）
「EdiblePIants」出版契約書(田中長三郎)，科研費交付決定通知書，
科研費関係書類ファイル
Ｃ－ｌｌ

12．「日本育種学会第２２回大会（1962）関連」
講演要旨，幹事会資料その他
中尾佐助先生は講演されていない
Ｃ－ｌ２

１３「シャクナゲのリスト」

DavidGLeachのシャクナゲ類のリスト（コピー）
Ｃ－ｌ３

14．「南洋植物目録ノート（ポナペ島）」

南洋植物採集目録原1-4(原2に「Ⅶ-Ⅸ，ｌの４１パラオ，トラック，ポナペ
ヤルート」とあり）l９４１

ＬｉｓｔｏfplantsPanape-Micronesia

写真1枚

Ｃ－ｌ４

15．「論文目録（－部）」

履歴書含む

参考論文

Ｃ－ｌ５
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Ｃ調査・学会関連資料

16．「カード，メモ類（１）支那の作物」
文献カードの束「支那の作物」
Ｃ－ｌ６

17．「カード，メモ類（２）植物」
植物カード(植物に関する覚書）
Ｃ－ｌ７

18．「南海研センター活動関連」

「海外学術調査コロキアム」プログラム(1981)，
夕一協議会委員名簿('８１)，同会議事要旨
Ｃ－ｌ８

フイジー調査隊員名簿('81-82)セン

19．「学会発表用チャート類」

LVeronica萎縮化頻度の分布(広島1950）

２.ネパールヒマラヤにおけるシャクナゲの分布(1953）

３.ネパールヒマラヤにおけるLigularia及びCremanthodiumの分布(1953）
４．０riginofJapaneseAgriculture（workingHypothesis）（1951）
５.ＤｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎＭｓｏｍｅｃｅｒｅａｌｓ

６RelationsbetweenarchaeologialandethnoIogialresultsbyMengbin(1931）
7.Ｔｈｅｐｒｏｐｏｓｅｄｔａｙｏｎｏｍｉｃａｌｕｎｉｔｓｂｙｎeumerousauthors
8・平衡条件

9.自然個体群の状態(1931）

10.東亜農耕文化の系統とその史前展開(1960）
11.照葉樹林文化(1960）
C－ｌ９
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、講演等関連資料

、＿言篝涯ミニ与層E]武事う費米斗
(シンポジウム、対談、速記録、講演要旨集、プロク゛ラム等）

1．「日本育種学会第６回シンポジウム」
開催：於高松市，１９６４
プログラム等

講演：「ネパール産のミツマタ」（中尾佐助，渡部忠広)ほか
Ｄ－ｌ

2．「大阪市立自然科学博物館建設委員会記録」
第１回，第2-4回，第5回計3冊
中尾佐助：建設委員の展示テーマ部会に所属
Ｄ-２

3．シンポジウム「生物資源の活用」

開催：於名古屋中日ビル，1979.1215-16
講演要旨集(P9-lOに中尾佐助先生の要旨あり)，原稿，図
資料：東南アジア半島部の諸民族集団の高度分布，東南アジアの住民形式，
NOTHOPANAX

D-3

4．民博特別研究「日本民族文化の源流の比較研究シンポジウム」（１）
開催：於国立民族博物館，1980.1.28-31,「Ｌ農耕文化」のプログラム抄録
速記録：「東アジアの農耕文化複合」
資料：総合討論や報告によせた図表のコピー
Ｄ－４

民博特別研究「日本民族文化の源流の比較研究シンポジウム」（２）
開催：於国立民族博物館，1980.1.28-31
プログラム，執筆要綱のお知らせ

●

』‐院ｕ叩〉
〆￣－－￣己ﾌU'▼￣Ｆ－－－.ﾛﾛｰ--画.-

資料：“焼き畑から水田稲作へ”“東南アジア農耕文化試論”“サトイモ類の分布，，
参考文献メモ，各種図表
文献：「蘇(しそ)」・「荏(え)ごま」（「木草網目草部』第十四巻からのコピー）
「Cropsandman:ｅｖｏｌｕｔｉｏｎｏfdependenceI「Eｄｉｂｌｅｐｌａｎｔｓｏ（Ｔｈａｉｌａｎｄ」
「Ｈｏａｂｉｎｈｉａｎｈｏｒｔｉｃｕｌｔｕｒｅ?」，「ＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌｏｒｉｇｉｎｓｉｎＳｏｕｔｈ－ｅａｓｔＡｓｉａ:ａ
ｖｉｅｗ（ｒｏｍｔｈｅＥａｓｔ」「ＵｓｅｏｆＢａｒｌｅｙｉｎｔｈｅＥｇｙｐｔｉａｎＬａｔｅＰａｌｅｏｌｉｔｈｉｃ」
「Ｍｅｌａｎｅｓｉａ:ｂｅｙｏｎｄｄｉｖｅｒｓｉｔｙ」

その他各種資料，コピーあり
Ｄ-５

6．「食の文化シンポジウム'８０」
１９８０．２．１６

パンフレット(中尾佐助箸「農耕の食」を含む)，資料，手紙
Ｄ-６
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Ｄ講演等関連資料

7．シンポジウム「縄文農耕の実証性」

開催：於東京中野サンプラザ，ｌ９８ＬＬ２０

資料：「縄文遺跡出土のマメ類：とくに“リョクトヴ，について」（前田和美）
ウリに関する資料(藤下典之)，鳥浜貝塚の資料，

「最近の“中期農耕説”についての学界の動向ノート」

文献：「瓜子姫の民話と焼畑農耕文化」（猪野史子)コピー，

「縄文人の動物飼育」（加藤晋平)コピー，「擦文期の栽培植物について」

「アマワカヒコ神話と穀物盗み型農耕起源神話」コピー，
「工ゴマと縄文中期農耕に関して」（朝日新聞'８１．２．４）

Ｄ-７

8．『文化とヒトの進化に関する接点」第２回コロキウム

開催：於学士会分館，1983.211-12

速記録2冊，プログラム，講演資料

原稿とその複製「生物のレベル模式」１９８３

プリント：「曰本植物学会40回大会関連集会」進化学研究会1975.11.3？
メモ(おそらく上記に関するもの）

コピー：「半野生馬の社会生活」（1950)，「Currentanthropology」（Current
anthropologyVoL7,Ｎｑ５－６１９６０今西錦司の論文）

Ｄ-８

9．「照葉樹林文化」

対談速記録

「古代は語る」（1.照葉樹林文化２.栽培植物)森浩一インタビュー

『サンケイ新聞』1984.3.19-4.16のうちの第１回掲載分
Ｄ-９

10『食のワークシヨップ／2001年の調理学」

開催：於パレスホテル，1985.9」３

速記録，講演メモ

講演「調理とは何か」

資料：第３回「食卓の構成と食器」記録『食の文化フォーラム第３期：調理の文化的
考察」

文献：「Pangium」，「調理学に望むこと」，「醗酵法のみなもと」，
「微生物学への認識」

D-lO

11．『第３回アッサム地域の民族誌研究会」
開催：1985.7.24

出席者：中尾佐助，栗田靖之，長野泰彦ほか

中尾佐助「アッサムにおける貫頭衣の研究」発表のための資料
関連文献コピー，参考文献カード

関連資料(C)あり

Ｄ－ｌｌ

12．「黄河流域の風土・文化そして生活」

開催：於京都．祇園富の丼，1986129

速記録(小松左京・中尾佐助対談）

「黄河物語』旺文社ｌ９８６
Ｄ－ｌ２
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D・講演等関連資料

13．「花と木の文化史講演」

花の万博Expo'９０特別講演

花博国際シンポに関する新聞記事・プログラム・チケット等

講演メモ，依頼文，（財)花博協会第１回シンポ企画委員会委員の就任願い，

シンポ計画案

冊子：Expo'９０「花と緑」’87.Ｖ01.7,「花とひと」第１回花博国際シンポ'８７，

Expo'９０(パンフレット）

資料：「江戸時代の園芸文書」

Ｄ－ｌ３

14．「東南アジア文化の基底部」

開催：国立民族博物館

出席者：中尾佐助，梅棹忠夫，渡部忠世，石井米雄

速記録：「東南アジア文化」３日目①
Ｄ－ｌ４

15．「世界探検博覧会」

草稿(手書きのもの）

ｌ:探検の精神２:探検の種類３:探検隊の組立て４:日本の探検家

６:古典的探検７:海洋探検８:行き先知れぬ河９:北極探検１０:中９

１１：ヒマラヤ探検１２:福音の旅１３:若い探検隊１４:探検を助けた人

１５:日本の探検１６:探検の装備

企画案，パビリオン配置図等
Ｄ－ｌ５

４:日本の探検家５:探検の実例

9:北極探検１０:中央アジアの探検

16．「内発文化の知的創造性に関するアジア・シンポジウム」

ＡｓｉａｎＳｙｍｐｏｓｉｕｍＯｎｌｎｔｅｌｌｅｃｔｕａｌＣｒｅａｔｉｖｅｌｎＥｎｄｏｇｅｎｏｕｓＣｕｌｔｕｒｅ

論文類，国際連合大学からの手紙，シンポジウムへの出席案内
Ｄ－ｌ６

17．「AACK座談会」

Ｌ速記録「ヤルンカン登頂の意義と背景」（於京都ロイヤルホテル，1974.1.27）

出席者：中尾佐助〆今西錦司，桑原武夫ほか

２．速記録「AACKと山岳部の戦後」（於京大学友会館，1986.9.7）

出席者：中尾佐助，西堀栄三郎，近藤良夫ほか

原稿コピー「混合樹林考」今西錦司

Ｄ－ｌ７

18．「コロキアム“乾燥・半乾燥地帯の農業―その伝統と変容”資料」

1985.12.6-7,於御車会館

中尾佐助先生は討論参加者

プログラム

資料：「東部ケニヤ農村における階層化の展開」，

「乾燥地農業における技術的適応」「環境変遷と土地利用」
Ｄ－ｌ８
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Ｅメモ・素案・図等

Ｅ＿ン△=Ｅ‐三屋舅＝‐図奎享

（原図、ノートチラシ、メモ等）

Ｌ「授業ノート，各種メモ，フィールドノート」

主に京都大学在学中のもの

授業ノート：「放射線遺伝学」木原教授(1946）

フィールドノート：モンゴル1-2(1944-1945)，レイタオ・ポナペ(1941）

発電記録，調査ノート(民族学関係？）

アフリカに関するメモ(1959）

その他3冊

Ｅ－ｌ

2．「中尾型学問領域の発想」

メモ：各学問分野の相関図様のもの，探検に関するもの，歴史か環境か(E-4に類似

あり)，生活の進歩(後進国論，衣服論，農業論，民族文化論）
Ｅ-２

3．「オーストロネシア関連のメモ」

メモ：オーストロネシアの花木と草花，Decorationの分類，

人間のディスプレイ，参考文献

補：１.オーストロネシアのエスノボタニー(1990）

２.東南アジアの花と木の文化

手紙：民博秋道智彌氏より2通（平成5.6/5付，平成5.7/6付）
Ｅ-３

畑中幸子氏より1通

4．「探検歴，メモ」

探検歴1939-1962

メモ：post-communityの特色，Darwin/selection,ランドム社会，熱帯降雨林の社会

資本の蓄積と企業精神，後進国の未来予測，シナとインドの生活文化，

農民とは何か，オキテとルール，金(カネ)のねうち，はみ出した人間，

シナといふ言葉，アマチューアの議論，歴史か環境か(E-2に類似あり），

民族文化

Ｅ-４

5．「依頼文，チラシ，メモ」

依頼文：サントリー「リカーショップ」，朝日出版社出版局事典編集室，

学研『UTAN』編集部，文部省大臣官房情報処理課「教育と情報」編集部

チラシ：日本油脂協会創立20周年記念シンポジウム

チラシ・メモ：’８８創造的市民大学第11講「花と木の文化史」

メモ：穀類の加工，酒，BhutanのEthnobolany，週刊誌の料理店紹介，シダ，

黄土台地，ハエ・クモ，サカハギ(抜き書き)，４２図オームギの条列性

（模式図)，イギリスパン消費量，２１Ｃ農耕文化の発展方向('８５．１．２２)l－４

Ｅ－５
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Ｅメモ・素案・図等

6．「照葉樹林文化関連等メモ類」

ｌ：「照葉樹林文化と日本」追加原稿「チューラと焼米」コラムに関するもの
２：“油”に関するもの

３:森林問題，自然保護，共生の生態系，人間の生態系について

４:古典園芸作物(日本)に関するもの

５：「カラマツ林の四季」に関するもの(関連資料あり）

６:500年史観への提言(1993.4.9）

７:Decolation系列の類型分類について

８:ロシアの(近代？）農学の発展について

その他メモ：照葉樹林文化とナラ林文化，照葉樹林文化と和ローソク

カードメモ：花束・ポプリ・レイ・生け花など花に関するもの，

混合樹林に関するもの(遷移についての記述あり），表“根裁文化の発展段階”
StarchProducingPlants(西アジア，アメリカ，東アジアーオセアニア)，
羊歯の野菜，詩経の植物の頻度，アメリカのサゴヤシ,WeedSeedCoIlector，
ソビエトに関するもの，日本で繁殖する鳥とその棲息地

Ｅ-６

7．「日本の森林文化」メモ

講談社科学図書出版部「森の生活入門』の一部
メモ

通信：「あいまいさを科学する」関連
Ｅ-７

8．「農業起源論」

原図

手書き原稿(A)あり

Ｅ-８

9．「栽培植物と農耕の起源」

原図，メモ，写真と説明
Ｅ-９

10．「枝麦文化圏」

原図，原図説明，写真(論文使用)2枚，

タイプ原稿「OntheMongoIiannakedoats,ｗｉｔｈｓｐｅｃｉａｌｒＭｅｒｅｎｃｅｔｏｉｔｓ
Ｅ－ｌＯ

Ｏｒｌｇｌｎ」

11．「ロードデンドロンの４群の分布」

図

Ｅ－ｌｌ

１２「植物関連の図，素案等」

「世界地理風俗大系」写真説明等，「文化財としての遺伝資源」（「遺伝』“特集遺
伝資源としての植物”ＶＯＬ29,Ｎ０．１０１９７５)素案，
毎日新聞に掲載された高山植物の図，その他

メモ：エッソスタンダード石油広報「世界のキク」，「栽培植物の風士と歴史」，
「植物と文化」

Ｅ－ｌ２
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Ｅメモ・素案・図等

13．「文献リストカード」

Ｅ－ｌ３

14．「完族の女王に関する資料」

「随書」４８巻西域伝女国，「旧唐書(くとうじ)」巻147西南蛮列伝東女国，
「新唐書」巻221西域列伝東女，「後漢書」東夷北沃沮(きたよくそ)伝，
「南史」扶桑国伝，「史記」大宛伝の注

それぞれ原文の写しとその訳文
Ｅ－ｌ４

15．「0.Ｆ.ＨＥｌ９６２シャクナゲ標本の写真焼き付け」
２１枚

Ｅ－ｌ５

16．「生物の変異集団」メモ
Ｅ－ｌ６

17．「ゴビとマンハ」図

Ｅ－ｌ７

18．「写真・表・大麦」

北隆館出版への貸出資料か？
Ｅ－ｌ８

19．「藍に関する資料」

メモ，原稿コピー「雲南の小数民族一照葉樹林文化と納西族」諏訪哲郎箸
（中尾先生の文献からの引用あり）

資料：中国の植生

Ｅ－ｌ９

20．「引用文献と引用文メモ」

カードＢＯＸ

Ｅ－２０

ｉ１：’ＩＩ

ｊｉｉＬ鵜二L二ｒ
,－↑ザル－－

Ｗﾂﾙ,i｢而工…

iｉ
５兆.ﾙ、 ｲ咽や季

１Ｗ:擢繭
'７）’抄ゲ､，輿

川|~ﾆﾄｴL豊碧:￣
か鴎バツ７．：払噸l

JF-iijT1簔缶Ｔ
ＩｌｌｌＩ縦子Ｉｌ
ｌｌ｜（｜’｜

｜’）’’’１,

''’’１（ハ

中尾型学問領域の発想メモ
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F・ＴＶ・ラジオ台本

ＥＴＶ－ラシニニナプ合本二

Ｌ「登山と日本人」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､41.6.25放映）

Ｆ－ｌ

2．「東洋の食生活」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､41.1227放映）
Ｆ-２

3．「水田の思想」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､４２．１０７放映）
Ｆ-３

4．「探検と推理」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(Ｍ3.8」放映）
Ｆ-４

5．「稲の来たみち」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､４５．６．３放映）

打ち合せ稿もあり

Ｆ-５

6．「農耕文化の起源」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､46.9.25放映）
Ｆ－６

7．「肥満と文明」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､４７．２１７放映）
Ｆ-７

8．「日中関係の2000年」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､４７．８．４放映）
Ｆ-８

9．「米～その現在と未来」（教養特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､50.10.5放映）
Ｆ－９

10．「体力不要時代」（婦人学級）

ＮＨＫＴＶ放送台本(Ｓ４４．８．４放映）
Ｆ－ｌＯ

ｌＬ「たべる」（婦人学級）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､４４１１．１７放映）
Ｆ－ｌｌ
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F，ＴＶ・ラジオ台本

12．「女性手帳」（食生活探検）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､49.5.20-5.24放映）

ｌ：「飯を炊く」２：「マントウからバケットまで」３：「豆を食べる」
4：「肉と魚とスシと」５：「バター・チーズを作る」
資料あり

F－ｌ２

13．「草を育てる」（みんなの科学）

ＮＨＫＴＶ放送台本(Ｍ3.5.22放映）

写真，図の焼きつけ等42枚

図，打ち合せ稿

Ｆ－ｌ３

14．「ヒマラヤの植物」（みんなの科学）

ＮＨＫＴＶ放送台本(Ｓ45.18放映）
Ｆ－ｌ４

15．「風土と農耕文化」（市民大学講座）

ＮＨＫＴＶ放送台本

第１回「農耕と生活」（S､４５．１．８放映）

第４回「日本農耕文化の起源」（同7.17放映）
Ｆ－ｌ５

16．「竹と風土」（NHK文化シリーズ「歴史と文明」）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､52.9.15放映）
Ｆ－ｌ６

17．「魅惑の栽培植物」（NHK文化シリーズ「歴史と文明」）
ＮＨＫＴＶ放送台本

ｌ:タバコ・紫煙の光影(S､５５．６．３放映）

２:ケシ・禁断の花(同6」0放映）

３:成功の甘き香りコーヒー(同6.17放映）

４:コショウ・世界を開いた果実(同6.24放映）
Ｆ－ｌ７

18．「ヤマタイ国幻想」

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､５４．２１１放映）
Ｆ－ｌ８

19．「日本雑煮地図」（正月特集）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､５３．１．１放映）
Ｆ－ｌ９

20．「近畿の農耕遺跡をさぐる」（近畿市民講座）

ＮＨＫＴＶ放送台本(Ｍ4.9.21放映）
Ｆ-20
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F・ＴＶ・ラジオ台本

21．「農耕文化の伝来」（現代の科学）

ＮＨＫＴＶ放送台本

第１回「稲」（Ｓ50.5.21放映）

Ｆ-２１

22．「米の炊き方ところかわれば…」（海外リポート）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､53.10.29放映）

Ｆ-22

23．「わたしの探検」（教師の時間：クラブ活動のために）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､48.6.22放映）

Ｆ-23

(スタジオ102）24．「西芳寺苔庭縁起」

ＮＨＫＴＶ放送台本

Ｆ-24

(文化の日特集）25．「よみがえる平城京天平の生活白書」

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､54.11.3放映）
Ｆ－２５

26．「モーニングティー」（おはよう広場）

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､５７．９．２放映）

Ｆ-26

27．「趣味とあなたと野の草」

ＮＨＫＴＶ放送台本(S､47.5.19放映）

Ｆ-27

28．「米の味」

ＮＨＫ対談内容の要旨

Ｆ－２８

29．「探検と私」

最終講義「探検と私」，探検についてのインタビュー
NHKStudiolO2(19803.5）

Ｆ-29

３０「海の銀座通り：潮干帯の生物いろいろ」

読売ＴＶ放送台本(S､３６．８．９放映）

テレビ大学第30回「自然を観察しよう」第２回
Ｆ-30

31．「植物を楽しむ」

読売ＴＶ放送台本(S､36.8.16放映）

テレビ大学第３１回「自然を観察しよう」第３回

Ｆ-３１
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F・ＴＶ・ラジオ台本

32．「世界の原始をたずねて」

朝日ＴＶ放送台本(ｌＬ３放映）
Ｆ-32

33．「フイジーレポート」（さつま八面鏡）

鹿児島テレビＴＶ放送台本

No.ｌ(S､５７．３．７放映）

No.４(同3.26放映）

Ｆ-33

34．「わが農耕文化論」（話題の窓）

鹿児島テレビＴＶ放送台本(198010.22放映）
Ｆ-34

35．「米の意外な効用」（八木治郎ショー）

毎日ＴＶ放送台本(9.22放映）
Ｆ-35

36．「おしゃべり食らいふ」

フジＴＶ放送台本

No.７「主食・常食お国ぶり」（S､56.5.16放映）
Ｆ-36

37．「小川宏ショー」

フジＴＶ放送台本(ｌＬｌ６放映）

Ｆ-37

38．「米，凶作なんてこわくない！？」

関西ＴＶ放送台本(1980.10.25放映）

「トークかんさい’８０」その５４

Ｆ-38

39．「パンの道」

ＲＣＣＴＶ放送台本

第１回(S､60.5.26放映）
Ｆ-39

40．「米の味」（婦人の時間話のスポット）

ＴＶ放送台本(Ｍ９」０２７放映）
Ｆ-40

41．「私の秘密」

ＴＶ放送台本

第441回(S､38.12.16放映）
Ｆ-４１
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F・ＴＶ・ラジオ台本

42．「RFD通信員の記録」

ラジオ台本

５月号，６月号

Ｆ-42

43．「タイの納豆アチーアカ族」

ラジオ台本('88.10）

民博ビデオテーク
Ｆ－４３

４４「沖縄熱帯ドリームセンタービデオデイスク」

１－Ⅵビデオ台本(S､６０４）

沖縄開発庁企画，（株)日本シネセル製作
Ｆ-44

45．「人類進化の謎をさぐる：京大アフリカ学術調査隊の記録」

海外取材番組提案

Ｆ-45

46．「生麩・ゆば」

ロケに向けた概念的コンテ

Ｆ-46

47．「雲南に曰本文化のルーツを見る」（雲南シリーズ）

読売ＴＶ放送台本「雲南と日本文化(仮題)」（企画案）

『映像カルチャーホール』ＶｏＬ９上映プログラムS､56.12.4-S､５７．３．３１
NAVL(日本映像カルチャーセンター）

番組構成の資料，討論テーマ関連の資料，企画説明，雲南に関する資料
Ｆ-47

48．「雲の中に住む人々（仮題）」

大阪府立大学東部ネパール調査隊(昭和36.9）

ＴＶ連載番組用構成(案)（中尾佐助自身による）

空中撮影用の指示メモ

Ｆ-48

49．「ＫＵＳ・Ｅｌ９５５」

京都大学カラコルム・ヒンズークシ学術探検隊
記録映画メモ，企画案

「氷河と砂漠の果てに」解説原稿

Ｆ-49
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G，海外遠征関連資料

Ｇ＿ブ毎タトゴ重石正眉目云篁震迂米三Ｉ

(調査概要、計画書、資料、文献、パッキング゛リスト等）

Ｌ「西アフリカ探検資料」

調査概要，図表

１９６８．１－３

Ｇ－１

２「京大大サハラ学術探検隊活動記録」

中尾佐助先生は農耕文化班として参加

調査地域：サハラ中央部，ニジェール川流域，サハラ南方地帯

計画書(1967.9,10)，パッキングリスト

活動記録1968.7

Ｇ-２

3．「インドネシア共和国，パプア・ニューギニア，ソロモン，遠征資料」

調査計画書(調査事項：根栽農耕文化圏における果樹の探索と利用の調査）

資料：「ReferencesonPNGandlrlanJaya」，「AbstractsofthesecondPapua
NewGuｉｎｅａｆｏｏｄｃｒｏｐｓｃｏｎ(erence」，「ＩｔｅｎｅｒａｒｙｏｆＪａｐａｎｅｓｅｔｅａｍｉｎＰＮＧ

ａｎｄＳｏＩｏｍｏｎ」，「ＣｒａｆｔｓｏｆＰａｐｕａＮｅｗＧｕｉｎｅａ」

文献：「ThewildbananasofPapuaNewGuinea」「Breedingforresistanceto
diseasesofTarqCOLOCASIAESCULENTAinSolｏｍｏｎｌｓｌａｎｄｓ」

「パプア・ニューギニアの自然と緑化への努力」
１９８０７

Ｇ－３

4．「鹿大『FijlanExpedition』関連資料」

資料：オセアニア関連，フイジーの地図(コピー)とS､56.12.12～S､57.1.22の調査

名簿，フイジー調査のための資料，「FijMactsandfigures,1979」のコピー
ＪＩＣＡ「任国情報」のコピー，「TheinstituteofPacificStudies」，

研究報告書，「かごしま丸」鹿児島大学(冊子)，日程表，滞在地(地図)，
’５５留学生名簿(鹿大)，スイジ貝

ｌ９８１

Ｇ－４

5．「ブータンツアー資料」

日程表，参加者名簿，ブータンについての豆知識，その他ツアー書類
ｌ９８ＬｌＯ－

Ｇ－５
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Ｇ海外遠征関連資料

6．「オセアニア関連資料」

鹿児島大学南方海域研究

主にパラオ・ヤップ研究

「オセアニア物語：鹿大南海研ルポ」1-3(新聞記事コピー）1987.4

資料：３６１年度「オセアニア海域における水陸総合学術調査」（パラオ・ヤップ）

研究報告会(於鹿大理学部，1987.4.27）

・鹿大南方海域研究センター「ミクロネシア報告」１－６

．「最終年迎える“南海研，，」（新聞記事のコピー)含む

「Palau,Yapの教育事情」平川忠敏(鹿大)，「パラオ・ヤップの水産開発」

松田恵明ほか

文献：『鹿大歯学部紀要』第７巻別刷「ミクロネシア学術調査に参加して」

標本：ヒトツバタゴ

新聞記事のコピー(南海研のものだが中尾先生とは無関係）

1986-87

Ｇ-６

7．「府大スラウェシ（セレベス）農業調査計画資料」

計画書，名簿等

１９６３

Ｇ-７

8．「インド関係資料」

パッキングリスト，生物誌研究会からの支払通知，メモ

１９８１

Ｇ-８

9．「参考文献」

「Ｓｕｂｓｉｓｔｅｎｃｅａｇｒｌｃｕｌｔｕｒｅ：ｉｔｓｂｅｎｅ［ｉｔｓｆｏｒＰＮＧ」，「Ｓｕｂｓｉｓｔｅｎｃｅｇａｒｄｅｎｉｎｇ

ｏｎｔｈｅｈｏｓｋｉｎｓｏｉｌｐａｌｍｓｃｅｎｅｍｅ」，「Cｕｌｔｉｖａｔｉｏｎｏｆｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｌｅａｆ

ｖｅｇｅｔａｂｌｅｓ」，「ＳｅｃｏｎｄＰａｐｕａＮｅｗＧｕｉｎｅａ［O0dcropsconference」，

「ＲｏｏｔｃｒｏｐｓｉｎＰａｐｕａＮｅｗＧｕｌｎｅａ」，「Iｎｔｅｎｓｉｆｉｃａｔｉｏｎｏｌｓｕｂｓｉｓｔｅｎｃｅ

ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅｏｎｔｈｅＮｉｍｂｉＰｌａｔｅａｕＰｒｅｌｉｍｉｎａｒｙＲｅｓｕｌｔｓ」，

「ＳｏｍｅＮｕｔ－ＢｒｅａｄｉｎｇｐｌａｎｔｓｉｎＰａｐｕａＮｅｗＧｕｉｎｅａ」，

「植物と文明ｌ西アジア新石器時代の場合」，「房総半島の後期新生代植物群

Ⅲ沖積層から得た資料」，「ThewildbananasOfPapuaNewGuinea」，

「Ｐｌａｎｔｓａｎｄｍｅｎ」

主に海外の植物関係，フィールド用かどうかは不明

Ｇ-９

10．「ブータン個人探検」

パッキングリスト

ｌ９５８

Ｇ－ｌＯ
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Ｇ海外遠征関連資料

11．「生物誌研究会（FF）関連」

ＦＦ委員会議事録，調査隊よりの報告，市大東南アジア学術調査隊(２次)計画ネ

イリアン計画覚書(1963)，紹介状？(桑原武夫氏が海外の人物にあてたもの，

北村四郎と中尾佐助の二人分)，ネパール西北部学術探検計画案(1955)，

AACKカラコラム隊報告(1960）

Ｇ－ｌｌ

市大東南アジア学術調査隊(２次)計画書(FF),西

12．「マナスル，マナスル科学班」

企画書，見積，パッキングリスト，研究項目参考文献

「インディアン・サイエンス・ロングレス」における木原均の挨拶文

「BarometricAItitudesofImportantP1aces」（キャンプを示したチャート？）

植物採取リスト（1952)，毎日新聞Ｓ28.8.26科学班帰還記事，

「TheAItitudinaldistributionofsomeimportanttrees」（チャート）

ｌ９５２－ｌ９５３

Ｇ－ｌ２

13．「ＫＵＳ・Ｅｌ９５５（登山関係）」

パッキングリスト(Ｐａｒｔｌ２)，計画書，キャンプ見取図，隊員必携，日程表，

出納簿

ｌ９５５

Ｇ－ｌ３

１４「ＫＵ.Ｓ・Ｅｌ９５５（研究等）」

麦写真，実験結果記入用紙，メモ，検疫の書類

冊子「Karakoram-HindukushuExpedition」

Ｇ－ｌ４

１５．「0.Ｆ・ＨＥｌ９６２」

計画書(l96L5)，日程表，文献(チョモラリ関係）

ネパール政府よりの回答(l96Ll2)，入国申請書(1961.7）

探検ルート，「ヒマラヤの花」出版計画

TOHE関係通信(東京都立大学・大阪府立大学合同ヒマラヤ学術調査隊)（1963）

別に0.ＦＨＥのスクラップブック１１冊あり
Ｇ－ｌ５

16．「レシート類」

海外調査の内，インド，ネパール関係のもの
Ｇ－ｌ６

17．「Kl2事故調査委員会関連」

委員会抄録

調査書作成用の資料，原稿(コピー)等

Ｇ－ｌ７
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H・地図・チャート

Ｈ＿剣也匠コーチベプート

(書込みのある地図、手書きチャート類）

ｌ「インド・ヒマラヤ（手書き地図）」

ヒマラヤ地域の栽培植物探検図，ネパール地図用航空写真(全５枚）

インド調査図，ヒマラヤ概図，Herrlich'sandSchafer'sExpeditions
H-l

2．「ブータン」

オリジナル地図作成用資料，気候区分メモ，完成地図下書き
Ｈ-２

3．「ネパール（山関係）」

PokharaValleMCentralNepal(書込みあり）
Ｈ-３

4．「東北ネパール」（手書き）

ヌプチュー登掌ルート図

Ｈ-４

5．「マナスル登山隊科学班ルート1953」

Ｈ-５

6．「中東」

Mazanderan(地図の焼き付け写真)，Ｉｒａｎ

Ｈ－６

7．「中国」

中国北部地図(小全９枚，大全４枚)，中国年降水量図，中華人民共和国植被図
北部大興安嶺支隊経路実測図草稿
H-７

8．「湯旺河登山ルート（手書き）」

Ｈ-８

9．「樺太・満州（手書き）」

ｌ／100,000氷系図(昭和１６），北満砂金鉱区図，樺太島全図(印刷)，
樺太多来加湖周辺地形図

Ｈ-９

１０「南洋」

南洋諸島，ボナペ島(京都探検地理学会)，南洋拓殖株式会社要覧
Ｈ－ｌＯ

ｕ「アフリカ（書込あり）」

MlchelinAfrque(NordetOuest)，Central＆ＥａｓｔＭｒｉｃａｌ９６３
Ｈ－ｌｌ
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H・地図・チャート

12．「対馬（書込みあり）」

和久，小茂田，泉など全７枚

Ｈ-12

13．「広島（書込みあり）」

広島，海田市

Ｈ－ｌ３

14．「熊本・大分」

全１２枚

Ｈ－１４

15．「高知」

全１０枚

Ｈ-15

16．「三重・滋賀」

全２枚

Ｈ－ｌ６

17．「近畿」

紀元二千六百年記念植物園ｌ/5,000図(神戸)，兵庫綾部，京都近郊，
伊丹(育種研究用）

H－ｌ７

１８「愛知・滋賀」

北小松，名古屋南部，名古屋北部
Ｈ－ｌ８

19．「岐阜・長野・山梨（書込みあり）」

全１０枚

Ｈ－ｌ９

20．「白山（書込みあり）」

白山植生図，大谷原現地調査報告，ほか５枚
Ｈ-20

21．「朝鮮狼林山脈1940」

江界営林署資料(２通)，北鮮開拓事業実施区域図，

キヤンプルート図(手書き３枚)，地図(書込みあり２枚）
Ｈ-２１

22．「京都大学東南アジア研究センター所蔵アジア地域地図目録」
地図コード（1975.6）

研究センター活動報告(昭和44～46年度）

研究センター所報Ⅲ(1965/1966）
Ｈ-22
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Ｈ地図・チャート

23．「広島調査チャート」

,，Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｎｕｃｌｅｕｓ－ｓｅｓｐｌａｃｅｍｅｎｔｉｎｔｗｏｓｐｅｃｉｅｓｏｆＡｅｇｉｌｏｐｓＩ，
採集エリアメモ

チャート(湿性遷移の植生）
Ｈ-23

/ゴ

－
，
１
４
０
Ⅱ

（

蕊■.＿
（〆

〆

Ｗ’。
Ｉ－ｊ・トー、､

｡｡

｡隣､貰莱ｌＲｔＤ癸世吃

蝋鋼州し､倉藩d亡ルカ

リラ、一一〉

鴫肺洲し(舳兵＃"<仙虐‘慨ﾉ極,）凸

乏似皇鰯獣川噸ｌＬＭｉ(辮輔化
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|，その他一般的資料

Ｌこそ○つｆｔｈ－ｊａ受白勺罎迂米斗

(メモ、通信文等）

Ｌ「椿山焼畑調査計画書」

調査内容：高知県吾川郡池川町にある椿山及びその近隣地域に

京都大学焼き畑研究会(会長梅棹忠夫，顧問中尾佐助ほか）

1969-70

１－１

高知県吾川郡池川町にある椿山及びその近隣地域における調査，

2．「ヒマラヤの人と自然」

伊丹市立博物館第１２回特別展(写真協力）

パンフレット(4部)，アルバム(展覧会風景）

１９８０

１－２

3．「中尾佐助宛送付資料」

“KUEC,,のコピー，日本モンキーセンターから新聞記事，

ＣＳ､ジャー駐日印度大使講演要旨，文献借用のお礼，椿に関する文献

1－３

4．「府大教授時代の職務に関するもの」

人事記録，農学部ブドウ棚見積書・基礎図(S,42.3.18)，

ＬａｎｄｓｃａｐｅＰｌａｎＦｏｒＣｏｕｒｌＡｇｒｉｃｕｌｔｕrａｌＳｃｉｅｎｃｅｓＢｕｉｌｄｉｎｇ
ｌ－４

5．「鈴田巌先生退官記念行事関連」

写真・ネガ，速記録(鈴田巌氏のあいさつ？）
１－５

6．「第26回秩父宮記念学術賞表彰式資料」

１－６

7．「アルバム：海外農業研究会」

展示会への協力(1984）

１－７

8．「マナスル（1952-1953）関係の通信文」

主に現地で受信したもの，私信を含む

１－８

9．「カラコルム，ヒンズークシ（1955）関係の通信文」

主に現地で受信したもの，私信を含む

１－９
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1．その他一般的資料

10．「ブータン関係の通信文」

1958個人調査の際当地で受信したもの

ブータン国王よりの招待状

多田等観氏よりの回答含む

その他

’－１０

ｌＬ「シッキム・アッサム調査（1959）関係の通信文」

主に当地で受信したもの

Ｉ－１１

12．「富山県北日本種苗統制株式会社の通信文」

植物の種子研究のことなど(昭和21年頃より）

大阪帝国大学理学部，良農園営業部，三栄工業所

木原均宛も含む

１－１２

13．「東部ネパール学術調査隊：ヌプチュー登撃」編集関係

中尾佐助先生による構成(案）

加納厳氏による原稿

添付地図下書き

１－１３

14．「海外遠征資料（他団体のもの）」

顧問として意見を求められたもの，またはパッキングリスト等遠征計画の参考にした

と恩われるもの

パッキングリスト「都大，府大合同ヒマラヤ遠征隊」（1963）

「京大学士山岳会アンナプルナ遠征隊」（1953)写真

「日緬親善ビルマ研究資料蒐集計画案・最低予算見積書」ビルマ文化調査隊

「京大パンジャブ大合同カラコルム探検計画」（1956)京大探検部

「京大パンジャブ大合同スワート・ヒマラヤ探検計画」（1957)京大探検部

「ヒマラヤ遠征計画書」（1952)福岡山の会ヒマラヤ遠征委員会

「日智合同パタゴニア探検趣意書」曰智合同パタアゴニア探検後援会

「MtEverestExpeditionl952intransitthroughlndiatoKathmando/Nepal」

ＳｗｉｓｓＦｏｕｎｄａｔｉｏｎｆｏｒＡｌｐｉｎｅＲｅsearch

「京大学士山岳会ヒマラヤ遠征計画概要」（1953）

「早稲田大学アコンカグア遠征趣意書」（1952）

「早稲田大学カラコルム遠征計画概要」（1952）

１－１４

15．「種子貯蔵と発芽に関する通信と記録」

昭和21年～昭和23年，竹田良二宛て

１－１５

16．「著書，資料等の寄贈文」

寄贈資料に同封されていたと思われる手紙類

１－１６
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|・その他一般的資料

]7．「研究者からの通信，私的な報告等」

柳田国男，山内年彦，堀田満，相良直彦，ＦＦの芦田譲治氏よりの通信ほか
海外の研究者からのものも含む
１－１７

18．「日本ネパール文化協会主催“講演とネパール映画”関係」
日ネ協会関係の通信文

映画製作会社との連絡文，中尾佐助先生講演の招待ハガキ
１－１８

19．「出版関係の通信文」

毎日新聞社(ブータン渡航の際の契約書含む）

日本放送出版協会，「岳人」編集部，くもん出版，
１－１９

｢嗜好」編集部，岩波書店

20．「木原均先生関係の通信文」

木原均先生から中尾佐助先生宛てのもの

遺伝学研究所からのもの

大麦の種子標本含む

その他

’－２０

21．「日本山岳関係の通信文」

会員からの連絡

山岳会を通して転送された渡航先からの手紙ほか
’－２１

22．「依頼文，案内など」

例会等への参加案内，参加依頼
出版関係の依頼文

日本エッセイストクラブ賞授賞式案内

講演と映画「探検への招待」パンフレット(書込みあり），
北大生協・北大図書刊行会主催，講師中尾佐助先生
１－２２
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｣．その他個人的資料

Ｊ＿￣そワフィ也ｲ固ノ、白勺震逐う１５斗

（手紙、曰記アルバム等）

1．「大学生時代のノート，レポート」

実験レポート，スケッチ等

Ｊ－ｌ

2．「メモ一般，スケジュール表」

メモ・住所録

スケジュール表('５６-'５７，，５９-'６１，，６３-'６７，，６９,’７１-'７２，，７５－，７７，，７９）

定期

j－２

3．「愛知県立豊橋中学校第三十五回卒業記念アルバム」

Ｊ－３

4．「個人的な手紙」

年賀状，クリスマカード，遠征先から家族へ宛てた手紙等
Ｊ－４

5．「パスポート類」

海外探検時のパスポート（７冊)，ビザ

マナスル調査(1952)のポーターのものと思われるサインと住所

ブータン調査(1958)の領収書類

Ｊ－５

6．「最終講義記念祝賀会芳名録など」

最終講義：昭和55年２月20日

「中尾私有図書借用簿」１冊(l９６Ｄ
Ｊ－６

7．「名刺ファイル」

名刺をアルバムに貼付したもの(全9冊）
】－７

8．「記念写真集，色紙など」

色紙今西錦司，桑原知風より

記念写真集林一彦より（1985）

Ｊ－８
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Ｐ＿居呈耒井一＋直２１勿雇Ｅ１這巨

1．『Sesame:ｓｔａｔｕｓａｎｄｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ』

①-④
Ｐ－ｌ

2．「Ｄｅｓｃｒｌｐｔｏｒｓｆｏｒｓｅｓａｍｅ』
Ｐ－２

3．「箕面関係」

箕面の生物他
Ｐ-３

4．「花博関係」

プラントフオトハンティング解説23-37(堀田満編）
Ｐ-４

5．「山形の植生」

植生図など

Ｐ－５

6．「白山植生」
Ｐ－６

7．「府大生物研究会（顧問）」
Ｐ-７

8．「日本ツツジシャクナゲ協会会報等」
１－２０欠：10,13,14,ｌ７－ｌ９
Ｐ－８

9．「植物の分類（HordeumvulgarLS」.）」
Ｐ-９

１０．「植苗紙稲作」

Ｐ－ｌＯ

１１．「ＰａｒａｓｅｘｕａｌｌｎｔｅｒｓｐｅｃｉｆｉｃＰｌａｎｔＨｙｂｒｉｄｉｚａｔｉｏｎ」
Ｐ－ｌｌ

12．「赤米の話」

盛永俊太郎執筆
Ｐ－ｌ２
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P、農耕・植物関連

13．「環境科学研究所所報１３」

ｌ９８８１０

Ｐ－ｌ３

14．「焼畑・出作りと焼畑経営の技術」

Ｐ－ｌ４

15．「園芸植物関連文献」

Ｐ－ｌ５

16．「日本の掘り棒」（『会津植物愛好会会報』NOD）
Ｐ－ｌ６

17．シンポジウム「近畿地方の植物地理」資料

Ｐ－ｌ７

18．「自然と野生ラン』ほか

『自然と野生ラン」（1988.12月号，1989.1月号）

『本場のハナ』（'６０-'６１年春号）
『AmateurGARDENING』（1934）

Ｐ－ｌ８

19．「植物に関する文献」

『Economicbotany」ＶｏＬ２８

ｔｈｅＳｏｕｔｈＳｅａＩｓｌａｎｄｓ」，

ｔｏＮｅｐａｌｅｓｅｆｏｏｄｐｌａｎｔｓ」

Ｐ－ｌ９

1974,「Ｔｒｅｎｄｓｉｎｌｉｎｇｕｌｓｔｉｃｓ」，「Ｆｏｏｄｐｌａｎｔｓｏｆ

｢ＷｉｌｄｅｄｉｂｌｅｐｌａｎｔｓｏｆＮｅｐａｌ」，「Ａｎｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

「ＮｅｗｓｌｅｔｔｅｒｏｆＨｉｍａｌａｙａｎｂｏｔａｎｙ』Ｎｏ４Ｄｅｃ、１９８８

20．「世界の生態気候区分図」

吉良竜夫(作図）

Ｐ－２０

21．「Bananas」

ｂｙＮＷ・Ｓｉｍｍｏｎｄｓ

Ｐ－２１

22．「Tａｒｏｓ

ｂｙＲＡ

Ｐ－２２

ａｎｄｙａｕｔｉａｓ」

Young

23．「熱帯アフリカにおける植物利用に関するデータ作成の手引き」ほか
「西蔵野生大麦」（本文は漢語）

Ｐ-23

24．「台湾農耕の資料」

卒業論文：福村光敏「台湾蘭喚ナミ族の伝統的農耕」（1984）
Ｐ－２４
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P・農耕・植物関連

25．「アメリカの農耕など」

古代アンデス文明の編年(1989民博）

新世界における更新世末大型哺乳類の絶滅(1990）

LanguageFamiliesonheAmericas(1987）

Ｐ－２５

26．「河川下流の洪水に関する資料」
Ｐ－２６

27．「Paleorient（1980）のコピー」

Sorghumの記述あり

Ｐ－２７

28．「園芸植物分類研究会」

集会要旨：第１６回，第１９回
Ｐ－２８

29．「シンボリズム－－婚姻に関わる植物」
Ｐ－２９

30．「ムギ関連」

阪本寧男氏よりの資料

コムギの系，種及び型の分類
ＲｙｅＣｅｎｏｍｅｉｎ，，TerminilloWeal(1)'，

Ｈｅｘａｐｌｏｉｄｌｒｉｔｉｃａｌｅ

ＷｈｅａｔｌｎｆｏrmationService,No.２７(]968)，３９(1974),４０(1975）
Ｐ－３０

31．「Rerillaに関する文献」
Ｐ-３１

32．「ＦＩｏｒａＭａｌｅｓｉａｎａ」

Ｐ-32

33．『農学研究』

５６巻3号(昭和52.3）

Ｐ-33

岡山大学農業生物研究所

34．『植物防疫法による輸入禁止植物及び輸入禁止地域」
昭和40年６月１日改正
Ｐ-34

35．「国立遺伝学研究所年報』
第26号(1976）

Ｐ-35

参照資料一 1２３



P，農耕・植物関連

36．『自然学研究」

創刊号(1986）自然学研究会

中尾佐助先生は研究会に参加

Ｐ-36

37．『倍数性』

『農学綜報第一輯』１９４７創元社
Ｐ-37

38．『椿」

１９６６京都園芸倶楽部

Ｐ-38

39．「桜』

１９６８京都園芸倶楽部

Ｐ-39

40．「京山草」

第拾巻(1974）

Ｐ-40

京都山草会

41．『のみち』

2,4-7号(1968-1970）
Ｐ－４１

近畿野草会

42．『生理遺伝」

『農業技術研究所報告

Ｐ-42

Ｄ」第26号(1975）

43．『種生物学研究ｌ」

第７回植物実験分類学シンポジウムの集録

植物実験分類シンポジウム準備会ｌ９７７
Ｐ－４３

44．『麦類試験成績書概要1960年度』

ｌ９６０農林省関東東山農事試験場

『麦類試験成績書1962年度』ｌ９６３
Ｐ－４４

農林省農事試験場

45．『稲品種に関する試験成績1959年度』

ｌ９６０農林省農業技術研究所

Ｐ-45
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Q、食文化関連

Ｑ＿≦匙三Ｚイヒ雇囿逵篁

Ｌ「アサヒグラフ』

“コメ特集”

Ｑ－ｌ

２「味の素食の文化センター関連」

Ｑ-２

3．「Vegeta』

藤下典之氏資料含む

Ｑ-３

4．『ニューフレーバー」フレーバー技術研究会

137(1983)，186-187(1987）

Ｑ-４

5．「SalonKinoko』

No.３

山口聰，衣川堅二郎など

Ｑ-５

6．「ツルムラサキ資料」

種子，写真含む

Ｑ-６

7．「韓国の食文化に関するもの」

Ｑ-７

8．『刊行資料目録」

国際食糧農業協会発行

Ｑ-８

9．「人間の栄養と小麦」

「のびゆく技術』150.151合併号

Ｑ-９

１０．「食用植物文献」

コンブ，ヒョウタン，シイタケ，Pangium，水前寺菜など
Q-lo

ｕ「鹿児島大よりの資料」

太田静六編「九州のかたち

場”，「九州の須恵器」，

Ｑ－ｌｌ

"民家，，」よりのコピー“鹿児島県の民家:二棟造の本

｢食の文化展一変りゆく食具」北九州市立歴史博物館

参照資料一 1２５



Ｑ食文化関連

１２「食糧問題」ほか

統計資料，農試ニュース等

Ｑ－ｌ２

13．「コムギ粉とパンの生産」

『技術の歴史」第３巻，「地中海文明と中世上」の４章「食物と飲料」第１節
Q-l3

14．「アッサムの保存魚」

石毛直道執筆

Ｑ－ｌ４

15．「日本食と魚」

第37回栄養食糧学会より

Ｑ－ｌ５

16．「飲食史林」

第２号(1980）

Ｑ－ｌ６

飲食史林刊行会

17．『茶の起源研究』

第１号一第４号(1964-1966）

Ｑ－ｌ７

茶の起源研究会

18．『嗜好』明治屋

425-529(1964-1993)，欠：428-476,478,487

『嗜好」別冊２６冊(1971-1992）

その他小冊子(味の素発行）４冊

Ｑ－ｌ８

－１１１１，‐

一川、、、／
一
ｓ
〈
」

６『、．、｛

■驚可円触。
Ｔ域、、州璽トｉ←０屋一
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R・山・登山関連

ＲＬＵ￣三登山層E可連

1．「毎日グラフ」

２冊(山岳関係と植物名の監修でそれぞれ名前が出ている）
Ｒ－ｌ

２「カラコラム」（アサヒ写真ブック３０）
Ｒ-２

3．『日本山岳会会報』

162号(1952)-257号(1966）

欠：’63-168,170-172,17（
Ｒ-３

163-168,170-172,176,179,180,182184-186,192,194,206,219-221

4．「日本山岳会会報『山』」

２５８(1960)-493(1986）

欠：279,300-361,363-492
Ｒ-４

5．『日本山岳会関西支部報」，『博格達」

支部報：No.２，４，６，７，９，１０，１Ｌ15-17,19,21,22,24(1958-1972）
博格達(同会学生部発行）：ｌ９８３
Ｒ－５

6．「山稜会誌』

第八高等学校山岳部

27-32号，別冊，追悼号2冊(昭和11-昭和18）計9冊
八高時代に在籍，年度の報告を執筆：別冊(昭和14.4）

３２号(昭和18.3）pp85-87，
Ｒ-６

pp93-96

7．『探検』

京大探検部

０(1956)－１２(1970)号

欠：２，５，６，１１，知床特集号(1962）
Ｒ-７

計9冊

8．「京大探検部」，「生物誌研究会」

西イリアン，スラウェシ計画関係
Ｒ-８

9．「京大山岳部関連」

ブータンヒマラヤ(1985)，マサ・コン(1985)，カラコラム(1974）
「報告」10,12,15,ｌ６

Ｒ－９

参照資料一 1２７



R、山・登山関連

10．「京大学士山岳会関連（AACK）（１）」

「AACK時報」No.２(1963)-9(1982),臨時号(1974）
Ｒ－ｌＯ

11．「京大学士山岳会関連（AACK）（２）」

ヤルンカン(1973)，マナスル(1964)，

チベット高原(1982)，Kl2事故(1973）

Ｒ－ｌｌ

チョゴリザ(1958)，

12．「0.Ｆ.ＨＥ関連（１）」

都大・府大シャルプー登頂
Ｒ－ｌ２

13．「0.ＦＨＥ関連（２）」

Ｓ４４１月山岳部遭難関係

Ｒ－ｌ３

14．『ヒマラヤ学誌』

第２号一第３号(1991-1992）
Ｒ－ｌ４

京都大学ヒマラヤ研究会

15．『府大山岳部台湾遠征報告』
１９６７．３

Ｒ－ｌ５

１６．「THAKTO」

2-8(1959-1978）大阪府立大学山岳会・山岳部会誌

「台湾遠征報告」1967.３大阪府立大学山岳部
Ｒ－ｌ６

17．「ヒマラヤ地図類」

登山用(全7枚）

Ｒ－ｌ７

螺溌
n，１，

鰕
朕也性ＬＬ侭型
?;製MInLね…m

jk服迂［し

鍼ご'1〃t<↓！

DqII

二

H`．↑､(｢cﾙ(↑|w､１１Ｍ…(・J1

}Ｍ１叫汕艀１札（ｈＷ１（
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S・ネパール・ブータン関連

Ｓ二了ミノ竜一ノレ ブータニー属圓這這

1．「ブータンの相間歌」

ゲラ(糸永正之著）

本人からの手紙含む

Ｓ－ｌ

２「ブータンに関する文献」

「ブータン」（日本ブータン友好協会，1983.7)，「京都大学ブータンヒマラヤ学術登
山隊計画書」「京都大学ブータンヒマラヤ学術登山隊報告会」（京大山岳部，1985.1）
，「KUENSEL」（Bhutan，sNationalNewspaper，1987.12)，
新聞社)，「DRUKLOSEL」ＶＯＬ３，，０．２(1981）

ブータンの写真コピー，カリンポンのクリスマスカード

『アサヒグラフ』（朝日

新聞社)，「DRUKLOSEL」

ブータンの写真コピー，
S-２

3．「ブータン関連」

「ブータン王国事情」（外務省，1971.12）

「PunakhaDzong」「DzonglnBhutan』Ｖｏｌ．’
『岳人」（1983.8）

Ｓ-３

4．『ブータン』

日本ブータン友好協会

１（1982.9)，3,5,8,9-18,26号
Ｓ-４

計15冊

5．『日本ネパール協会会報ｌ』

ｌ:No.７－N０．３０('97212-1978.8）

Ｓ-５

欠:１０，２１

6．『日本ネパール協会会報２』

２:No.31-N０．５０(1978.lO-l98Ll2）欠:３９
Ｓ－６

7．「日本ネパール協会会報３』

３:No.51-N０．７０(1982.2-1985.4）
Ｓ-７

欠:５７

8．「日本ネパール協会会報４』

４:No.71-N０．９９(1985.6-1990.3）

Ｓ－８

欠:74,90-9298

『日本ネパール協会会報５」

5:号外等「号外」（1985.2)，

「シンポジウム・ネパール」：

●

（皿』】口〉

特別号(1985.7)，

１シンホジウム・ネパール」第15回-第17回(1986-1989）

「ネパールキャンペーン報告書」（1980）
S-９

参照資料一 1２９



S・ネパール・ブータン関連

10．『日本ネパール文化協会会報等』

会報No.1-2,5-6(1965.9-1971.12）

「NEPAL」「ネパール研究の集い・講演記録第１集』

会則(1965.3）

Ｓ－ｌＯ

１１．「日本ネパール協会関連」

書類，通信文，ネパール研究学会プログラム，各種イベント案内等
Ｓ－ｌｌ

12．「ブータンのグリーティングカード」

民俗的な衣裳，風俗を描いたもの

著作に挿絵として使用されたもの含む
Ｓ－ｌ２

13．「ネパールの紙と原料を訪ねて」

１９７３

中尾佐助著「栽培植物と農耕の起源」が参考文献に記載されている
Ｓ－ｌ３

14．『ネパールの手漉紙』

在ネパールコロンボプラン専門家塩野目光
Ｓ－ｌ４

15．「西岡京治氏関連」

「ブータンの手工芸品」西岡里子（『あるくみるきく』142)，
「ブータンの相間歌」新聞記事コピー，西岡京治プロフィール(英文)，

『Aak』，「approach」Autumnl988(西岡里子の記事あり），１９８１
『NEPAL』西部ネパール民族文化調査隊

Ｓ－ｌ５

フィールドノート「ブータン」（1958）

130－第４部
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T・その他

Ｔ＿そ０つftL

「名簿」

日本ブータン協会(1954)，日本ネパール文化協会(1972),京大人類学研究会(近衛ロン

ンド）（1977)，辰巳会(1975)，日中科学技術交流協会(1981)，日本ネパール協会(1978)，

時習館同窓会関西支部(]984)，日本育種学会(1985)，府大山岳会(1985)，関西八高会

(1986)，善隣会(1986)，日本植物学会(1986)，日本ブータン友好協会(1989)，サツキ

会(1990)，日本民族学会(1991)，京大探検部ＯＢ会(1991)，AACK会員名簿(1993)，日

本遺伝学会(1992)，（社)日本山岳会(1992)，名古屋大学山岳会，曰本学術振興会奨励
研究員名簿(1980)，日本生態学会(1975）
T－ｌ

１

2．「アジア関係」

「東南アジア研究の7年」，

「Ｓｏｍｅｃｏｎｓｉｄｅｒａｔｉｏｎｓｏｎ

ネシア)，『やくしん韓国」

Ｔ－２

「パラワン山地民の樹上共同家屋」（フィリピン)，

conservationofnatureinSiberutlsland」（インド

('７１）

3．「中国資料」

『学芸』“特集東亜の科学，，，ペリー提督の通訳羅森の子孫を訪ねて，
「人民中国』，「東ユーラシア文化：雲南省納西族」ｌ２

Ｔ－３

4．「衣裳について」

『被服文化』，「タパ」，「染色α」
Ｔ-４

5．「沖縄，南西諸島」

「沖縄民俗研究」，
Ｔ-５

｢八重山旅行記」，「徳之島郷士研究会報」

6．「日本の民俗（族）文化」

「山の王小考」，「江津湖苗代津遺跡」，「鹿狩り」，「日本文化季報」，「海上の
道」（解説)佐々木高明，臼に関する文献(2部)，「造酒司と大嘗祭」，『創造の世
界』７２(｢地名と語源｣シンポジウムを参照？），『古代文化」“特集倭と倭人の世界”
『歴史と現代」（「卑弥呼と倭人のルーツ」を参照？）

Ｔ-６

7．「インド雑誌」

５冊(現地で買ったもの？）

Ｔ-７

8．「関係の生態』ほか

『関係の生態』創刊号，対談「博物館の思想」（梅棹忠夫，井上光貞）
『流通経済新聞』“特集今西錦司”，『ゑれきてる」No.２８１９８８
竹林公園のパンフレット
Ｔ-８

参照資料一１３１



T、その他

9．『石棊古墓群発掘報告（1956）」

云南省博物館考古発掘工作組

Ｔ-９

10．『石棊古墓群発掘報告図版集成（1959）」

云南省博物館編

Ｔ－ｌＯ

11「中国雲南省少数民族の歌と踊り」

民博研究講演構成案？
Ｔ－ｌｌ

12．「エコロジー緑化の先兵一一グリーンサイト」

「都市と自然」ｌ９８Ｍ

Ｔ－ｌ２

13．「パプア・ニューギニア関係」

パプア・ニューギニア,,マンドック島”に関して(WardandLeaecls，l

EcologyofSogo-EatersinLowlandPapua．（Univ・TokyoPress，1983）

Leaecls，1970）

T-l3

14．「抜き刷り文献カード」

カードＢ○Ｘ

Ｔ－ｌ４

15．『無限大』

47-50号(1980）

Ｔ－ｌ５

日本アイ・ビー・エム

16．『民族学研究』

曰本民族学協会編第13巻3号-4号(1949）図書院
Ｔ－ｌ６

17．『地平線」

新第１号(1947）
Ｔ－ｌ７

地平線同人会

18．『総合的地域研究』

第１号(1993)，第４号(1994）
Ｔ－ｌ８

１９．『ＳｏｕｔｈＰａｃｉｆｉｃＲｅｓｅａｒｃｈＲｅｇｉｓｔｅｒｌ９88』

Ｔ－ｌ９

20．『朝鮮学報』

第58輯(l97D

T-20

朝鮮学会
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T、その他

21．『NewsＬｅｔｔｅｒ』

１－１０(l978-l98D

T-21

日本オセアニア学会

22．『南海研だより』

No.9-12,14,18,20-21,23(1983-1992）

『NewsLetter』No.２(l99D

T-22

鹿大南海研

23．「写真・絵はがき」

アルバム等に整理されていないもの

中尾佐助撮影以外の写真も含む
T-23

４
】

iii雲警f霊
国

rl

｢東亜農耕文化の系統とその史前展開」原図
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タイトル索引

夕一丁トノレ勇二弓Ｉ

Edlto｢'sNot8（iT8n81(8M1c10Dedj80fEdiblePl8ntsof３０

theIoddj）
￣-－－－－－－－￣￣－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Ene｢9V（'11）４４

４６
－－－－－--－－－－--￣￣－－-－－－----－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Est｢8ttodell8I1v1st8delClublllD100,Itoll8no（'１１）３７
－-－－－－－－－-－－－－－-－－￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‐

Ethnobot8njc81studyonth6stem8ndtube｢st8｢cｈ８７

coll8ctln91nOc88ni8w1thspec181｢efe｢encetothe

リe-n8tu｢8189｢lcultu｢８（W）
￣－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

F8un88ndflo｢a0fN6p81H1m818y8:ScientiflcResu1tsof２７

theJ8p8neseExp8dltlonstoNeD81Hjm8181I81952-1953

（Ⅲ）
￣￣￣-－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－６

F1jllds’'981-'982（ｵ〉７７
－--－－－－－－--－－－－-－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－，

Ｆ10｢aM81es18n8（参）１２３
－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－，

Flow6｢sof8hut8n（tl）２６
－-－--－－-－￣￣￣￣----－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－谷

Ⅱガラス（M）５９
－￣￣－－￣￣￣￣－－--－－－－－－－￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－４

６｢81nAm8｢8nths２７
－－－－－－－－－--－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

０｢a1nAn8｢8,thus（H1）８８
－－－－－－－－－--－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－０

０｢aphlc8tlon（Ⅲ）４５
￣－－￣￣-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－↑

He81thO19est（１１１） 、67
-￣￣－－－－-－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－.

鋤(Heme｢Oc8111s,O8yllllY,そOIi）（ｵ）８２
－-－-－-－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－q

H1n818y8nJou｢n8１（Ⅲ）４０
－￣￣－－－－－－－－￣￣--－－￣￣－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‐+

Ｈ１｢8nｏ（ｵ）７４
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－』

HIROSHIMA（ｵ）７５
－－－－－￣￣－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－o

Ho｢d8umb｢ev1Subu8tumL1nl（２８
￣-－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■

IndusB｢8nchP8｢tｙ（M）８８
￣￣￣－－￣￣￣￣-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一寸

Info｢m8tlonofNo｢lnwhe8tv8｢letlesinJ8p8n ３６
－－－--－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－□

１ｓ《'11）５６
－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－□

Ｊ,H､E,１９５３（ｵ）７６
－－－－－－－-－-－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Ｊ,H`E,(NEP|ⅢMAUWA）’953（ｵ）７６
－￣￣￣￣￣￣-－---－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－，

Ｊ80,0｢chldSoc,BulL（|N）３８
－－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－６

Ｊ808,,J,8｢eedlo9（Ⅲ）４５

４６

４８

４９
－－－-－-－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

｜(.U､0.Ｅ(1951-'953)iil告譽(|）（H）８８
－￣￣--－－-－-－－－－－－－－－-－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．

K.U､0,[.('951-'953)舵譽(2)（111）８８
－￣￣－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－□

｜(､'１，Ｍ('952-1953)瀧書(3)（H1）８８
－－－-－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－，

｜(,U,S,[､'955（ｵ）７３

７６
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－-－－－

｜(.U,S,[’'955《研）１１０
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一口

｜(.U,S,E’1955(M婿）《研）１１３
－－－￣￣－－－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－４

１(｣,soE,'955(量U｣靴）《Ｍ１》１１３
－－－-－－－-－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■

｜(,ＵＭ,L89989eM8n0（Retu｢0109）’955《ｵ）７６
－－－－－－－－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－

Ｋ１２劃瀧蘋会雛《研）１１３
－－－－－－－--－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-,

1800（ｵ）７４
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－４

１(8｢81(0｢8m｢88Ⅱ(1)）８８
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－P

K1h8｢8Memo｢i61Found8tlonN6wsL8tter《'11）６７

i激字M-l987RI蔦260M区三砿|躯ｲﾝﾀｰｼﾃｲ'ｾﾞﾈﾗ６４

ﾙﾜｵｰﾗﾑ舵譽(1)1）

２１世紀と鰈illili（M》３３

２１世艫敞IUD瀧胴３３
－-－－－－－--￣￣￣￣－－－－－－---－-－-－－－－－－－－－￣￣－－－－－－-－-－－

２鰯Oｲネ５５
－－－－－－－---－－－－－－－－－-－－－￣-－－－－－－￣￣￣￣--－－-－-－￣￣－－-

6000EiiiOIlFil雛l敵日ﾎﾋﾀﾄ国６２
－－－￣￣－－－－－－－－---－－－－－－－－－－－－－－－-－-－-－－－－－－－－－--－

８ﾐﾘﾃｰﾌﾟ（ｵ）８０
－－－￣￣－－－－－－－－--－－－－￣＝￣￣-－－－--－－￣￣－－￣￣－－--－－－－－－￣

￣－１￣,､旱-------￣-----------－－－－￣￣￣￣￣－－－－－－－￣－－－￣－－－￣－－－－

１漢字ｉＭＣＩ醒絵（H）１０２
－－－￣￣￣￣－－---－－－-－￣￣￣￣－－--－－－－－－－－---－－－－－-－￣￣￣￣￣

ＭCl(關（Ⅲ）６４
￣－－－－－－￣￣－－－－－－－－-－－－---－－－￣￣－－－－-－－－--－－-－－－-－￣

ＭＣＩ(と山岳３１０雌６４
－￣￣－－--－－－－-－－－－－￣￣－－-－－－－－－－-－－－-－￣￣－－-－－－￣￣￣￣￣

ＭＣＩと山岳肌雌（M）１０２
－￣￣－￣-－￣￣--－－－－--－－-－－－－－￣￣－－￣￣－－－－－－－－-－-－－－－－￣

AFRICIl968（ﾉｰﾄ,ｽｹｯﾁ）（ｵ）７６
￣---－－－－－－－-－－－－－－－----－－-－－－－－－－-－￣￣-－－－－－￣￣－－￣

Afr1conM111et（H）８８
－￣￣--￣￣－－－－－－－－－－￣￣--－－－－￣￣－－---－－－－－￣￣－－---－－－-

Ａ9｢lcultu｢811mp｢Ovelllent（W1）８８
－-－－－－－－－---－－－-－－－－－-－－－￣￣－－-－－－－－-－－－－－-－￣￣-－－

１１９｢jcultu｢81P｢8ctlco２７
－-－－￣￣￣-－￣￣-－－－－－￣￣－－－－－－￣￣－－￣￣－－－－￣￣￣￣--－－－－￣￣￣

A9r1cultu｢810｢actlce（W）８８
－－－－－－－－－－－－－－－￣￣￣￣￣￣－－－－￣￣－－－－－－￣￣￣￣－－-－－－-－－－-

Ａ9｢icultu｢81Np｢OveⅢent２７
－-－－－-－－－－－￣￣---－-－￣￣￣￣￣￣-－－－￣￣￣￣－－-－--－－-－--－－-

Ａme｢ic8nAlpineJou｢081（|N）３７
－-－￣￣--￣￣－－－－－－－－￣￣－－-----－-－￣￣--－－-－－－--－－－－-－￣

AscentofNuDchu４０
－-－－－－－－－－－－－－－－－-－－－‐￣-－￣￣－－－－－－－－－－－－－－￣￣-－－－￣

AscentofNupchu《１１）８９
－－－－－-－-－￣￣－－￣￣－－－－￣￣￣￣－－-－￣￣－－￣￣－－￣￣-－－－－－-－－－￣

Ass8nA9｢・Colle9e（ｵ）８１
－－－－－-－－－￣￣-－－－－－---－－－￣￣－－-－－－－－－－￣￣－－－－-－－－-－－－

881to｢OExcu｢sjon（M）Ｍ
￣－－－－----－－－－--￣￣￣￣－－-－－－￣￣￣￣－－－－－－￣￣--－－－－--－－￣L

B8n8nos（ず）１２２
－￣￣-－----－－---－－－￣￣-－-－－－-－－－－－－－￣￣－－－－－－－－-－－－￣

８８｢161２７
－----－－--－－-－－－-－￣￣－－－－－－￣￣￣￣－－-－-－－－－－－－￣￣－－－－－－

８８｢181（冊） 、8８
９７

￣--－－－－－－￣￣-－－－￣￣－－---－－－-－－－-－￣￣￣￣－－-－－－￣￣－－－－￣｡

Be90ni8｢exO橘Oﾊﾞｰｵｷｼﾀﾞｰｾﾞ系|こつ|)て４８
－￣￣￣￣-－￣￣￣￣－－－－￣￣－－￣￣－－－－-－－－－－－－－－-－----－－－－－－￣ﾛ

Bhut8nl958（ｵ）６９
－--￣￣－－￣￣－－---－－－￣￣－－-－－－--－－-－－－￣￣－－-－－－－－－－￣￣--
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』『口，，ロ，Ｂ｜へ四百（叩）▲、四一『四〕八ｍ叩Ⅱｕ▽｜■■■ⅡⅡ０▲叩口矼扣〕。□ｎｍ『ＵＰＬ【｜口凹）｛（。’【叩Ⅷ〉『｜〃ＵＪ００ｎｍ】Ｒｎ）へ皿叩』『四▼〔、。■口出一〕（〔Ｌ、耶汕▽▲叩〕（皿》、皿叩叩汕▽｜■■■ⅡⅡ■’二■エー』万０口取旦【叩叩）』Ｐ０』【一○四》『（、叩叩凹▽二二ｎ匹、叩ｕ）一一（、〃〃〃』』ご□匁如』’０一（四百（⑪》｜▲皿四一『四》一（、叩■皿〕一二■■■Ⅱ■０』『〃Ｅ０Ｄ０ｌ｛【口■、ｕ〕一▲、〕（皿》一一〔、叩叩叩》一二ｍ⑭〃”〃』一〔屯口ご回、）一▲、叩】『田〕一・口■、、』ロ。｝（叩。ご已四〕一一へ｛叩〃〃ｒ』一〔凪叩】て】）一戸Ｌ【・皿》ＡｍＪ『。』）｜〔四羽〃〃口』』Ｐ口」【○四〕｜｜■■０ＢＢＢ一一〔蛆〃〃〃』一〔い□〈卯叩）
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あとがき

京都の中尾佐助先生のお宅に、保田淑郎先生に従って当時の何毛情報管理班長と下見に
伺ったのは、平成６年３月末のことであった。数日後、その資料類が当総合情報センター
に運び込まれ、300もの段ボール箱が山積みされた状況に､改めて畏れを感じたのであった。
とりあえず大きく資料種別に分けたうえで３年計画をたてた。１年目の平成６年度には、

中尾先生旧蔵の和洋図書3500冊(重複本も全て受入れた)、雑誌60タイトルを本学図書館シ
ステムに登録し、総合情報センターに中尾佐助コーナーを開設して利用に供せる環境を整
備することができた。一方夏休み中の暑いさなか、保田先生はご多忙の時間を割いて私た
ちを指揮しながら汗だくの作業に身を挺してくださった。この折、1962年の中尾先生を隊
長とする大阪府立大学東北ネパール学術調査隊の模様などを興味深く聞かせていただき、
照葉樹林文化論創唱の貴重な原資料に携わらせていただく巡りあわせを有難いことと受け
とめた。

同年12月に開催された中尾佐助コレクション展は、これらの資料類を使って中尾先生の
様々なご活躍の場面がイメージ化できればと考えた。かたちができるかどうか、責任の重
大さに不安と緊張を覚えた反面、ルーチン・ワークでは味わうことのできない新鮮な体験
であった。照葉樹林文化論と中尾佐助先生への関心は高く、一級の資料が放つ魅力は、参
観された多くの方々に感動をもたらした。また、中尾先生の写真や資料類にじっと見入っ
ていらっしゃった梅棹忠夫先生のお姿は、５０年以上にもわたる心友に深く思いを馳せてお
られるようにお見受けし、ご遺族との和やかなご歓談も深く印象に残った。
２年目には、照葉樹林文化研究会と協力して『中尾佐助著述彙編』を完成した。これは、

本目録の編集過程で文献を確認しながら全文をコピーし、発表年順に纏めたものである。
中尾資料を基盤として活動を展開しようとする照葉樹林文化研究会が学内に発足したこと
を受け、中尾文献を手元で一覧できるようにした研究用の館内資料である。短期間では到
底不可能にちかいと思われた膨大な作業を－つの形となし得たのは、中尾先生ご自身が、
もともと資料の分類・整理を驚くほど几帳面になされていたからである。
今年度は、手稿、メモ、書類、原図等研究用資料と参照資料の整理を手がけた。分類に

ついては作業を進めながら考えざるを得ず、とりあえずの手がかりと考えている。

本目録が、照葉樹林文化論研究の一つのツールとしてご利用いただけるなら、これに勝
る喜びはありません。また、本目録に収録漏れの文献や書誌的な事項に誤記があるかとも
,思われます。ご教示頂ければ幸いです。

この３年間、中尾佐助コレクションの整備に内外の多くの方々のお力添えをいただきま
したことを、ここに厚くお礼申し上げます。さらに、高校生の頃に中尾先生の著書に出会
い、それゆえに大阪府立大学を選んだという総合科学部学生の歌野礼さんには、授業の合
間を縫って資料整理に携わっていただき、適材の人を得た思いで心から感謝しています。
なお、この間株式会社村田製作所からの研究奨励寄付金のご支援を頂き、本目録はその

成果でございます。ここに記して謝意といたします。
平成９年３月

大阪府立大学総合,情報センター

情報管理班長山野美賛子
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